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Ａ 事 業 活 動 

第１  青少年の非行防止及び健全育成に関する事業 

 

１ 少年問題シンポジウムの開催等  【ホームページ及びみちびき 133号に掲載】 

 

少年警察ボランティア団体としての立場から、少年の非行防止及び健全育成に関わ 

る今日的で重要な問題をテーマとして取り上げ、専門家や有識者による基調講演、そ 

の問題に関係の深いパネリストによる意見発表とディスカッション、会場の参加者と 

の意見交換等によって、少年問題に対する認識を深める活動である。 

   講師、パネリストには、当該テーマの専門家等で、当活動の趣旨に賛同された方々 

を依頼し、会場には、少年警察ボランティアのほか、関係者、一般の者も参加して実 

施した。 

（１） シンポジウムの開催 

  本年度は、（公財）日工組社会安全財団の助成を受けて、平成２５年１１月１

３日（水）東京・虎ノ門のニッショーホールにおいて、第 20回少年問題シンポジ

ウム『次代を担う少年の育成のために～少年に手を差し伸べる立ち直り支援～』

を開催した。 

◇ 基調講演／「ハイリスクな子どもと家庭への支援」～非行臨床の観点から～ 

        生島  浩 氏（福島大学大学院人間発達文化研究科 教授） 

◇ パネルディスカッション／「次代を担う少年の育成のために～少年に手を差 

し伸べる立ち直り支援～」 

・コーディネーター 

藤岡 淳子 氏（大阪大学大学院人間科学研究科教授） 

      ・パネリスト  

里見 有功 氏（東京保護観察所保護観察官） 

            山浦 勝雄 氏（東京都江戸川区立葛西第三中学校校長） 

            稲垣 喜夫 氏（富山県少年警察ボランティア連絡協議会会長） 

            井口由美子 氏（警視庁少年育成課少年相談専門職員） 

      ・コメンテーター 生島  浩 氏 

    ◇ 参加者  少年警察ボランティア  ３３５名 

          少年補導職員等警察職員  ６５名 

          教職員等招待者 １４４名 主催者側 ２３ 名 合計 ５６７名 

 （２） 少年研究叢書の刊行 

シンポジウムの内容を取りまとめ、平成２６年３月、『全少協少年研究叢書 25』

として、2,500 部を作成し、都道府県警察、都道府県少年警察ボランティア協会等
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（以下「県少協」と略称する。）、都道府県防犯協会（以下「県防連」と略称する。）

及び関係機関・団体、全国の図書館に配布した。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

２ 地域ふれあい事業の実施 【ホームページ及びみちびき 132・133・134 号に掲載】 

 

  少年の非行防止や健全育成に資するため、少年たちに、社会参加、社会奉仕等を通 

して、地域社会との連帯感を培い、地域の人たちとのふれあいによりコミュニケーシ 

ョン能力を身につけさせることを目的として、次のような活動を行うものである。 

 〔地場産業の見学会や体験、伝統文化・行事等の見学や参加、公共施設等の清掃、

福祉施設等の慰問やボランティア体験、自然環境を守るための植林や地域美化の

ための花卉栽培その他〕  

   実施に当たっては、少年警察ボランティアが活動の中心となり、警察職員、自治体

職員、関係機関団体職員、地域住民の支援協力を得て、地域の少年たちが参加し、主

体的に行動できるように配意して行っている。 

本年度は、全国少年警察ボランティア協会（以下「全少協」と略称する。）と県少協 

との共催で、次の２６道府県で実施をした。 

   なお、実施内容の詳細は、別紙１（p２８～p５２）のとおりである。 

（１）北海道 

日時・場所 平成２５年４月 1 日～同年１０月３１日 

北海道警察の各方面管区内    

    事業名 「少年の居場所づくり（通称“ＪＵＭＰプラン”）事業」 

    参加者 総計 ７，１０１名（小・中・高校生・有職・無職少年４，５５７名 

        少年警察ボランティア２３８名、大学生ボランティア１２５名、警察職

員・自治体職員・教職員・保護者・地域住民等２，１８１名） 

 （２）青森県 

   日時・場所 平成２５年６月２２日  三沢地区 

    事業名   「JUMP チームによる防災林植栽支援活動」 

    参加者 総計１１８名（小学生３０名、中学生１２名、高校生１０名、少年警察

ボランティア３１名、警察職員・関係者等３５名） 

（３）山形県  

   日時・場所 平成２５年１０月１４日 鶴岡地区 

事業名  「地元産業に関する複合的体験活動」  

「開校“まるもり学校”」 

        ～○ま ○る い食品・山形大学農学部○森 の民・羽黒高校による鶴岡まるごと

体験学習～  

      参加者 総計 ５８名（小学生、保護者 ２２名、少年警察ボランティア２４名、

警察職員６名、教職員等６名） 
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（４）茨城県 

日時・場所 平成２５年１０月２７日 大子地区 

    事業名   「少年による地場産業体験活動及び社会福祉施設の訪問」 

    参加者 総計 ３８名（茨城学園入所少年２１名、少年警察ボランティア５名、

警察職員等１２名） 

（５）栃木県 

日時・場所 平成２５年７月１５日～同年１０月２０日 ３地区（宇都宮中央、

宇都宮南、那珂川） 

    事業名 「少年と少年指導委員会による各種広報活動及びコスモスの植栽活動」 

    参加者 総計 ２４４名（小・中学生１００名、少年警察ボランティア９７名、

警察職員２４名、市・教職員等２３名） 

（６）群馬県 

日時・場所 平成２６年１月２４日 伊勢崎市営交流施設「絣の郷」 

    事業名   「外国人学校生を対象にした日本の伝統文化体験」 

    参加者 総計 １０８名（多言語教育研究所 IＣＳ３４名、ブラジル人学校プレ

イ・グランド２１名、少年警察ボランティア２１名、警察職員１９名、

引率教職員等１３名） 

（７）埼玉県 

日時・場所 平成２６年１月１８日 川越市地区「川越市立博物館」 

    事業名   「伝統工芸等の伝承体験 川越唐桟の製作体験等」 

    参加者 総計 ５８名（小学生２０名、少年警察ボランティア８名、警察職員１

２名、教育委員会・その他１８名） 

（８）千葉県 

日時・場所 平成２６年１月２２日 山武市地区 

    事業名   「千葉のふるさと料理「太巻き寿司」作りを通じたふれあい活動」 

    参加者 総計 ７９名（小学生３５名、少年警察ボランティア１１名、警察職員

１５名、関係団体・教職員等１８名）                 

（９）新潟県 

日時・場所 平成２５年８月２５日 見附地区 

    事業名   「『杉沢の森』における炭づくり・火おこし体験活動」 

    参加者 総計 ９３名（小学生３７名、少年警察ボランティア１９名、警察職員 

１１名、教職員・保護者等２６名） 

（10）富山県 

日時・場所 平成２５年８月４日 富山市南部地区 

    事業名   「標高差 2900 メートルの恵みを実感」 

         ～そばうち、立山杉の加工・リース・壁掛けつくり～ 
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    参加者 総計 ８１名（小学生２１名、保護者２０名、少年警察ボランティア 

１６名、警察職員・関係者等２４名） 

（11）岐阜県 

日時・場所 平成２５年８月６日 北方地区 

    事業名   「ＭＳリーダーズ・ＭＳジュニアサミット」 

    参加者 総計 ３１８名（小学生１０名、中学生９６名、高校生５３名、少年警

察ボランティア４９名、警察職員３２名、教職員・保護者等７８名） 

（12）愛知県 

日時・場所 平成２５年７月１日、同年１１月２８、２９日  

岡崎市立東海中学校地区 

事業名   「中学生による伝統工芸「草木染」製作体験活動」 

    参加者 総計 ２１０名（中学生１８０名、少年警察ボランティア１６名、教育

委員会等５名、警察職員９名） 

（13）三重県 

日時・場所  平成２５年７月２８日、同年８月２７日、同年１１月３０日    

３地区（鳥羽志摩、西、鈴鹿） 

    事業名   ① 「ＤＯＮ舞フェスタ青少年健全育成よさこいソーランコンテ 

スト～」 

          ②「朝明渓谷キャンプ場におけるカレー作り・清掃活動」 

 ③「地域子どもと大人のふれあいによる海岸清掃活動」 

   参加者 総計８０７名（小・中・高校生６５７名、少年警察ボランティア 

９０名、警察職員２０名、教職員・老人会等４０名 ） 

（14）滋賀県   

日時・場所 平成２５年４月１日～同年１２月３１日 長浜地区 

    事業名 ① 「地域の伝統と特色を活かした活動」 ②「誘拐防止並びに非行防止

資材の製作、実施」 ③「環境美化活動」 

    参加者 総計２９３名～延べ人員（幼・小・高校生１９９名、、少年警察ボランテ

ィア３３名、警察職員等２２名、教職員・保護者等３９名） 

（15）大阪府 

日時・場所 平成２６年３月１日 大阪市立新東淀中学校内 

    事業名   「地域ふれあい事業（ラグビー教室）」 

    参加者 総計 １６１名（中学生７５名、少年警察ボランティア１６名、地元ボ

ランティア団体２０名、警察職員４１名、教職員・教育委員会等関係者

９名） 

（16）島根県 

日時・場所 平成２５年７月３０日～同年８月１６日 ２地区（隠岐郡西ノ島町
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浦郷、仁多郡奥出雲町三沢）  

    事業名 伝統文化継承活動「シャーラ船流し体験」、「郷土愛を培う 蕎麦蒔き・

蕎麦打ち体験」 

 参加者 総計３２２名（園児・小・中学生１７６名、少年警察ボランティア１２

名、警察職員１９名、学校職員・PTA５０名、その他関係者６５名） 

（17）岡山県 

    日時・場所 平成２５年４月１日～同年１２月２日 小田地区 

    事業名 「国指定重要無形民俗文化財「備中神楽」の継承活動」 

    参加者 総計２３名（園児・小・中学生７名、少年警察ボランティア７名、警察

職員１名、保護者８名） 

（18）山口県 

日時・場所 平成２５年７月１日～平成２６年１月１６日 下関地区 

    事業名 「木彫りコンクールとネイチャーゲーム（自然体験活動）」 

    参加者 総計 １３４名（園児・小・中・高校生７６名、少年警察ボランティア３

９名、警察職員５名、保護者７名、その他７名） 

（19）徳島県 

日時・場所 平成２６年１月１１日～同年１月１８日 ３地区（県央、西部、南

部） 

    事業名 「自立支援料理教室」 

    参加者 総計 ４８名～延べ人員（児童養護施設入園少年２３名、少年警察ボラン

ティア７名、警察職員・児童養護施設職員等１８名） 

（20）高知県 

    日時・場所 平成２５年１０月２６日 高知地区 

   事業名 ① 「第２２回高知地区防犯少年剣道錬成大会」 

       ② 「自転車盗難防止モデル校による防犯パフォーマンス「迷子の自転

車さん」製作発表」 

  参加者 総計３００名（小学生９９名、少年警察ボランティア３４名、警察職員

１０名、保護者１００名、その他関係者等５７名） 

（21）福岡県 

    日時・場所 平成２５年９月２９日  田川市「田川市総合体育館」 

    事業名 「第５回田川地区青少年健全育成剣道大会」 

    参加者 総計３１０名（小･中･高校生９７名、少年警察ボランティア５３名、警

察職員１５名、保護者・関係団体等１４５名） 

（22）佐賀県 

   日時・場所 平成２５年１１月２４日 諸富地区 

    事業名 「地場産業体験等を通しての地域との交流」 
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    参加者 総計 ６９名（非行歴等を有する少年等１７名、保護者３名、学生少年

サポーター９名、少年警察ボランティア９名、警察職員２１名､その他関

係者等１０名） 

（23）熊本県 

    日時・場所 平成２５年５月１０日 八代地区 

    事業名 「「いっそでウォーク」～少年の非行防止・健全育成標語募集、街頭啓発

行進」 

参加者 総計８３７名（小・中・高校生７８３名、少年警察ボランティア１６名、

ＰＴＡ・教職員等３０名、警察職員８名） 

（24）大分県 

日時・場所 平成２５年４月１日～平成２６年３月１１日 ２地区（大分南、佐

伯） 

    事業名 ① 「挟間中学校マナーアップ活動」 

        ② 「鶴谷中学校マナーアップ活動」 

    参加者 総計１，７５１名～延べ人員（中学生１，１６７名、少年警察ボランテ

ィア２３３名、ＰＴＡ・教職員等７７名、その他のボランティア２５０

名、警察職員２４名） 

（25）宮崎県 

    日時・場所 平成２５年８月１０日 ３地区（延岡、日向、西臼杵） 

    事業名 「宮崎県北部地区児童・生徒等による地引き網体験、海岸清掃活動」 

参加者 総計６３名（中学生２４名、少年警察ボランティア２０名、学校教職員

７名、警察職員１２名） 

（26）鹿児島県 

    日時・場所 平成２５年１２月１５日 鹿児島南署地区 

    事業名 「地域とのふれあい，地域の伝統文化継承活動」 

参加者 総計４９０名（小学生４００名、少年警察ボランティア１４名、ＰＴＡ・

教職員等７０名、警察職員６名） 

 

３  農業体験を通じた立ち直り支援活動の推進 

【ホームページ及びみちびき１３４号に掲載】 

 

少年の立ち直り支援を効果的に推進するためには、少年が継続的に活動できる場が必 

要であり、農作物等の栽培には、ひとつの物事に継続的に取り組むことによる忍耐力等 

の向上、これらの経験を通じた将来の就労に向けた意欲の向上、情操面における教育的 

効果等が期待できることから農作業を少年の立ち直り支援の場としょうとするもので 

ある。 
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   農業体験を通じての立ち直り支援活動は、これまでも各都道府県警察において行われ 

てきたが、これらの活動においては、農作業の指導、農地の管理、少年たちとの人間的

なふれあいや生活面での指導等少年警察ボランティアの果たす役割は大きいことから、

これら活動を少年警察ボランティアの事業として行っている。 

本年度は、(公財)ＪＫＡの助成を受けて全少協と県少協との共催で、次の３０都道府 

県で実施をした。なお、実施内容の詳細は、別紙２（p５３～p８２）のとおりである。 

（１）北海道 

日時・場所 平成２５年５月～同年１０月 北海道警察管内の５地区方面管内（８

か所）    

    事業名   「農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

    参加者 総計６０７名～延べ人員（対象少年１６１名、少年警察ボランティア・

大学生ボランティア１５８名、警察職員等ほか関係者２８８名） 

 （２）宮城県 

   日時・場所 平成２５年９月３日～同年１１月３０日 ３地区（仙台東・塩釜・

白石） 

    事業名   「野菜作りによる農作業体験を通じた立ち直り支援活動」 

    参加者 総計６９名～延べ人員（対象少年６名、大学生ボランティア等１０名、

警察職員等５３名） 

（３）秋田県 

日時・場所 平成２５年４月４日～同年１１月２日 ３地区（チャイルド・ファ

ーム、渚ファーム、サンサンファーム） 

    事業名   「農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

    参加者 総計１７０名～延べ人員（対象少年２１名、少年警察ボランティア６８

名、警察職員等７３名、その他関係者等８名） 

（４）東京都 

   日時・場所 平成２５年４月２０日～同年１２月１４日 ３地区４か所（練馬・

練馬・足立・立川） 

    事業名   「農業体験を通じた立ち直り支援活動」（さつまいも、とうもろこし

等栽培） 

① 富岡農園（さつまいも栽培）、② 小島農園（さつまいも栽培） 

③ 浅香農園（さつまいも栽培）④ 山下農園（とうもろこし、大 

根等栽培） 

      参加者 総計１３５名（対象少年１０４名、少年警察ボランティア２３名、警察

職員・関係機関・保護者等８名） 

（５）茨城県 

日時・場所 平成２５年５月２６日～平成２６年２月１日 水戸市地区 

事業名   「農業体験及び料理教室活動」 
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   参加者 総計７４名～延べ人員（対象少年２２名、少年警察ボランティア１１名、 

大学生サポーター８名、警察職員１９名、講師・保護者・農業指導員等

１４名） 

（６）栃木県 

日時・場所 平成２５年５月１９日～同年１２月１４日 峰町地区ほか１地区 

    事業名    「農業体験を通じた非行少年の立ち直り支援活動」    

    参加者 総計１９１名～延べ人員（対象少年３１名、少年警察ボランティア４６

名、警察職員７３名、市職員・教諭・保護者・農業アドバイザー等４１

名） 

（７）群馬県 

    日時・場所 平成２５年５月２５日～同年１０月１２日 太田地区ほか１カ所 

    事業名   「野菜作り（さつまいも及びとうもろこし）による農業体験を通じ 

た立ち直り支援活動」 

    参加者 総計２０５名～延べ人員（対象少年４６名、少年警察ボランティア９６

名、警察職員４７名、施設職員・保護者等１６名） 

 （８）埼玉県 

    日時・場所 平成２５年７月２２日～同年１２月１５日 さいたま市「ファーム・

インさぎ山」 

    事業名  「農業体験を通じたスクール・サポーター派遣校への立ち直り支援活 

動」 

    参加者 総計５７名～延べ人員（対象少年２０名、少年警察ボランティア２２名、

警察職員・教職員・ＰＴＡ等１５名）  

（９）千葉県 

日時・場所 平成２５年４月１日～同年１１月３日 ３地区（印西警察署・市原

市・匝瑳市八日市場） 

    事業名  「農業を通じた立ち直り支援活動」 

    参加者 総計３２８～名延べ人員（支援少年６８名、少年警察ボランティア等 

１０７名、警察職員等１４１名、その他関係者１２名） 

（10）山梨県 

    日時・場所 平成２５年５月１１日～同年１０月２０日 ３地区（富士吉田署・

南甲府署・韮崎） 

    事業名  「農業体験をによる少年の居場所づくり活動」 

    参加者 総計１１３名～延べ人員（対象少年２５名、少年警察ボランティア２４

名、警察職員等６４名） 

（11）長野県 

日時・場所 平成２５年６月４日～同年１１月２３日 ４地区（北信、東信、南
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信、中信） 

    事業名   「農業体験を通じた立ち直り支援活動（稲作・野菜） 

     参加者 総計１７８名（対象少年２４名、少年警察ボランティア７４名、警察職員

８０名） 

（12）静岡県 

日時・場所 平成２５年４月４日～平成２６年２月１２日 沼津市地区 

    事業名   「農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

    参加者 総計４８名（対象少年５名、少年警察ボランティア２３名、警察職員等

１１名、家族等９名） 

（13）富山県 

日時・場所 平成２５年６月１０日～同年８月２６日 ６地区（魚津・富山中央・

富山西・射水・高岡・砺波） 

    事業名   「農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

    参加者 総計１４１名（対象少年３０名、少年警察ボランティア７５名、警察職

員等２２名、その他関係者１４名） 

（14）岐阜県 

    日時・場所 平成２５年４月１７日～同年１１月２４日 安八町西結地内「水田」 

    事業名     「農業による少年の居場所づくり活動『大安 DASH 村～米土（マイ

ンド）ファーム「はぐくむ」～』」 

    参加者 総計２３６名（対象少年３０名、少年警察ボランティア７９名、警 

察職員７３名、教職員等３５名、その他関係者１９名） 

 （15）愛知県 

日時・場所 平成２５年４月１日～同年１２月２１日 ８地区（①蟹江町、②春

日井市、③一宮市、④岡崎市、⑤美浜町、⑥東海市、⑦豊橋市植田

町、⑧豊田市船渡町） 

    事業名   「農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

～「愛知コノハファームズプロジェクト」～ 

    参加者 総計８５７名～延べ人員（対象少年等１７８名、少年警察ボランティア

１４９名、警察職員等２５４名、関係機関・保護者等２７６名） 

（16）三重県 

日時・場所 平成２５年５月２５日～同年１２月１５日 松坂市小阿坂町地区 

「みんなの農園」 

 事業名     「みんなの農園みえ‘１３ Ｙｏｕｔｈ Ｆａｒｍ ｉｎ ｍｉｅ

‘１３～『ふれあいアグリ教室』～」 

   参加者 総計１７７名～延べ人員（対象少年４９名、少年警察ボランティア関係

機関６０名、警察職員６８名） 
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（17）京都府 

    日時・場所 平成２５年５月１９日～同年１２月１４日 ２地区（舞鶴市～「永

田田園」、福知山「蘆田農園」） 

    事業名    「京都府北部における農業体験支援活動」 

    参加者 総計６７名（対象少年１５名、少年警察ボランティア１２名、警察職員・

その他関係者等４０名） 

（18）大阪府   

日時・場所 平成２５年６月２３日～同年１２月２６日 泉州地区 

    事業名    「高校生ボランティア（KEYS）と連携した農業体験活動」 

    参加者 総計１４０名～延べ人員（対象少年４６名、少年警察ボランティア２０

名、高校生ボランティア１９名、警察職員等３１名、教職員・保護者・

行政機関２４名） 

（19）兵庫県 

日時・場所 平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日 

神戸中央少年サポートセンターほか９地区 

    事業名    「少年サポートセンター等学習農園における立ち直り支援活動」 

    参加者 総計６１名（対象少年４６名、少年警察ボランテ５名、警察職員５名、

教職員・教育委員会・家族等５名） 

（20）奈良県 

    日時・場所 平成２５年５月１８日～平成２６年１月１２日 天理市岩室町地区 

    事業名     「農業体験等を通じた立ち直り支援活動」 

    参加者 総計３３６名～延べ人員（対象少年４２名、少年警察ボランティア 

１３３名、警察職員１２２名、保護観察官・教育委員会・教職員・ＰＴ

Ａ等３９名） 

（21）島根県 

    日時・場所 平成２５年９月２５日～平成２６年２月１４日 松江地区「たんぽ

ぽ農園事業」ほか４地区 

    事業名    「島根県少年補導委員連絡協議会健やかファーム事業」 

    参加者 総計７１名（対象少年１０名、少年警察ボランティア２４名、警察職員

１８名、関係機関等１１名、保護者等８名） 

（22）岡山県 

    日時・場所 平成２５年４月１日～同年２月１７日 岡山市内２地区４か所 

    事業名     「農作物の栽培・収穫等の農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

    参加者 総計２９名（対象少年１０名、少年警察ボランティア９名、警察職員９

名、保護者１名） 
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（23）広島県 

    日時・場所 平成２５年６月９日～同年１０月１４日 広島市安佐北区地区 

    事業名     「農業体験及び料理体験、野外体験活動」 

    参加者 総計１３３名～延べ人員（対象少年４１名、少年警察ボランティア５５

名、警察職員９名、教職員・ＰＴＡ・報道関係者等２８名） 

（24）徳島県 

    日時・場所 平成２５年６月１２日～同年１２月１１日 徳島県立徳島学院（児

童自立支援施設）施設内 

    事業名     「農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

    参加者 総計１８１名～延べ人員（対象少年３５名、少年警察ボランティア４８

名、関係機関６５名、警察職員３３名） 

（25）香川県 

    日時・場所 平成２５年１０月１３日～同年１１月１７日 小豆島「小豆島農園」 

   事業名  「農業体験オリーブ収穫活動」 

    参加者 総計６７名（対象少年７名、少年警察ボランティア１４名、警察職員 

２５名、保護者２１名） 

（26）福岡県 

    日時・場所 平成２５年４月１日～同年６月８日 北九州市門司区地区２か所 

    事業名     「農業体験を通じた立ち直り支援活動～米ドリーム事業」 

    参加者 総計５５名（対象少年１０名、少年警察ボランティア２２名、警察職員

１０名、その他関係機関等１３名） 

（27）長崎県 

    日時・場所 平成２５年６月１５日～同年１２月１４日 長与町地区「山崎農場」 

    事業名    「農業体験を通じた立ち直り支援活動（みんなのわくわく農園）」（さ

つまいも・みかん） 

    参加者 総計６３名（対象少年１１名、少年警察ボランティア３１名、警察職員

等２１名） 

（28）大分県 

   日時・場所 平成２５年５月１日～平成２６年２月１５日 大分市三佐地区｢こん

ぱす農園｣ 

    事業名  「農業体験こんぱす活動」 

    参加者 総計３８名～延べ人員（対象少年１３名、保護者等５名、少年警察ボラ

ンティア１４名、警察職員・関係者６名） 

（29）鹿児島県 

    日時・場所 平成２５年６月～同年１２月１４日 鹿屋市地区 

    事業名   「農業体験を通じた立ち直り支援活動」（稲作） 
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参加者 総計２８４名～延べ人員（対象少年３名、学校関係者等４０名、少年警

察ボランティア５名、警察職員２１名、その他の関係者２１５名） 

（30）沖縄県 

    日時・場所 平成２５年１０月２５日～２６年２月２３日 豊見城市地区「友愛

フレンド農園」 

    事業名   「｢友愛フレンド農園｣での農業体験活動～目指せ未来の農業リーダ 

ー」 

参加者 総計３７０名～延べ人員（対象少年１６４名、少年警察ボランティア 

４５名、警察職員等７５名、教職員等８６名） 

 

４ 健全育成資料の作成  

【ホームページ及びみちびき 134 号に掲載】 

 

少年警察ボランティアや少年補導職員等警察職員が、小中学生や保護者等を対象に 

行う「非行防止教室」等で、少年の非行や被害の防止等について講話等を行う場合に、 

参加者に配布する教材として活用している『健全育成ハンドブック 安全と遊びのル 

ール（小学生用）』を６万５千部、『健全育成ハンドブック あなたの明日のために～も 

う一度考えよう～（中学生用）』を６万５千部の計１３万部を、一般財団法人日本宝くじ 

協会の助成を請けて作成し、そのうち各５万５千部 計１１万部を、都道府県警察、 

県少協、県防連、関係機関・団体、全国の図書館及び全国の小・中学校 

に無償配布したほか、残部を有償頒布した。 

 

５ 第２２回全国小学生作文コンクールの実施 

【ホームページ及びみちびき 133号に掲載】 

 

コンクール参加の小学生本人だけでなく、関係する小学校や保護者などにもひろく、 

犯罪、事故、安全、防犯等について認識を深めてもらうことを目的として、全少協、 

（公財）日工組社会安全財団及び読売新聞社の三者の共催で、内閣府、警察庁及び文 

部科学省の後援、（公社）日本青年会議所、（公社）日本ＰＴＡ全国協議会、（公財）全 

国防犯協会連合会の協力、セントラル警備保障株式会社の協賛により、毎年度『わた 

したちのまちのおまわりさん』作文コンクールを実施している。平成２５年度は、６ 

月１３日に読売新聞全国版に実施広告、９月６日に作文募集の締め切りで行い、応募 

総数は、低学年の部３，３１３点、高学年の部４，３７２点の合計７，６８５点に及 

んだ。 

    特別審査員髙田万由子氏ほか５名の審査員による審査を行い、平成２５年１２月 

１１日（火）読売新聞全国版に優秀賞以上の受賞者４２名を発表、同月１４日（土）、
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東京・グランドアーク半蔵門で表彰を行った。 

受賞者は、以下の各氏である。 

◇ 内閣総理大臣賞 

低学年の部 黒田   乙（徳島県・小学２年生） 

高学年の部 大須賀 虹望（東京都・小学６年生）  

  ◇ 国務大臣・国家公安委員会委員長賞 

低学年の部 相原  潤（広島県・小学１年生） 

高学年の部 米澤 陽菜（徳島県・小学４年生） 

  ◇ 警察庁長官賞 

低学年の部 大久保 妃華（熊本県・小学３年生） 

高学年の部 平田  育（沖縄県・小学４年生） 

◇ 読売新聞社賞 

低学年の部 三河 真実（徳島県・小学２年生） 

高学年の部 稲垣 颯一郎（福島県・小学６年生） 

  ◇ 日工組社会安全財団賞 

低学年の部 真鍋 菜乃美（香川県・小学３年生） 

高学年の部 金森 由恕（島根県・小学６年生） 

  ◇ 全国少年警察ボランティア協会賞 

低学年の部 矢田 海侑（兵庫県・小学１年生） 

高学年の部 戸津井 尚杜（和歌山県・小学６年生） 

◇ 審査員特別賞 

低学年の部 片山 優太（和歌山県・小学１年生） 

高学年の部 多田羅 愛（香川県・小学４年生） 

  ◇ 優秀賞 

低学年の部 水口 直子（東京都・小学１年生） 

北風 嘉威（千葉県・小学３年生） 

坂本 紫月（福島県・小学３年生） 

松山 さくら（兵庫県・小学２年生） 

小磯 宥比奈（栃木県・小学２年生） 

斉藤 裕太（群馬県・小学２年生） 

飯干 和奏（奈良県・小学３年生） 

増田 瑞帆（奈良県・小学３年生） 

矢田部 翔瑠（神奈川県・小学２年生） 

竹迫 結香（埼玉県・小学２年生） 

村上 優樹（兵庫県・小学３年生） 

山口  結（兵庫県・小学１年生） 
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阿部 姫奈（栃木県・小学１年生） 

淺沼 和希（埼玉県・小学３年生） 

高学年の部 萩野 和花（兵庫県・小学４年生） 

香山 脩太（福岡県・小学５年生） 

川添 真理子（埼玉県・小学６年生） 

山野井 楓（埼玉県・小学６年生） 

稲川 雄馬（茨城県・小学６年生） 

浦  貫介（和歌山県・小学５年生） 

倉橋 宙史（兵庫県・小学４年生） 

恩田 日菜子（岐阜県・小学４年生） 

戸崎 有理（栃木県・小学５年生） 

石井 夕稀（新潟県・小学５年生） 

ジェームス・アンドリュー（茨城県・小学４年生） 

桑野 夏希（茨城県・小学４年生） 

大西 真生（千葉県・小学６年生） 

小林 歩実（兵庫県・小学６年生） 

   なお、本コンクールの受賞者４２名の作文を収録した図書『わたしたちのまちの

おまわりさん㉒』を、平成２６年２月に発行し、（公財）日工組社会安全財団から

受賞者並びに学校に贈呈されたほか、各都道府県警察及び関係機関等に無償配布さ

れた。 

 

６ インターネット利用による少年サポート活動の実施 

【ホームページに掲載】 

 

（１）少年サポート活動の実施 

インターネット上に氾濫する少年非行を助長し健全な育成を阻害する有害情報か 

ら、少年たちを保護することを目的として、全少協が開設運用するホームページを 

利用し、サイバー・ボランティアがパソコンからホットラインで、サイト開設者に 

対する自粛要請、有害情報に関わっている少年たちへの声かけ・補導・相談等の活 

動を実施した。 

平成２５年４月１日～同２６年３月３１日までの活動結果は、 

内容   児童宛メール送付   ２２，１１５件 

      少年相談           １９件 

であった。 

（２）実務研修の実施 

  「ホットライン従事者実技研修会」を、平成２５年６月２８日（金）福岡市博
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多区：ＴＫＰガーデンシティ博多で実施した。この研修会は「インターネット利

用による少年サポート活動」（ホットライン活動）に従事するサイバーボランテ

ィアに指定された少年警察ボランティアを対象に、具体的な活動要領などについ

て実地研修を行い、本活動に対する認識を深めてもらうと同時に、自信をもって

活動にあたってもらうように行われたもので、四国・九州管区内のホットライン

活動指定員２２名が参加した。 

   活動要領実技では、松浦眞紀子氏、栗田利広氏（以上神奈川県）、今田誠人氏

（静岡県）、大西通夫氏（愛媛県）の４名の少年警察ボランティアが実技指導に

あたった。参加者一人ひとりに用意されたパソコンを前に、各自のＩＤ番号、ア

ドレス等を利用して、ネットパトロールによるホットライン活動の実地研修を行

った。 

 

７ 少年の非行防止活動に関する広報活動の実施 

【ホームページに掲載】 

 

   少年の非行防止や健全育成、そのための活動等について、社会に周知し、人々の理 

解を深めてもらうため、全少協のホームページ、広報用資料等を用いて広報を実施し 

た。ホームページの内容を逐次更新し、情報定期用の充実を図るほか、広報用資料の 

作成と改訂に努めた。 

 内容は、全少協の事業概要と情報公開、あゆみ、主催事業、県少協との共催事業（地 

域ふれあい事業、地域カンファレンス）及び発行する出版物（健全育成資料等）、ネッ 

ト利用サポート活動、顕彰、全国の主な少年相談電話「ヤングテレホンコーナー」、少 

年非行等の概要、寄付のお願い、賛助会員の募集、その他となっている。 

 なお、全少協の定款、役員等の報酬の支給及び費用の支弁に関する規程、掲示板の 

ほかに、平成２１年度から平成２５年度までの事業計画、収支予算書、事業報告、計 

算書類、議事録、決議文及び、平成２６年度事業計画、同収支予算書も紹介している。 

また、「国と特に密接な関係がある」公益法人に【該当しない】旨の公表をしている。 

◇ アドレスは、【http://zenshokyo.ecs.or.jp/ 】 

 

８ 少年の非行防止及び健全育成に関する調査研究 

【ホームページに掲載】 

 

少年の非行防止及び健全育成のための活動に資するため、少年警察ボランティア活 

動の実施状況等について調査を実施するものである。 

   本年度は、少年警察ボランティアの地域における立ち直り支援活動実施の状況につ 

いて調査を行った。 
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９ ボランティアの活性化と裾野拡大のための施策の推進 

 

（１） 少年警察学生ボランティア活動の充実強化 

ア  少年警察学生ボランティア研修会の開催 

【ホームページ及びみちびき 132号に掲載】 

 

大学生等で少年警察学生ボランティアとして、委嘱された者は全国で１，１４

６名、登録された者は２，３００名、併せて３，４４６名に及んでをおり、これ 

らの者の理解の深化と意識の高揚を図るため、東日本地区と西日本地区で交互 

に隔年で、合同研修を行っている。 

本年度の「全国少年警察学生ボランティア研修会」は、（公財）日工組社会安 

     全財団の助成を受け、平成２５年９月４日（水）東京・グランドアーク半蔵門 

において開催した。 

今回の研修会には、北海道、東北、関東及び中部の東日本地区２４都道県の 

大学院生を含む５８大学の学生９８名及び教職員のほか、警察関係職員等で合 

計１４０名が参加した。 

その内容は以下のとおりである。 

      ✩ 研修次第（敬称略） 

①  開会あいさつ 山田 晋作 （公社）全国少年警察ボランティア協会理事長 

② 来賓あいさつ 藤村 博之 警察庁生活安全局少年課長 

③  講 演 「少年のために今、何をすべきか」 

神奈川県警察本部生活安全部少年育成課少年相談・保護センター 

 課長補佐 西谷 晴美 氏  

④ パネルディスカッション 

「大学生として少年警察ボランティアに参加する意義 

～大学生として、今、何ができるか～」 

  コーディネーター  野口 京子 氏 文化学園大学現代文化学部教授 

 パネリスト     杉沢 知彦 氏 札幌国際大学（北海道） 

              小野 夏実 氏 岩手大学（岩手県） 

                伊東賢太郞  氏  日本大学（福島県） 

           砂塚 絵梨 氏  日本大学（埼玉県） 

                    古木 綾乃 氏  新潟医療福祉大学（新潟県） 

              田中 裕理 氏 愛知教育大学（愛知県） 

     ディスカッション 

  コーディネーターまとめ 

⑤ 閉会あいさつ   
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 瀧栁 嘉市（公社）全国少年警察ボランティア協会副理事長 

    イ 少年警察学生ボランティアの学習支援の推進 

         学生ボランティアが行っている、立ち直り支援対象少年等への学習支援活動 

には、少年が復学や進学に対する意欲を持つ契機になり、実際、非行をやめ授 

業に出席し、さらに高校進学を果たすなど高い効果を挙げた。 

ウ  少年警察学生ボランティアの委嘱支援 

全少協では、大学生等を少年警察ボランティアに委嘱している都道府県少協 

が、学生ボランティアを安心して補導活動等に従事させることができるよう、 

「少年警察ボランティア団体総合補償保険」の保険料を負担し支援しているが、 

本年度の支援は、平成２５年４月１日～同２６年３月３１日までに、１道１府 

２０県１，２７０名に対して行った。 

（２） 少年警察ボランティアの認知度の向上と活動の活性化 

     ア 中学校単位での活動強化とＰＴＡ等との連携の推進 

少年警察ボランティアの活動の活性化を図り、あわせてボランティアの裾野 

を拡大させるため、警察庁及び都道府県警察と協力して、「中学校担当制」の 

導入や、学校への訪問活動や挨拶運動、非行防止教室の実施等を行った。 

       また、ＰＴＡ等中学校に関わる各種団体との合同活動を推進することで、少 

年警察ボランティアに対する認知度の向上と、親世代のボランティアの掘り起 

こしを図った。 

イ 少年警察ボランティアの自主活動への推進 

       少年警察ボランティア自身による健全育成活動の活性化を図るため、ボラン 

ティア自らが新規に企画した健全育成活動を推進した。 

ウ 少年警察ボランティア活動への企業参加の推進 

         少年警察ボランティア活動に対する認知度を向上させ、ボランティア活動の 

裾野を拡大させるため、警察庁及び都道府県警察と協力して、地域の事業者等 

に対して、少年警察ボランティアの参加する社会参加活動等、少年の規範意識 

を高める活動を積極的に行った。 

 

第２  研 修 事 業 

 

１ 少年警察ボランティア等の地域カンファレンスの開催 

【ホームページ及びみちびき 132・133・134 号に掲載】 

        

 少年の非行防止や健全育成のための活動は、少年警察ボランティアと警察の少年補 

導職員等が連携して行うことにより効果的な展開が期待できるので、活動について両 

者に共通の理解と認識を持ってもらえるよう、少年補導職員、少年警察ボランティ 
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ア合同の研修を行っている。 

実施に当たっては、少年に関わる問題、少年の非行防止や健全育成のための活動等 

をテーマに、講演、パネルディスカッション、事例研究、実技訓練等を組み合わせ、 

参加者全員が参画できるよう配意して行っている。 

本年度は、全少協と県少協との共催で、次の１５都府県で実施した。 

    実施内容の詳細は、別紙３（p８３～p１０９）のとおりである。 

（１）宮城県 

    日時 平成２５年１１月６日～同年１１月２６日 

場所 県内４会場 ～ ①中央ブロック（名取市）②沿岸ブロック（石巻市） 

③仙北ブロック（栗原市）④仙南ブロック（大河原町）  

参加者 総計２８３名（少年警察ボランティア２４５名、警察職員等３８名） 

（２）秋田県 

 日時 平成２５年９月１２日 

 場所 全県規模（大仙市） 

    参加者 総計２８１名（少年警察ボランティア２５９名、警察職員等２２名） 

 （３）福島県 

日時 平成２５年１１月２０日～同年１２月２日   

場所 県内会場～①会津方部（会津若松市）②県南方部（郡山市）③県北・相馬 

方部（福島市）④いわき方部（いわき市） 

     参加者 総計３４８名（少年警察ボランティア３０３名、警察職員等４５名） 

（４）東京都 

日時 平成２５年１０月２日～平成２６年２月６日   

場所 都内８会場～８少年センター（大森、世田谷、新宿、巣鴨、台東、江戸川、 

立川、八王子） 

     参加者 総計９５２名（少年警察ボランティア８４７名、警察職員等１０５名） 

 （５）神奈川県 

    日時 平成２５年９月１日～平成２６年２月２０日 

場所 県内１０会場～①県西地区（小田原市）②県央（座間市）③川崎地区（川 

崎市）④横浜第三地区（横浜市）⑤相模原地区（相模原市）⑥横浜第 

二地区（横浜市）⑦三浦地区（横須賀市）⑧横浜第一地区（横浜市） 

⑨湘南地区（藤沢市）⑩横浜第四地区（横浜市） 

参加者 総計９３０名（少年警察ボランティア８１８名、警察職員等１１２名） 

（６）山梨県 

日時 平成２５年１２月１０日 

場所 全県規模（甲府市） 

     参加者 総計３３名（少年警察ボランティア２５名、警察職員等８名） 
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（７）長野県 

日時 平成２５年１０月４日及び同年１１月７日   

場所 県内２会場～①中信地区（塩尻市）②北信地区（長野市） 

     参加者 総計３３６名（少年警察ボランティア３００名、警察職員等３６名） 

（８）静岡県 

 日時 平成２５年１１月１２日～平成２６年１月３０日 

場所 県内３会場～①東部地区（清水町）②中部地区（静岡市）③西部地区（袋

井市） 

      参加者 総計３４３名（少年警察ボランティア２７６名、警察職員等６７名） 

（９）京都府 

日時 平成２５年９月７日  

場所 全県規模（京都市） 

     参加者 総計２１０名（少年警察ボランティア１９０名、警察職員等２０名） 

（10）奈良県 

   日時 平成２５年７月２８日 

 場所 全県規模（橿原市） 

     参加者 総計５４４名（少年警察ボランティア４０２名、警察職員等１４２名） 

（11）和歌山県 

 日時 平成２５年１１月２１日及び同年１１月２２日 

 場所 全県規模（白浜町） 

参加者 総計９６名（少年警察ボランティア７３名、警察職員等２３名） 

（12）鳥取県 

 日時 平成２５年１１月６日 

場所 全県規模（湯梨浜町）  

      参加者 総計２０４名（少年警察ボランティア１７０名、警察職員等３４名） 

（13）広島県 

日時 平成２５年１１月９日及び同年１１月１６日   

場所 県内２会場～①東部ブロック（福山市）②西部ブロック（広島市） 

     参加者 総計２８０名（少年警察ボランティア２４１名、警察職員等３９名） 

（14）香川県 

日時 平成２５年１２月４日   

場所 全県規模（高松市） 

     参加者 総計１３０名（少年警察補導員１００名、警察職員等３０名） 

（15）沖縄県 

日時 平成２５年１０月２７日   

場所 全県規模（北谷町） 
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     参加者 総計１７１名（少年警察ボランティア１３５名、警察職員等３６名） 

 

２ 全国少年警察ボランティア・ニューリーダー研修会の実施 

【ホームページ及びみちびき 134 号に掲載】 

 

  全少協では、地域における少年非行の防止や健全育成のための活動を活性化し効果 

的に進めるため、それぞれの地域において、将来指導的立場に立ち、或いは活動の中心 

的な存在としての役割を期待されている少年警察ボランティアを対象として、リーダー 

としての意識を喚起し、必要な知識等を研修させるため、集合研修を実施してきた。 

    本年度は、平成２６年１月２９日（水）東京・グランドアーク半蔵門で、警察庁（生 

活安全局少年課）が、「立ち直り支援ボランティア・リーダーシップ研修会」として、 

この趣旨の研修会を開催したので、全少協はその開催に協力を行った。 

  ◇ あいさつ  藤村 博之  警察庁生活安全局少年課長 

 ◇ 来賓挨拶  山田 晋作 （公社）全国少年警察ボランティア協会理事長 

  ◇ 講 演 

        「心の声を聴いて！！」 

         竹下 宏子 氏（仮名：元継続補導少年） 

         竹下 久美子 氏（仮名：母親） 

  ◇ 活動（体験）事例発表及び意見交換 

  ◇ パネルディスカッション（第１部） 

   コーディネーター 村松 励 氏（専修大学人間科学部心理学科教授） 

① 石川県：太田 治郎 氏（石川県少年補導員連絡協議会副会長） 

    ② 岡山県：今村 恵美子 氏（岡山県岡山西警察署少年警察協助員連絡会） 

    ③ 埼玉県：藤田 春菜 氏（埼玉県警察学生ボランティア「ピアーズ」） 

    ④ 佐賀県：桑原 宏樹 氏（佐賀県警察本部生活安全部少年課課長補佐） 

◇ パネルディスカッション（第２部） 

  ① ディスカッション 

  ② 質疑応答 

  ③ コーディネーターまとめ  

  ◇ 参加者 少年警察ボランティア             ９４名 

        都道府県少協事務局担当者           ５１名 

        全少協┅山田理事長、瀧栁副理事長、勝俣事務局長ほか２名 

        警察庁┅藤村少年課長、木原少年課課長補佐、澤田少年課係長ほか６名 

          

３ 地域少年警察ボランティア連絡協議会カンファレンスの開催 

【ホームページ及びみちびき 132・134 号に掲載】 

 

少年警察ボランティア活動を活性化し効果的に行うのに資するため、地域少年警察 
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ボランティア連絡協議会（以下「地域少協」と略称する。）が地域少協単位で、管内の

都道府県少年警察ボランティアが参加して、広域研修を行うのを助成するものである。 

        本年度は、次の各地域少協において開催され、講演、事例発表、情報交換、課題協 

議等を行った。 

なお、開催状況の詳細は、別紙４（p１１０～p１１６）のとおりである。 

（１）北海道地域 

◇ 開催日時 平成２５年１１月２３日（土）午後２時００分～午後５時３０分 

◇ 開催場所 釧路市 「釧路市学習センター２階 多目的ホール」 

◇ 開催内容 講演及び研修会 

◇ 参加者 合計 １０１名 

北海道警察釧路方面本部長以下、北海道少年補導員連絡協議会会長、釧路方面 

少年補導員連絡協議会会長・同少年補導員、地域内各道警職員・釧路市教育委 

員会、釧路家庭裁判所、釧路少年鑑別所、公益社団法人全国少年警察ボランテ 

ィア協会事務局長 

（２）関東地域 

 ◇ 開催日時 平成２５年１１月８日（金）午後３時００分～午後５時３０分 

 ◇ 開催場所 新潟市 「新潟東急イン ３階明石」 

 ◇ 開催内容 講演 

 ◇ 参加者 合計 ８０名 

     関東管区地区内都県少年警察ボランティア協会等会長    １０名   

 関東管区警察局広域調整第一課長及び調査官            ２名 

関東管区地区内都県警察本部少年警察ボランティア担当職員 １１名 

          新潟県少年年警察ボランティア連絡協議会各地区会長等     ３５名 

     新潟県警察本部生活安全部少年課長以下                 ２１名 

公益社団法人全国少年警察ボランティア協会理事長      １名 

（３）近畿地域 

 ◇ 開催日時 平成２５年６月７日（金）午後２時００分～午後５時１０分 

 ◇ 開催場所 大阪市 「ホテルプリムローズ大阪」 

 ◇ 開催内容 講演 

 ◇ 参加者 合計 ８９名  

各府県少年警察ボランテイア協議会等会長・少年補導員等  ４６名    

各府県警察本部少年警察ボランテイア担当職員・少年サポートセンター職員 

 ３６名               

管区警察局職員  ７名 

（４）中国地域 

 ◇ 開催日時 平成２５年１１月２３日（土）午後１時００分～午後３時００分 
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 ◇ 開催場所 岡山市 「岡山市民会館大ホール」 

 ◇ 開催内容 事例発表 

 ◇ 参加者 合計 ２５名 

     中国管区警察局広域調整第一課長以下、中国少年補導員連絡協議会会長、地域 

内各府県協議会等会長・少年補導員等、地域内各府県警少年課担当職員・少年 

サポートセンター職員、公益社団法人全国少年警察ボランティア協会理事長  

（５）四国地域 

 ◇ 開催日時 平成２５年７月２６日（金）午後２時３０分～午後４時３０分 

 ◇ 開催場所 松山市 「愛媛県警察本部・１０階大会議室」 

 ◇ 開催内容 講演及び事例発表 

 ◇ 参加者 合計 ６４名 

        四国管区警察局広域調整第一課長以下 ４名   

地域内各県協議会等会長・少年警察ボランティア ５９名 

     公益社団法人全国少年警察ボランティア協会業務課長 １名 

（６）九州地域 

  ◇ 開催日時 平成２５年７月２４日（金）午後２時００分～午後５時５０分 

  ◇ 開催場所 長崎市 「ホテルセントヒル長崎」 

  ◇ 開催内容 講演及び取組・活動状況発表 

  ◇ 参加者 合計 ２５名 

        九州管区警察局広域調整第一課長以下、地域内各県協議会等会長・少年補導員、 

地域連絡協議会職員、地域内各県警少年課担当職員・少年サポートセンター職 

員、佐賀県警少年課長・少年補導員、公益社団法人全国少年警察ボランティア 

協会事務局長 

 

４ 少年警察ボランティア研修教材等の作成 

少年警察ボランティアの研修教材にするための小冊子を作成した。 

   本年度は、少年警察ボランティアの地域における講演・座談会・研修会等に活 

用できる教材・資料を全少協の研究資料として作成し、県少協へ配布に努めた。 

 

第３  顕 彰 事 業 

【ホームページ及びみちびき 131号に掲載】 

 

警察庁及び全少協の各表彰規程に基づき、功労のあった個人及び団体の表彰を行っ 

てきたが、本年度は、平成２５年６月１２日（水）、東京都港区の明治記念館におい 

て表彰式を行い、栄誉金章及び団体表彰を授与した。 

また、栄誉銀章及び栄誉銅章は、県少協の表彰式等において伝達を行った。 
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栄誉金章及び団体表彰の受賞者は、以下のとおりである。 

◇ 少年補導功労者栄誉金章受章者 

（警察庁長官・全少協会長連名表彰） ４７名 

     岡﨑サユリ（北海道・元地区副会長） 鳥居  弘（岩手・地区会員） 

      大久保 妙（宮城県・地区会長）   戸嶋 悦男（秋田県・地区常任委員） 

            若木 義寛（山形県・地区副会長）  矢内 俊一（福島県・県監事） 

  土肥 一夫（東京都・地区会長）   石倉 義雄（東京都・OB会会計）  

 飯泉 喜明（茨城県・県会長）    長谷川隆次（群馬県・地区顧問） 

  藤波 篤郎（埼玉県・地区会長）   酒井佐喜子（千葉県・県副会長） 

野口 俊男（千葉県・地区会員）   松浦眞紀子（神奈川県・元県会長） 

笹川 悦生（新潟県・県監事） 飯田  忠子（山梨県・地区顧問）    

藤塚 義誠（長野県・地区会員）      森田    紀（静岡県・地区会長）  

川越 恒豊（富山県・地区会員）      室谷  時男（石川県・地区理事）  

堀   教訓（愛知県・地区会長）   小林 邦夫（愛知県・地区顧問）     

宮谷 則夫（三重県・地区会長）   大田垣義夫（京都府・地区副会長） 

  島田 幸雄（京都府・地区支部長）  北橋茂登志（大阪府・地区会長） 

  今西 恭夫（大阪府・地区会員）   楠部   徹（大阪府・地区副会長） 

石黒 永剛（兵庫県・地区会長）   平野 昭二（兵庫県・地区理事） 

  中田 昭夫（奈良県・県監事）    橋本 芳廣（奈良県・県副会長） 

名越 隆行（和歌山県・県副会長）   小笹 靖範（鳥取県・地区会員） 

甲本    務（岡山県・栄誉協助員会員）   中祖 信雄（広島県・地区会長）    

廣重 敏男（山口県・地区会長） 西村木美子（愛媛県・地区副支部長） 

  山脇  直（高知県・地区副会長）   池田   一（佐賀県・地区副会長） 

  室原 正英（熊本県・地区会長）      前田 敬治（熊本県・地区副会長） 

  加藤 文明（大分県・地区会員）     岩本 昭八（宮崎県・地区班長）  

  小竹 範夫（鹿児島県・地区会長）  田代ミドリ（鹿児島県・地区副会長） 

安次富幸勝（沖縄県・地区理事） 

◇  少年補導功労団体表彰受賞団体 

（警察庁長官・全少協会長連名表彰） １０団体 

釧路警察署少年補導員連絡協議会阿寒地区少年補導員会 

（北海道・代表 島田 覺） 

最上地区少年補導員連絡会（山形県・代表 平向 岩雄） 

江戸川少年センター少年補導員連絡協議会（東京都・代表 伊藤 久夫） 

新潟東地区少年警察ボランティア連絡協議会（新潟県・代表 一見 恭子） 

磐田警察署少年指導連絡協議会（静岡県・代表 榎本  博） 

東濃西部少年警察ボランティア協議会（岐阜県・代表 佐藤 優美雄） 
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岸和田少年補導員連絡会（大阪府・代表 原 亨） 

高梁警察署少年警察協助員連絡会（岡山県・代表 福本 浩治） 

高知地区少年補導員連絡協議会（高知県・代表 谷 巧） 

 大分南地区少年警察ボランティア協会（大分県・代表 三重野 精二） 

◇ 少年補導功労者栄誉銀章受章者 

       （警察庁長官・全少協会長連名表彰） ９４名 

◇ 少年補導功労者栄誉銅章受章者 

（全少協会長表彰） １８８名 

 

第４  その他の事業 

１ 関係機関・団体が行う以下の各運動に対して、協力を行った。 

（１） 「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（６月：厚生労働省、（公財）麻薬・覚せい剤乱

用防止センター主催） 

（２） 青少年の非行・被害防止全国強調月間（７月：内閣府主唱） 

（３） 第６３回社会を明るくする運動強調月間（７月：法務省主唱） 

（４） 平成２５年度全国地域安全運動（１０月：（公財）全国防犯協会連合会、警察庁

主唱） 

（５） 平成２５年全国暴力追放運動中央大会（１１月：全国暴力追放運動推進センタ

ー、警察庁等主催） 

（６）  平成２５年度子ども・若者育成支援強調月間（１１月：内閣府主唱） 

 

２ 少年警察ボランティア団体総合補償保険への加入促進 

少年警察ボランティアが、その活動に関して、負傷若しくは死亡し、又は他人に損

害を与えた場合の補償のため、少年警察ボランティア団体総合補償保険（引受保険会

社６社、幹事会社／株式会社損害保険ジャパン）への加入を斡旋している。 
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Ｂ 協 会 事 務 等 

 
第１ 会議の開催 

【ホームページ及びみちびき 131・133・134 号に掲載】 

 １ 総 会 

  （１） 平成２５年６月１２日（水）に、東京・明治記念館において、平成２５年度通 

常総会を開催し、正会員である４７都道府県少年警察ボランティア協会等会長 

４７名（うち委任状提出者３名、書面表決１名）が出席して、 

・ 「平成２５年度事業計画の一部変更及び同年度補正予算について」 

  「平成２４年度事業報告及びそれらの附属明細書について」 

  「平成２４年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及 

びそれらの附属明細書並びに財産目録等について」 

  「平成２４年度運営組織及び事業活動の状況の概要並びにこれらに 

関する数値のうち重要なものを記載した書類等について」 

      ・  第５号議案「役員の選任について」 

 

    

            瀧栁嘉市氏 尾形憲二氏 大熊博行氏  

         

続いて 

・ 少年警察ボランティアの構成状況について   

・  平成２５年度上半期の行事予定等について   

・  その他 

 

（２） 平成２５年度臨時総会は、平成２６年３月１９日（水）に東京・グランドアー 

ク半蔵門において開催し、正会員である４７都道府県少年警察ボランティア協会 

等会長４７名（うち書面表決状提出者１０名、委任状提出者２６名）が出席して、 

第１号議案「平成２６年度事業計画について」及び第２号議案「平成２６年度収 

支予算並びに資金調達及び設備投資の見込みについて」を審議して決議承認し、 

第３号議案「平成２６年度公益社団法人全国少年警察ボランティア協会決議につ 

いて」を審議して決議採択した。 

      

（１） 平成２５年５月２８日（火）に東京・グランドアーク半蔵門において、平成２５ 

年度第１回理事会を開催し、理事１５名中１２名及び監事２名が出席して、 

      ・ 「平成２５年度事業計画の一部変更及び同年度補正予算について」 
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  「平成２４年度事業報告及びそれらの附属明細書について」 

  「平成２４年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及 

びそれらの附属明細書並びに財産目録等について」 

  「平成２４年度運営組織及び事業活動の状況の概要並びにこれらに 

関する数値のうち重要なものを記載した書類等について」 

 

          続いて 

     ・ 総会の決議事項（「役員の選任について」）  

  ・ 少年警察ボランティアの構成状況について   

・  平成２５年度上半期の行事予定等について   

・  その他 

 

（２） 平成２５年６月１２日（水）に、東京・明治記念館において、平成２５年度第 

２回理事会を開催し、理事１５名中１５名及び監事２名が出席して、議長から、 

役職選定について、諮ったところ、会長に遠山敦子氏、理事長に山田晋作氏、副 

理事長に持地俊勝氏と瀧栁嘉市氏が、満場一致で選任された。 

（３） 平成２５年度第３回理事会は、平成２５年１０月１１日（金）に東京・グラン 

     ドアーク半蔵門において開催し、理事１５名（うち出席者１２名）及び監事２名 

が出席して、報告事項「平成２５年度上半期の業務実施状況について」及び、協 

議事項「１平成２５年度下半期の業務について」、「２来年度の事業について」、「３ 

その他」を順次、報告し、了承された。 

（４） 平成２５年度第４回理事会は、平成２６年２月２６日（水）に東京・グランド 

アーク半蔵門において開催し、理事１５名（うち出席者１４名）及び監事２名が 

出席して、第１号議案「平成２６度事業計画について」及び第２号議案「平成２ 

６年度収支予算並びに資金調達及び設備投資の見込みについて」を審議して決議 

承認し、第３号議案「平成２６年度公益社団法人全国少年警察ボランティア協会 

決議について」を審議して決議採択した。 

 

第２ 機関紙「みちびき」の発行 

全少協機関紙「みちびき」を、年４回（平成２５年４月に第１３０号、７月に第 

   １３１号、の１０月に第１３２号、平成２６年１月に第１３３号）発行した。 

  各号の発行部数は概ね４万部である。 

 

第３ 協会設立２０周年記念事業 

全少協は、本年、設立２０周年を迎えるに至り、次のような記念行事を行った。 
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１ 貢献団体等に対する顕彰 

   平成２５年６月１２日（水）に、東京・明治記念館において、全少協の事業の推進 

に、長年にわたって貢献された賛助会員３９団体、１個人及び協力団体１団体に対し 

て感謝状を贈呈した。 

２ 意見交換会の開催 

   平成２５年６月１２日（水）に、東京・明治記念館において、平成２５年度通常総 

会に引き続きいて会員、関係者等の参加を得て、意見交換会を行った。 

 ３ 記念誌の発行 

   全少協の組織と事業についての２０年間の推移をまとめた冊子を作成し、会員をは 

じめ関係先にも頒布した。 

 ４ 記念講演会の実施 

   平成２５年１１月１３日（水）に、東京・ニッショーホールにおいて、少年問題シ 

ンポジウム開催の際に、記念講演を行った。 
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別紙１ 

地域ふれあい事業の実施  

 

（１）北海道 

◇ 事業名「少年の居場所づくり（通称“ＪＵＭＰプラン”）事業」 

①少年スポーツ教室、②ふれあいポート（料理教室）、③ボランティ

ア体験事業、④環境美化、⑤その他 

      ◇ 実施内容  

① 少年スポーツ教室事業 

北海道のプロサッカーチーム「コンサドーレ札幌」等の指導者を招致し、 

中学生を対象に基礎的練習を主体とした１日スポーツ教室や指導者との懇 

談会を実施。 

     ②  ふれあいポート（料理教室）事業 

       少年補導員や少年サポートセンター職員等を講師として、少年（継続補導 

少年等）が自宅でも作れる料理の調理実習等を実施。 

③ ボランティア体験事業 

       イベント会場や保育所等において、継続補導少年等が防犯人形劇を上演し 

たり、手作りおもちゃを製作し、保育園児等とのふれあい体験を実施。 

     ④ 環境美化事業 

       塗装業組合等の専門家による指導のもと、少年（中学生、高校生、継続補 

導少年等）が少年補導員等と協力し、公共施設等の落書き消しや清掃活動を 

実施。 

     ⑤ その他の事業 

       各警察署少年補導員連絡協議会が所轄警察署、自治体及び地域住民と連携 

し、農業体験、街頭活動、各種スポーツ大会等の地域事情に応じた事業を展 

開。 

 ◇ 反響効果 

【参加少年】 

・ サッカー以外に通じることもたくさん学べた。      （サッカー教室） 

        ・ エスポラーダの選手や大学生の話を聞いて、本当の友達や仲間の大切さ

がよく分かった。                   （フットサル教室） 

        ・ 児童養護施設で暮らさなければならない子ども達がいることを知って、可

哀想だと思った。子ども達は、本当にみんなかわいかった。  

（ボランティア体験） 

        ・  学校でゴミ拾いがある時は、いつもサボっていた、でも今回は皆と一緒 

に最後まできちんと出来た。                         （環境美化活動）   
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       【少年警察ボランティア】 

          ・ 居場所があれば子ども達が非行に走ることはないと思う。（スポーツ教室） 

          ・ 核家族化が進み、大人数で食事するという経験が少ない子ども達には貴重

な体験になったと思う。                          （料理教室） 

        ・ 少年たちは、一生懸命作業をしており、このような活動をどんどん増やし

ていくと良いと思う。 

【大学生ボランティア】 

・ 初めての参加だったので戸惑ったり緊張してしまい、少年と余り話ができ

なかったけれど貴重な経験となった。             （環境美化） 

・ 少年と同じ目標に向かって一体となって作業が出来たのが良かった。          

（ボランティア体験） 

  （２）青森県 

◇ 事業名 「JUMP チームによる防災林植栽支援活動」          

◇ 実施内容 

  東日本大震災で津波被害を受けた海岸防災林の植え替えをするため、小・中・

高校生で構成される三沢地区の少年非行防止 JUMPチーム員に、防災林の植栽

活動を体験させ、防災林の大切さ、先人からの教訓､後世に伝える責務等につ

いて学び、わずかなことでも復興支援へ関わっていく意識の醸成を図ることを

目的として実施。 

   予めボランティアが用意したポット苗５００個を、５ブロックに分かれた子

どもたちが、保護者、教諭、少年警察ボランティアらと力を合わせて、ポット

苗を自分たちのブロックまで運び、スコップで掘った穴に植え、２０年後のク

ロマツと自分に思いをはせながら土をかぶせる作業を繰り返し、汗だくになり

ながら作業をした。 

    ◇ 反響効果 

       【参加少年】  

・ 大変だったが、未来の震災から自分たちのまちを守ってくれるんだと思

った。 

・ 難しく疲れたけれど将来のために頑張った。 

・ 植栽の大切さを知った。今回の体験をすることが出来て本当に良かった。      

    【少年警察ボランティア】 

・ 皆さんの感想を聞いて、植栽活動を実施して本当に良かった。５００本

のクロマツが皆さんと一緒に成長すると思うと楽しみである。 

【報道の状況】 

         三沢市ケーブルテレビで放映されたほか、６月２４日「デーリー東北」、７

月１８日「東北日報」にそれぞれ記事が掲載された。 
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（３）山形県 

◇ 事業名 「地元産業に関する複合的体験活動」 

「開校“まるもり学校”」 

            ～○ま ○る い食品・山形大学農学部○森 の民・羽黒高校による鶴岡

まるごと体験学習～  

◇ 実施内容 

地産地消食品製造体験や物づくり体験等複合的事業を通じて、少年に地域社

会への関心を高めさせ、地域活動の活性化に資することを目的とした。 

       また、小学生、高校生、大学生及び少年補導員による異世代交流の場を提供

し、少年と地域の人々とのふれあいを深めさせた。 

① 地産地消こんにゃく製造体験学習    

       山形県鶴岡市内羽黒地域において、こんにゃく芋の生産に取り組み、地産

地消のこんにゃく製造を行っている製造会社の協力を得て、こんにゃく製造

の工程を学習し、こんにゃく製造体験学習を実施した。 

       子供達は、凝固剤を入れどろどろした状態の製造途中のこんにゃくの材料

を混ぜる作業や、固まり始めた材料を一つ一つ手のひらで丁寧に丸めて、沸

騰した湯に入れて茹で上げ、こんにゃくを完成させた。 

② オリジナル木製コースター製作体験 

       山形大学農学部では、サークル「森の民」が、地元小学生を対象に、四季

を通じ森林に興味と関心を抱かせようと、植林や木工活動を体験させる自然

体験教室を通年で実施している。 

       今回は、同サークルの協力を得て、森林資源保護についての学習指導を行

った後、杉の木を輪切りにしたものに、どんぐりや松ぼっくり等を飾り付け

る木製コースター作りを実施した。 

       子供達は、大学生の助言を受けながら、松ぼっくりをどこまでも高く積み

上げたり、丁寧に着色したり、資材を工夫して彩りよく飾るなど、自由な発

想で楽しんでいた。 

③ 郷土食学習 

       山形県では、戸外で鍋を囲む秋の風物詩「芋煮会」という伝統行事があり、

高校生が、少年補導員の手ほどきを受けながら郷土食「庄内芋煮」作りに挑

戦し、伝統食文化の継承を図った。 

     ④ オリジナル缶バッジ製作体験 

       創意工夫を凝らす活動として、オリジナル缶バッジの製作体験を実施した。

作業指導は地元の高校生が担い、日ごろの美術部活動で培った作品製作技術

を参加者の前で披露した。 

        所定の用紙にイラストを描き、缶バッジ作成専用器具に用紙と材料をセッ

トし、数回プレスを施すことにより、直径３．８㎝のオリジナル缶バッジが

出来上がった。     

       参加者は、完成したバッジを自分の胸に付けたり、参加者同士で交換した

りして、交流を深めた。 
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⑤ 交流の森作り活動 

       本事業のまとめとして、一日の活動を振り返り、参加者全員から葉を模し

た画用紙に感想を記入してもらい、木を模した大判用紙に同感想用紙を貼付

して、大きな一つの“森”を完成させた。 

     貼付作業をしながら参加者同士が会話を交わして交流を深めた。 

  本事業がこの先も参加者にとって深く心に残る事業となるようにとの願い

を込め、交流の森と参加者の集合写真入りのカレンダー等を作成し送付した。 

◇ 反響効果 

【参加少年】 

         ・ 私はこんにゃく作りで初めてこんにゃく芋を見て、思ったよりも大きく

てびっくりした。 

・ 世界に一つのオリジナルバッジ作りでは、自分が考えたバッジを作るこ

とができて楽しかった。 

・ 地域の皆さんとたくさん交流できて良かった。また皆で何かを作ること

があれば参加したい。 

【ボランティア】 

・ 子供達は、すごく元気でたくさんのパワーをもらった。休憩時間に子供

達と鬼ごっこをしたり、物づくり体験活動を通じて子どもの頃に戻った気

分だった。 

・ 世代を超えて一緒に活動でき、思い出に深く残る楽しい一日となった。 

・ 小春日和の天気の中、多くのことを見たり、聞いたり、触れたりする子

供達の一生懸命の姿を見ることができて大変良かった。 

【保護者】 

・ 普通に生活している中では絶対に出会わないであろう人同士が、こうい

った機会を通じて交流するのは本当に楽しくて、ワクワクすることなんだ

と実感した。 

・ 今回参加した全員が楽しんでいるように見うけられ、普段できないこと

を体験させていただき、たくさんの発見があった。他の学校の子供たちと

関わる良い機会でもあったと思う。 

【報道の状況】 

      １０月１４日、山形放送のニュースで放映されたほか、１０月１７日、２２

日、「荘内日報」、「山形新聞」にそれぞれ記事が掲載された。 

（４）茨城県  

◇ 事業名 「少年による地場産業体験活動及び社会福祉施設の訪問」 

◇ 実施内容    

 ① 地域ふれあい事業「りんご狩りとりんごジャム作り」 

大子地区は、りんごの生産が県内一番であり、観光りんご園は地元の主要

産業となっている。 

りんごジャム作りは､りんご園従業員の指導のもと、りんごの皮むき、スラ

イス、煮詰め、瓶詰めの作業工程で実施され、参加少年の中には慣れた手つ
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きで包丁を使いこなすなどボランティアを驚かせていた。 

作業分担やお互いの手つきなどについて少年同士が声を掛け合う姿や、慣

れない少年にボランティアが包丁の持ち方指導をするなど共同作業ならでは

の和気あいあいぶりであった。 

② 地域ふれあい事業「特別養護老人ホーム訪問」 

少年らはボランティアと共に、事前準備で作成した雑巾を使用して施設内

の部屋の窓ふきなど清掃作業を行った。 

最初は、入所者から声を掛けられても、なかなか反応できない様子であっ

たが、清掃終了後は入所者とも打ち解け合うようになっていた。 

交流会では、手作りのソフトダーツを行い、固かった少年らも次第に表情

も和らいで盛り上がりを見せ、終了時間が来ても名残惜しそうであった。 

◇ 反響効果 

  【参加少年】 

・ 事前準備の雑巾作りでは、「やったことがないのですごく難しかった。」

りんご狩りとホーム訪問では、「ジャムを作ったり、お年寄りとゲームを

したり、貴重な経験を楽しくすることが出来ました。」との感想が寄せら

れた。 

【ボランティア】 

・ 少年らは、雑巾作りでは、やったことがないと言っていたが、一生懸命集

中してやっおり、短時間の内に上達する子もいてやれば出来ると感じた。 

・ 子どもたちの包丁さばきが上手なのに驚いた。一緒に作業を進めているう

ちに段々色々な話をするようになって楽しく出来た。 

【学園の職員】 

・ 雑巾縫いと聞いて生徒達が飽きてしまうのではと心配したが、1 時間以上

集中していたので正直驚いている。生徒達の新しい面を見せてもらった。

このような機会を与えていただき感謝している。 

（５）栃木県  

◇ 事業名「少年と少年指導委員会による各種広報活動及びコスモスの植栽活動」 

◇ 実施内容  

①  宇都宮中央地区 

・ 地域安全広報イベント活動 

防犯について理解を深めてもらうため、地域安全クイズ大会、大声選手

権、ご当地アイドル「とちおとめ２５」による歌の披露を行うとともに、

防犯チラシ・グッズ等を配布して防犯を呼びかけた。 

② 宇都宮南地区 

・ コスモスの植栽活動 
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地域住民とともに横川地区子供とふれあう会に所属する小・中学生が中

心となって、遊歩道にコスモスを植栽し、地域の美化に貢献した。 

      ・ 非行防止等広報活動 

        江川コスモスとふれあう祭り会場において、横川地区子供とふれあう会

の小・中学生とともに、少年非行防止及び乗り物盗被害防止について注意

喚起のための活動を行った。 

     ③ 那珂川地区 

      ・ 地域安全広報イベント活動 

地域安全運動町民大会の会場において、馬頭中央剣道スポーツ少年団と

共に、広報用グッズ（振り込め詐欺撃退プチタオル等）やチラシを配布す

るなどして防犯を呼びかけるとともに、中学校吹奏楽部が演奏会を行い、

地域住民との絆を深めた。 

◇ 反響効果 

【参加児童・生徒】 

・ 最初声を出すのが恥ずかしかったけど、そのうち慣れたら楽しくなった。 

・ やってみてすごく勉強になり面白かった。 

・ 自分達の知らなかったことを、大人たちに伝えるのは面白かった。 

・ 防犯について勉強することが出来て良かった。 

・ コスモスが綺麗に咲いた。お祭りは大成功だと思う。 

・ 思ったより緊張しないで演奏ができたので良かった。 

・ 「偉いね」と褒めてもらったので嬉しかった。また次もやってみたい。 

【保護者・ボランティア等】 

・ 楽しく防犯について学ぶことが出来ました。イベンドに来て良かった。 

・ 「とちおとめ２５」を見に来たが、地域にこのようなボランティアがい

ると言うことを初めて知ることが出来てよかった。 

・ 猛暑のなか、子ども達に喜んでもらえて嬉しい、今後の活動の励みにな

る。 

・ 剣道少年からチラシをもらうと、どんなものを配られたのか興味がわい

てよく読んでみようと思った。 

・ 普段は警察官とともに街頭補導活動を行っているが、こうして子供達と

一緒に活動することで新鮮になれた。 

 （６）群馬県  

◇ 事業名 「外国人学校生を対象にした日本の伝統文化体験」 

◇ 実施内容  

① 和凧作り体験 

赤城凧の会会員の指導により、外国人学校生を対象に、和凧作りを行った。 



35 

 

・ 子ども達の希望や学校職員の意見を聞いて選んだ漢字「夢」「道」「礼」「律」

「優」などが色鮮やかに描かれている四国産和紙を、４本の竹ひごに糊を塗

って貼る作業を行った。 

・ 凧に凧糸を結びつけ、凧の足となるビニール紐付け。 

制作には、赤城凧の会からの説明を警察の国際連絡員が通訳し、グルー

プごと少年警察ボランティアや警察職員が付き添った。 

◇ 反響効果 

【参加生徒】 

・ 凧揚げは楽しかった、もう一度やりたい。 

・ 日本の凧作りは初めてでだった。とても面白くまた、ボランティアの人は 

とても親切だった。 

【報道の状況】 

    １月２７日「上毛新聞」に記事が掲載されたほか、同日、ＦＭラジオ局「Ｆ

Ｍぐんま」で放送された。。 

 （７）埼玉県  

◇ 事業名 「伝統工芸等の伝承体験 川越唐桟の製作体験等」 

◇ 実施内容  

① 川越唐桟の製作体験等 

  川越唐桟手織りの会会員の指導の下、川越唐桟織着物の試着、綿花の種取

作業、糸紡ぎ、機織り等を体験した。 

② 唐桟織りの生地を使用した記念品製作 

手織りの会会員の指導の下、少年ら各々が自らの参加記念品となる川越唐

桟織りの生地を使用したカードケース作りに取り組んで完成させた。 

◇ 反響効果 

【参加児童】 

 ・ 川越唐桟というものがあるということを初めて知った。機織りや種取り

等、初めての体験でとても楽しかった。 

【ボランティア等】 

・ 子供達が川越唐桟を知り、機織り体験まで出来て、本当に良かった。地

元が誇る伝統技術を引き継ぎ、健やかに成長することを望み、今後も見守

っていきたい。 

 （８）千葉県  

◇ 事業名 「千葉のふるさと料理「太巻き寿司」作りを通じたふれあい活動」 

◇ 実施内容  

① 太巻き寿司作り体験 

・ 太巻き寿司作り講師のアグリさんむ松尾支部長による紙芝居を用いた郷
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土料理の歴史学習 

・  太巻き寿司作り（桃の花とパンダの２柄） 

② アトラクション 

千葉県少年警察ボランティア協議会会計牧添豊海氏による「気功」実演   

◇ 反響効果 

【参加児童】 

・ 初めて太巻き寿司をを作ったけれど、きれいに出来て楽しかった。 

・ 細かい作業に苦労したが、思ったより上手に出来た、今度は家族と作りた

い。 

【ボランティア等】 

・ 家族で太巻き寿司を一緒に作るなど、今日の体験を家族とのふれあいの

機会にして欲しい。 

【報道の状況】 

１月２３日「読売新聞」、２月３日「千葉日報」にそれぞれ記事が掲載さ

れた。 

（９）新潟県  

◇ 事業名 「『杉沢の森』における炭づく・火おこし体験活動」 

◇ 実施内容  

        ①  見附地区少年警察ボランティア連絡会長による炭小屋内で少年に写真を示

しての炭づくり行程等の説明。 

    ② 「杉沢の森を守る会」メンバーによる簡易式炭づくり機を使用した炭づく

り体験 

    ③ 炭づくり用原材料（間伐材）作成の作業体験 

    ④ 炭を用いた「火起こし」体験 

    ⑤ 大学生少年サポーターによる、万引きがテーマの紙芝居を用いた非行防止

教室の開催 

◇ 反響効果 

【参加児童】 

      ・ 炭を作るのに時間がかかることが分かった。のこぎりで木を切ることや、

炭の火起こしが大変だった。 

【ボランティア】 

      ・ このような活動を通じて子供達とふれあうことが出来て良かった。また

このような機会を作りたい。 

     【報道の状況】 

    ８月２９日、「みつけ新聞」に記事が掲載された。 
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 （10）富山県  

◇ 事業名「標高差 2900 メートルの恵みを実感」 

        ～そばうち、立山杉の加工・リース・壁掛けつくり～ 

◇ 実施内容   

① 体験活動１（大山農山村交流センター） 

ア 蕎麦うち体験 

  大山そば同好会の指導のもと、蕎麦粉に水を加えながら捏ねて・練って・

伸ばして、大きな蕎麦切り包丁で蕎麦を切るところまで蕎麦うちを体験。 

その後、蕎麦を茹でて会食を実施した。 

イ 富山の森を知る 

富山県森林研究所係員からパワーポイントを使用しながら、富山県の森林 

の現状や今後の問題点などについて、レクチャーを受けた。富山市南部地域 

は山間部や里山隣接地域も多く、常日頃から森林を目にしているが、改めて 

富山県の森について考えることはなかなか機会もなく、子どもたちも真剣な 

まなざしで話を聞いていた。 

② 体験活動２（グリンパルよしみね） 

立山山麓地区活性化施設（グリンパルよしみね）において「焼き絵」、「リ

ース作り」、「湯呑みの絵付け」を体験した。 

「焼き絵」は木の板に、焼き篭手で絵を描くもので、熱い焼き篭手を使う

こともあって、慎重に扱う子どもたちの姿が目についた。 

「リース作り」は、ラベンダーなどのハーブ類を中心とした材料を選びな

がら糊付けし、各々が思い思いのデザインで作成していた。 

「湯呑みの絵付け」は、絵付け用のクレパスを使って、湯呑みに絵を描く

もので、実際に焼き上がった時の色合いの変化や、消えてしまう線について

の注意など指導を受けながら絵を描いていた。  

◇ 反響効果 

【参加児童】 

・ リース作りは花の組み合わせがとても難しかったが楽しかった。 

・ 焼き絵は難しかったけど出来た焼き絵を見て嬉しくなった。 

・ 蕎麦うち体験は、初めてで蕎麦の太さがまちまちだったが自分で作った

ので美味しかった。 

【参加ボランティア・保護者】 

      ・ ３種類も体験出来てよかったが少し時間が足りなかった、自由研究の１

つになった。 

・ 焼き絵体験では、子どもが火傷をするのではと心配したが、とても楽し

そうで良い体験をさせていただいた。 
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・ 子どもたちが真剣に取り組んでいる姿を見ていると教え甲斐がある。 

ます、また機会があったら指導したい。 

【報道の状況】 

・ ８月５日「北日本新聞」、「富山新聞」にそれぞれ記事が掲載された。 

（11）岐阜県  

◇ 事業名 「ＭＳリーダーズ・ＭＳジュニアサミット」 

◇ 実施内容                             

 高校生の自主的な社会参加活動として「Manners（マナーズ）礼儀・作法、

Spirit（スピリット）精神、Leaders（リーダーズ）指導者たち」の頭文字をと

って「ＭＳリーダーズ活動」と提唱し、岐阜県少年警察ボランティア協議会・

警察がその活動を支援している。ＭＳリーダーズ活動に応募した高校生に対し、

地元警察署長名で「ＭＳリーダーズの証」を交付し、高校生らによる「手作り

の非行防止・社会参加・規範意識啓発活動」を支援することにより、高校生の

規範意識の高揚と健全育成を図るもので、平成１４年４月から県内全域の高校

で実施している。 

 本サミットは、４校の高等学校、８校の中学校、朝日大学防犯ボランティア

が一堂に集まり、 

・ 代表校によるＭＳリーダーズ・ＭＳジュニア活動報告 

・ 岐阜県警察本部生活安全部少年課少年サポートセンター職員による講話 

を行った。 

◇ 反響効果 

 【参加少年】 

  ・ 活動報告を聞いて、今後の自分たちの学校でも出来る活動として参考に

したい。 

【少年警察ボランティア等】 

・ 高校生や中学生がボランティア活動等に積極的に取り組むひたむきな姿

は大変嬉しく、また誇りに思う。  

    【報道の状況】 

        ８月８日、「中日新聞」、８月２０日「岐阜新聞」にそれぞれ記事が掲載さ

れた。 

（12）愛知県  

◇ 事業名  「中学生による伝統工芸「草木染」製作体験活動」 

◇ 実施内容  

     ① 本事業の目的 

        伝統工芸である「草木染」を中学生自ら体験することにより、少年を見守

る社会気運の醸成に向けた地域社会の絆の強化を図り、少年の身体的・精神
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的な「地域のよりどころ」を与え、少年の非行防止と健全育成の意識を高揚

させるとともに、少年が地域の人々や少年相互の交流を通じ、コミュニケー

ション能力を身につけさせることを目的とする。 

     ② 「草木染」制作体験活動 

       ２日間にわたって、講師である草木染工房「しかり」代表の柴田氏他３名の 

指導を受けながら「草木染」の制作体験を行った。 

制作体験では、「草木染」の歴史や特徴、制作に当たってのポイント等の

説明が行われ、その後、生徒各人が「浸し染め」の技法を使って、３回にわ

たって染料に浸して、最後には艶やかに染まった布を水で洗うなどの作業工

程を行い、世界に一つしかないオリジナルの「草木染」のハンカチを作り上

げた。 

  ③   清掃活動  

       「草木染」制作体験に合わせて、校区内にある道の駅「藤川宿」及びその

周辺の清掃活動を行い、たばこの吸い殻やペットボトル等のゴミを拾うなど

社会奉仕活動を行った。 

◇ 反響効果 

       【中学生】 

       ・  講師の先生の話を聞いて「草木染」を体験したが、実際にやってみると

最初に思っていたデザインや色と違って、本当に奥の深い、難しいものだ

と判った。 

         ･  特に、さまざまな形のデザインを表現するため、輪ゴムなどで縛ったり、 

色をぼかしたりする行程は、本当に難しいと思った。 

･  世界でひとつしかない自分のデザインと色に染まったハンカチが出来て 

嬉しいし、大切に使おうと思う。 

・ 清掃により、自分たちの住んでいる地域が綺麗になって、清々しい気分

になった。 

      【講師等】 

       ・「草木染」は、奥が深く、実際に出来上がった作品を見てもらえばよく分

かるが、なかなか思うようなデザインや仕上がりにならない。 

       ・ この体験を通じて、少しでも、「草木染」の良さや価値を実感してもら

えば嬉しいし、この中から草木染職人になりたいという生徒が出れば本当

に嬉しい。 

       ･  この活動により、今まで以上に、中学生と地域住民との距離が近くなっ

たような気がする。 

        【報道の状況】 

        １１月３０日「東海愛知新聞」､１２月７日､「中日新聞」にそれぞれ記
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事が掲載された。 

（13）三重県 

    ◇ 事業名 ① 「ＤＯＮ舞フェスタ 青少年健全育成よさこいソーランコンテス

ト～」 

 ②「朝明渓谷キャンプ場におけるカレー作り・清掃活動」 

③「地域の子どもと大人のふれあいによる海岸清掃活動」 

◇  事業内容 

①  ＤＯＮ舞フェスタ「青少年健全育成よさこいソーランコンテスト 

県内の子どもよさこい踊りチームの参加を募ってコンテストを行い、青 

少年の交流と親睦を図った。 

またコンテストを通じて技能の習得と向上を図った。 

◇ 反響効果           

【参加少年】 

・ スペイン村という特別な場所で踊ることが出来る年１回の大きなフェス

ティバルを楽しみに練習を頑張ってきた。 

【ボランティア】 

            ・ 毎年、猛暑で本当に大変であったが、子共達の頑張っている姿を見せて

もらうことで本当にやりがいを感じている。 

・ よさこいチームの子共達から、「毎年このようなイベントを開催して大好  

きなよさこいを踊る機会を与えてくれた地域の皆さんに感謝している。 

【地域住民】 

・ 暑い中、笑顔を絶やさず演舞する姿、チームが一緒になって総踊りする中

で、違うチーム同士の年齢の異なる子共達が手を取り合って演舞する姿に

心を打たれた。 

② 「朝明渓谷キャンプ場におけるカレー作り・清掃活動」 

少年警察ボランティア健全育成活動の活性化及び少年の非行防止と健

全育成を目的として、菰野町の自然の中で行う環境美化活動や野外炊飯

活動を通じて地域社会への関心を高め、人々とのふれあいによって地域

への愛着心を醸成すべく、柔道教室に通う少年らのよびかけ、カレー作

り及び清掃活動を実施した。 

◇ 反響効果 

【参加少年】 

・  またこの行事をやって欲しい。みんなと一緒に料理が出来て楽しかった。

帰ってから、自分の家でカレーを作ることが出来た。 

【ボランティア】 

      ・  子供達と触れあうことが出来て楽しかった。 
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【保護者】 

・ 今回、子供達にとって良い経験になったと思う。 

③ 「地域の子供と大人のふれあいによる海岸清掃活動」 

地域子供と大人のふれあいによる海岸清掃活動は、地域の子供と大人が

参加し、子供達の演武やダンスの披露があった後、参加者全員で千代崎海

水浴場の海岸約１キロに散在する空き缶、ペットボトル、木片など約１時

間にわたり海岸周辺の清掃活動を実施した。 

◇  反響効果 

・  ボランティア活動の実施について、関係機関の三重県鈴鹿建設事務所から

「謝辞」が寄せられるとともに海岸付近の住民からも慰労の声かけを受ける

など好評であった。 

【報道の状況】 

１２月１日「中日新聞」に記事が掲載された。 

 （14）滋賀県 

◇ 事業名 ① 「地域の伝統と特色を活かした活動」 ②「誘拐防止並びに非行

防止資材の製作、実施」 ③「環境美化活動」 

◇ 事業内容  

① 地域の伝統と特色を活かした活動 

・ 竹細工（マイスプーン及びマイ箸）及び竹皮しおりの製作 

   地元地区の真竹を用いて、物質的な喜びよりも、物を作る喜びや達成感

を体験出来るよう実施した。 

   児童とボランティアがグループに分かれ、道具の使い方や手順に試行錯

誤しながら手作りのマイスプーンとマイ箸の製作に取り組んだ。 

 ② 誘拐防止並びに非行防止資材の製作、実施 

・ 地元高校生と協働で、誘拐防止用大型紙芝居の製作 

        高校生とボランティアが協働で、園児向け誘拐防止並びに非行防止用大

型紙芝居製作を実施した。 

        少年警察ボランティアの呼びかけにより、各々異なる高校から集まった

高校生が少年警察ボランティアと意見を交換しながら大型紙芝居の製作に

参画した。 

      ・ 保育園に対する大型紙芝居を用いた誘拐防止教室の実施 

少年警察ボランティアと高校生が協働して製作した大型紙芝居を用いて

誘拐防止教室及び非行防止教室を実施した。 

・ 薬物乱用防止及び非行防止教室の実施 

小学校において、喫煙や飲酒、薬物の害を学んだほか、たばこや薬物を

渡された時、誘われた時の断り方などについてパワーポイントで指導を実
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施した。 

     ③ 環境美化活動 

      ・ 永原小学校児童による山門湿原保全活動の実施 

        「山門水源の森を次世代に引き継ぐ会」の協力のもと、山門湿原の麓で

ある森の楽舎（まなびや）で事前学習を行った後、児童と少年警察ボラン

ティアが珍しい植物や生き物の観察をしたり、台風等で散乱した木の枝等

片付けなど環境整備をした。 

    ◇ 反響効果 

  【参加少年】 

・ 竹細工づくりに参加した児童から、とても難しかったけど最後まで出来

て良かった」「補導員さんと一緒に作業して楽しかった」「手作り感が良か

った」等の感想が聞かれた。 

・ 大型紙芝居製作に参加した高校生は、「このような活動を友達に呼びかけ

て、活動の輪を広げたい」「少しでも自分達のような高校生や中学生の非行

防止や防犯活動の役に立てれば嬉しい」等の感想を述べていた。 

・ 環境美化活動に参加した児童は、「地元にこんな場所があるとは思わなか

った」「疲れたけれど、普段見ることが出来ない生き物が見られて良かった」

等の感想が聞かれた。 

（15）大阪府 

◇ 事業名 「地域ふれあい事業（ラグビー教室）」 

◇ 実施内容  

東淀川地区少年補導員、少年補導協助員及び地域ボランティアらが協力し

て、ラグビー教室を、少年達と地域住民らがこれらの活動を通して、双方の

連帯感を醸成し、地域ぐるみで少年非行防止、立ち直り支援を目的として実

施した。 

① アップ運動と基礎練習 

大阪府警ラグビー部員を先頭にランニング、ストレッチ、基礎トレーニン

グを実施し少年達とふれあいながらアップを行った。その後、４つのグルー

プに分かれラグビー部員の指導を受けながらパス、スクラム等の基礎練習を

行った。 

② ミニ非行防止 

少年係長が少年達にラグビーを通じてミニ非行防止指導を行い、「勇気の大

切さ」と「一人はみんなのために・みんなは一人のために（一つの目標のた

めに）」といった、断る勇気や助け合い、困難を乗り越えることの大切さを実

感させた。 

③ 懇談会 
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ラグビーの練習終了後、少年補導員と保護者会が中心となって、白玉入りの

「特製ぜんざい」を少年達に振る舞われた。 

◇  反響効果 

   【少年】  

    ・「ラグビーが、ますます面白くなってきたので高校に行っても頑張る。 

・ 今キャプテンなので３年になったら教えてもらったことを後輩に伝えた

い。 

・ 寒かったけど、機動隊の人と温かいぜんざいを美味しく食べたのが嬉し

かった。 

【ボランティア】 

  ・ こんなに子供達が生き生きしているのを見ると本当に皆で協力してやっ

て良かった。 

（16） 島根県  

◇ 事業名 「伝統文化継承活動」 

・ 「シャーラ船流し体験」 

・ 「郷土愛を培う「蕎麦蒔き・蕎麦打ち」体験」 

◇ 実施内容   

① 「シャーラ船流し体験」 

西ノ町内の｢シャーラ船｣流しは、今から１００～１５０年前から続く盆送

りの伝統的な行事で、平成１６年には、無形民俗文化財として指定されてい

る。 

行事に使う｢シャーラ船｣は、町内６地区で作成され、特に浦郷地区におい

ては、船の作成段階から地区に居住する中学生が関わり行われてきた。 

本年も地区居住の中学生１４人が、地区ボランティアの指導の下、木や藁

で骨組みや船体を組み、｢シャーラ船｣を完成させた。 

８月１６日の｢シャーラ船流し｣には、作成に関わった中学生が乗り組み盆

送りの行事を終えた。 

◇ 反響効果 

         【参加中学生】 

・ 暑いさなかでの作業だったが、とても良い経験になった。来年も是非

参加したい。 

【ボランティア等】 

・ 就職して都内に出て行っても、盆に帰省した時の楽しみになるのでは

ないか。 

・ シャーラ船の引き船を操縦していた人からは、「隠岐の文化に触れる貴

重な経験だった、また是非協力をしていきたい。」との感想があった。 
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・ 指導者のボランティアからは、「暑い中、子供達はよく頑張っていた。

この子供達が将来、指導者になり、この伝統を引き継いでくれたら嬉し

い。」等の感想があった。 

 ② 郷土愛を培う「蕎麦蒔き・蕎麦打ち」体験 

  ・ 蕎麦作り 

     少年警察ボランティアが、学校、地域ボランティア等の仲介者となって

蕎麦づくりの根回し、企画、準備を行った。 

     ７月１９日から、それぞれの小学校地区単位で、児童と地域の大人が一

緒に蕎麦の種蒔きを行い、その後、水やりなどの世話をしながら１０月に

刈り取りを実施した。 

   ・ 蕎麦打ち 

     蕎麦打ちは、少年警察ボランティアや高齢者クラブのメンバーが指導者

となって、児童との交流を深めながら、郷土食である手打ちの二八蕎麦を

作った。 

   ・ 蕎麦での会食 

      打ち終えた蕎麦をすぐに茹でて、参加者全員で会食を実施した後、校

長先生から、蕎麦を食べる意味について 

    ア （蕎麦は切れることから）１年の終わりに、悪いことを断ち切って良

い年を迎える。 

    イ （蕎麦は細く長いことから）ずっと良い地域であるように願う。 

     との説明があり、更に、｢地域の人とともに活動が出来るということに感

謝しましょう｣との話を聞き、地域の絆の大切さを学んだ。 

        ◇ 反響効果 

         【参加児童】 

・ 蕎麦を切る時大きい包丁で手が切れそうで怖かったけど、細く切れて

よった。 

・ 細く切れたと思ったけど、出来上がったら太くてびっくりした。 

・ ５センチくらいで、これって蕎麦なのかなと思ったけれど、食べたら

蕎麦の味がして感激した。 

・ 小学校に入って毎年、地域の人達と蕎麦づくりが出来て良かった。 

【報道の状況】 

         平成２５年８月１７日、８月１９日、１２月２５日「山陰中央新報」、｢朝

日新聞｣、「山陰中央新報｣にそれぞれ記事が掲載された。 

（17） 岡山県  

◇ 事業名 「国指定重要無形民俗文化財「備中神楽」の継承活動」 

    ◇ 実施内容 
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ア 実施概要 

井原警察署管内少年警察協助員連絡協議会は、１９７９年に国指定重要無

形民俗文化財に指定され郷土芸能として地域に親しまれている｢備中神楽｣の

次世代への継承活動の一環として、｢小田子供神楽｣を発足するなどして備中

神楽の保存に取り組んでいる｢備中神楽矢掛社｣と協働して、地域の子供に神

楽を指導するとともに、その成果を地域の行事や施設を慰問して公演披露し

た。 

こうした活動により、子供と地域の人々とのふれあいが深まるとともに、

少年警察ボランティアの健全育成活動の活性化にも繋がった。 

イ 行事内容 

・ 稽古 

毎週月曜日と金曜日の午後７時から午後９時までの間、｢備中神楽矢掛社｣

の代表の自宅にて少年をはじめ少年警察協助員、保護者等が集まり稽古を

実施。 

      ・ 「備中神楽」公演披露先 

８月４日 小田夏祭り 

８月２４日 悲眼院夏祭り 

８月２５日 ハーモニーやかげ夏祭り 

１０月２７日 郷土・おかやま１２町村フェスティバル 

１１月３日 小田地区文化祭 

以上の会場において少年等は、備中神楽を披露し大きな拍手と声援を受

けた。 

◇ 反響効果 

【参加少年】 

・ みんなに喜んでもらえて嬉しかった。これからも神楽を続けていきたい。 

【ボランティア・保護者】 

・ 子供達の一生懸命取り組む姿や、神楽を舞う姿に頼もしさを感じた。 

【報道の状況】 

        平成２５年９月２日「矢掛ケーブルテレビ」で放映された。 

（18） 山口県  

◇ 事業名 「木彫りコンクールとネイチャーゲーム（自然体験活動）」 

◇ 実施内容  

       ① 目的 

       子供達が、作品の手作りに取り組み、地域の自然環境に積極的に関わること

により、地域とのふれあいを深めさせ、少年の社会性を育ませて、次世代を担

う少年の健全育成を図るため。 
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     ② 木彫りコンクール 

       彫刻刀を利用して創意工夫したデザインの木彫りを制作することにより、中   

学生に手作り作品に取り組む喜びを体感させるとともに、公共施設に作品を展

示し、住民による投票を行って入賞作品を決定した。  

木彫りコンクールは、中学生に刃物の正しい使用方法を分かってもらおう    

と、平成９年に彦島地区少年相談員が主体となって始めたもので、以降毎年    

継続実施している。 

      少年相談員が木彫り板を購入し、夏休み前に彦島中学校と玄洋中学校を訪    

問して両学校長を介して生徒に作品の応募を依頼した。 

       夏休み期間中に生徒が制作した作品は、花や動物など創意工夫した個性あ    

ふれる作品計５０点に及んだ。 

      ③ 秋のネイチャーゲーム 

       指導者（少年相談員）による説明の後、まず初めに、他者への思いやりの    

気持ちを養うことを目的とした、自然界の危険から自分の身を守ることを体    

験するゲームを行った。蜂役になった指導者が子供を追いかけて針を刺    

すパフォーマンスをすると、刺された子供が「助けて」と助けを求め、他の    

子供が協力して救い、お互いが助け合った。 

      次に、チームワークを育てることを目的とした「動物ヒントリレーゲーム」    

を行った。大人と子供の混合チームを作り、生き物のヒントカードから、    

その生き物が何であるかを、想像力を働かせながら協力して答えを出し、早    

さを競い合った。 

      最後に、「紙飛行機とばしっこゲーム」を行い、指導者が子供たちに作り    

方を丁寧に指導しながら協力して紙飛行機を作り、芝生の上で飛ばして遊んだ。 

      ゲーム終了後、昼食交流会を行い、子供たちと一緒に豚汁やおむすびを味  

わい、打ち解けた雰囲気の中で交流を楽しんだ。 

④ 冬のネイチャーゲーム 

参加者は、たき火用の枝を拾い集めながら森の中の会場に集合し、初めに、

指導員（少年相談員）が、物語を通して、なぜ人間が生活の中に火を利用する

ようになったのかについて説明し、続いて拾い集めた枝を利用して焼き芋を作

る準備に取りかかった。 

      焼き芋の出来上がるまでの間、ゲームによる自然体験（ノアの箱舟、宝探し）

を行った。 

「ノアの箱舟」では、他者への思いやりの気持ちを養うことを目的とし、参

加者に生き物の名前が書かれたカードが配られ、その生き物のしぐさや鳴き声

を真似することで自分と同じカードを持つ相手を探した。 

「宝探し」では、森の中を歩きながらギザギザしたものや音のするもの等宝



47 

 

物リストに書かれた自然物を探した。 

      昼食交流会では、たき火で焼いた焼き芋のほかに、野外炊飯で準備した豚汁

を食べながら和やかな雰囲気の中で交流を楽しんだ。 

  昼食後、指導員が珍しい植物について説明し、紙を折って種子の模型を飛    

ばして遊んだ。 

       ◇ 反響効果 

・ 「木彫りコンクール」では、入賞者から「色々な刃の彫刻刀を使って彫り

方を工夫した。」「生き物に見えるように工夫した。」「来年は今年以上の

作品を作りたい。」等と喜びの声を聞くことができた。また、両学校長から

「生徒たちに良い経験をさせてもらった。」等と謝辞があった。 

       中学生に彫刻刀を上手に使って作品を制作する喜びを体感させることがで

き、また、公共施設に作品を展示し、住民の投票により入賞作品を決定する

ことにより、地域との交流を深めることにもつながり、少年の健全育成に大

きな成果を得ることができた。 

     ・ 秋のネイチャーゲームでは、参加した大平学園の子供から「また来てね。」

等の声が聞かれ、学園から「屋外で遊ぶ機会を頂き子供も喜んでいた。夕方

まで紙飛行機を飛ばして遊ぶ子供もいた。」と謝辞があった。 

 ・ 冬のネイチャーゲームでは、参加した子供からは「楽しかった。」、保護

者からは「今日の活動で自然が大好きになったようです。」と喜びの声が聞

かれ、親子のふれあいを深める貴重な体験になった。 

        ネイチャーゲームを通じて、地域の人々と子供とのふれあいを深めること

ができ、また、子供達は楽しく自然界の生き物の特徴や生態を学びながら想

像力や推理力、他者への思いやりの気持ちを育むことができた。 

（19） 徳島県  

◇ 事業名  「自立支援料理教室」 

◇ 実施内容  

① 目的 

県内の児童養護施設から卒院する予定の児童に対して、社会に出て自立す

るために、経済的で栄養価のある食事を自炊できるように、少年警察ボラン

ティア及び警察職員が指導員となって料理教室を行った。 

② 自立支援料理教室 

県内３地区に分割し、近隣の児童養護施設の入所児童及び施設職員を招い

て、経済観念を養うための食材の買い物と「あったかおむすび、具だくさん

味噌汁、豚のしょうが焼き」の調理を実施した。 

③ コミュニケーション・絆づくり 

調理した料理を全員で試食したり、他の班が調理した料理等を味見して食 
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べ比べるなどしてコミュニケーションを図った。 

◇ 反響効果 

  【参加児童】 

・ 初めて買い物をしてきた物を調理し、調理方法を覚えることが出来たり

協力して作ることの楽しさを感じた。 

・ 自分が作った料理をおいしいと言っておかわりしてくれたことが嬉しか

った。 

【ボランティ等】 

・ 児童と共に調理する機会が無かったので良い日になった。 

・ 子供達が一生懸命取り組んでいることに感動した、作業しながらのふれあ

いは最高のコミュニケーションとなった。 

・ 普段見られない児童の顔が見られて嬉しかった。（施設職員） 

（20） 高知県  

◇ 事業名 ① 「第２２回高知地区防犯少年剣道錬成大会」 

         ② 「自転車盗難防止モデル校による防犯パフォーマンス「迷子の

自転車さん」製作発表」 

◇ 実施内容  

① 第２２回高知地区防犯少年剣道錬成大会 

将来を担う青少年の健全育成を目的として「あいさつの大切さ」や「感謝

の心」を学ばせ心身ともに健やかに育成するため、錬成大会は、平成３年か

ら実施し今年度で２２回目を迎えた。 

    ② 自転車盗難防止モデル校による防犯パフォーマンス「迷子の自転車さん」 

制作発表 

 自転車盗難防止モデル校は、平成２２年度に開始され、初年度からモデル校

として４校を指定し、自転車点検、非行防止教室等を各種団体、少年警察ボ

ランティアと共に自転車盗難防止事業として推進してきた。 

 そこで、本大会を機に、大会タイトルにある「防犯」について今一度、深く

考えようとの目的で、新規モデル校として指定した太平洋学園高等学校とタ

イアップし、大会開会セレモニーの場において、高校生及び警察職員で制作

した小学生向け防犯パフォーマンス「迷子の自転車さん」を上演した。 

 このパフォーマンスを通じて、「盗まれない防犯意識」「盗まない規範意識」

を訴えた。 

◇ 反響効果  

 パフォーマンスには、高知地区少年補導員連絡協議会会長、高校生、県警マ                                                                                                                                                                                                                                          

スコット「ポリンくん、ポーリーちゃん」が出演し、大会の場を和ませた。 
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（21） 福岡県  

◇ 事業名 「第５回田川地区青少年健全育成剣道大会」 

    ◇ 実施内容 

      田川警察署少年補導員連絡会の主催で「第５回田川地区青少年健全育成剣道

大会」が開催され、田川警察署管内に住む小・中・高校生と剣道連盟田川支部

員、田川警察署員、少年補導員、保護者等が参加した。 

     ① 開会式 

       剣道、なぎなた、居合道の模範演技の披露 

     ② 剣道試合 

◇ 反響効果 

  【参加少年】 

     ・ 一生懸命戦って気持ちよかった､負けて悔しかったので、来年は必ず勝て

るように頑張る。 

【保護者】 

    ・ 子供達が一生懸命頑張っているのを見て感激した。 

【報道の状況】 

       平成２５年１０月２日「西日本新聞」に掲載された。 

（22） 佐賀県  

◇ 事業名 「地場産業体験等を通しての地域との交流」 

◇ 実施内容   

① 防犯看板製作  

       家具の町として知られる諸富町において、木材を利用した「防犯看板」を

参加少年と少年警察ボランティアが、協力してアイディアを出し合い製作し

た。出来上がった「防犯看板」は公共施設などに贈呈した。 

少年に地場産業についての認識を高めさせ、物を作り上げることの喜びや

達成感、充実感を味あわせるとともに、地域の大人との触れ合いによる心の

拠り所を提供し、更に、少年の奉仕の精神と規範意識の醸成を図った。 

     ② スポーツ交流 

           少年と大人対抗ソフトボール大会を実施した。 

少年チームは、警察官、少年補導員、少年サポートセンターチームと戦い、

真剣勝負で挑んでくる大人に対抗するため、チームワークを高めようと円陣

を組んだり、失敗しても励まし合う様子が見られ、少年の奮闘ぶりに大人の

側が喝采を送るなど、会場全体が一体となり盛り上がりを見せた。 

    ◇ 反響効果 

       【参加少年】 

         ・ 少年たちが、大人と協力して看板製作やスポーツ交流に取り組むことで、
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「自分たちに真剣に向き合ってくれる大人の存在」、「自分らしさを認めて

もらえる安心感」を十分実感したものと認められた。 

        【ボランティア】                      

      ・ 少年補導員の活動の現状は、街頭補導活動が主であったが、様々な悩みや

問題を抱える少年らと直に接し、生の声を聞いたことにより、少年補導員と

しての任務の重要性及び社会全体として少年を見守る気運を高めていくこと

の重要性について再認識することができた。 

（23） 熊本県 

◇ 事業名 「「いっそでウォーク」～少年の非行防止・健全育成標語募集、街頭 

啓発行進」 

◇ 実施内容 

 ① 開会あいさつ 

② 八代市内の小学校、中学校、高等学校の生徒から、少年の非行防止・健全

育成をテーマとした標語を募集し、厳正な審査を行って、優秀作品９点を決

定した。 

③ 少年の非行防止・健全育成について広報啓発を行うため、優秀作品を記載

した横断幕、のぼり旗を作成した。 

④ 本会会員、八代警察署長、学校等警察連絡協議会会長等出席の下、優秀作

品についての、表彰式を開催した。 

     ◇ 反響効果 

          管内の各学校の協力を求め、少年の非行防止、健全育成をテーマとする標語

を募集したところ、数百点を超える応募があり、子どもたちの規範意識を醸成

する良い機会になったと、学校側からも好評であった。 

       【受賞少年】 

         「標語を考えることによって、非行防止の大切さを学んだ」等の感想が寄せら

れた。 

        【保護者】                      

       家庭で、少年非行防止について話し合う良い機会になった。 

【ボランティア】 

しっかりした考えを持っている子供たちが大勢いることが分かって安心した。 

【報道の状況】 

       表彰式当日、地元のテレビ局「彦一テレビ」により表彰式の模様が撮影され、

活動内容について徳田会長が取材を受けた。 

（24） 大分県  

◇ 事業名   「挟間中学校マナーアップ活動」 

       「鶴谷中学校マナーアップ活動」 
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◇ 実施内容 

 ① 「挟間中学校マナーアップ活動」 

由布市立挟間中学校をマナーアップ協力校に指定し、生徒会執行部・生活委

員会で、登校時のあいさつ運動（年間を通じて月初めや毎週月・木曜日）を実

施した。 

また、地域の公共施設（JR向ノ原駅）の清掃活動を実施した。 

自転車販売業者の協力を得て、少年補導員と連携し、自転車通学生の自転

車の整備状況を点検するとともに、防犯登録と鍵かけ広報を行うなどツーロ

ック運動の啓蒙・推進運動を実施した。 

長期休暇（夏・冬休み）前に、PTA 生活指導部と少年補導員にて、校区内

での防犯等の広報活動を実施した。更には、狹間町内で実施される祭典等の

開催時には、教職員・PTA と少年補導員が協働して街頭補導活動を実施した。 

◇ 反響効果 

【参加少年】 

    ・ 清掃活動に参加した少年等は、きれいな駅は見た目にも気持ちも良い。 

・ 早朝から学校の校門等であいさつすることにより、１日が気持ちよく過ご

せて、普段でもあいさつできるようになった。 

【ボランティア・地域住民】 

   ・ あいさつすることによって、生徒の服装や態度も中学生らしくなった。 

・ 駅等にたむろする少年等が減ったと好評であった。 

② 「鶴谷中学校マナーアップ活動」 

マナーアップ協力校に指定している佐伯市立鶴谷中学校に、同地区ボランテ

ィア協会がのぼり旗（交通安全・さわやかあいさついきいき笑顔）等を寄贈し

た。 

また、あいさつ運動を通じて、通学路における交通事故防止や通学時のマナ

ーについての意識の向上啓発を図った。更には、被害少年を生まない社会づく

りのため、夏休み期間中における、生活指導部、PTA、少年補導員等と合同での

街頭補導活動のほか、各種祭典時における街頭補導活動を実施した。また、携

帯電話（スマートフォン）等を含むインターネット利用犯罪防止のための、ネ

ット安全講習会を開催した。 

◇ 反響効果 

【参加少年】 

      ・ 生徒会が中心となって、学校の校門や通学路において、あいさつを始め

たことにより、最初は小さな声であったが次第に普通にあいさつできる

ようになった。 

【ボランティア・地域住民】 



52 

 

     ・ 祭典における街頭補導に従事したボランティアからは、「補導対象の少

年等が少なくなった。」などの感想が述べられた。 

（25） 宮﨑県  

◇ 事業名  「宮崎県北部地区児童・生徒等による地引き網体験・海岸清掃活動」 

◇ 実施内容 

① 児童・生徒による地引き網体験活動  

ア 地引き網の説明 

  地元協力者による地引き網漁法についての説明 

イ 児童・生徒による体験 

  引き網の引き方体験 

 ウ 地引き網による捕獲 

  魚の捕獲 

③ 児童・生徒等による清掃活動 

 ア 参加者一同による清掃（海岸のゴミを回収） 

 イ 回収したゴミの選別作業 

④ 捕れた魚の調理及び試食 

  捕れた魚（ボラ・鯛など）を地元漁業関係者の指導を受けながら刺身用と味

噌汁用に調理するなどの体験及び試食をした。  

◇ 反響効果 

【参加少年】 

     ・ 初めて地引き網を体験し、大変勉強になった。 

【ボランティア】 

   ・ 子どもたちに地元の漁業に関心を持たせることができたことと、保護者と

の会話、そして地域の人々とのふれあいを通じて、子どもたちの活動機会や

居場所を提供することができたことで、本事業の目的が達成されたものと感

じている。 

【学校関係者】 

   ・ 子どもたちが地引き網を体験したり、刺身をつくったりしたことで、地元

の漁業について理解させることができた。 

（26） 鹿児島県  

◇ 事業名 「地域とのふれあい，地域の伝統文化継承活動」 

◇ 実施内容 

  日本古来からの伝統文化である餅つきを子ども達に継承するため実施した。 

事前に餅米１２０㎏を用意し、ボランティアが所有する杵や臼（６組）などを準

備し実施した。 

当日、せいろに入れた餅米を薪を燃やして蒸し、蒸し上がる度に臼に移して、父
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兄やボランティア、児童等が交代して杵で餅米をついた。 

出来上がった餅を手早く児童や父兄が手で丸め、パックに詰める作業などを実施

した。 

◇ 反響効果 

  当日は、冷え込みの厳しい朝であったにも関わらず、開始前から多数の親子連

れが集合し、餅つきの開始を待ち望んでいた。 

  子供達は、餅米が餅になる行程に歓声を上げたり、やや小さい杵を代わる代わ

る手に持ち、餅つき体験をしていた。 

【参加少年】 

    ・ 杵は重たかったけど、杵で餅をつくのは初めての経験でした。 

・ 赤ちゃんの肌のような柔らかい餅が出来上がり、気持ちよかった、また来

年も参加したい。 

【ボランティア】 

     ・ 餅つき体験には、子供達を含めた地域のコミュニケーションを図ることで

成果があった。 
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別紙２ 

農業体験を通じた立ち直り支援活動の推進 

 

（１）北海道 

◇ 事業名「農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

      ◇ 実施内容  

① 〈札幌方面〉２カ所 

サッポロさとらんど農場及び盤渓斜面畑において、農業指導者、大学生ボ

ランティア及び少年補導員指導の下、畑を耕し、じゃがいも、人参、きゅう

り、玉ねぎ、枝豆、ズッキーニ、ミニトマト、サトウキビ等の種まき・栽培・

収穫や来期に向けての畑整理等を実施したほか、同農場で収穫した作物を利

用して料理教室を実施した。 

     ②  〈函館方面〉２カ所 

        函館市亀尾ふれあいの里及び奥山みのる農園において、農業指導者、大学

生ボランティア及び少年補導員指導の下、田植え体験や防犯リンゴ作成のた

め、リンゴの木の袋掛けや文字を浮き上がらせるためのシール添付作業を実

施したほか、防犯リンゴを使用した啓発活動や料理教室を実施した。 

③ 〈旭川方面〉 

        朝野農園において、農業指導者、大学生ボランティア及び少年補導員の指

導の下、畑の耕し、じゃがいも、玉ねぎ、茄子、ピーマン、キャベツ、ミニ

トマト、長ネギ、とうきび等の種まき・栽培・収穫等を実施したほか、同農

場で収穫した作物を利用して料理教室を実施した。 

     ④ 〈釧路方面〉 

        平成１７年から、ひろびろ農園において、農業指導者及び少年補導員の指

導の下、畑を耕し、じゃがいも、ミニトマト、とうきび、ほうれん草等の種

まき・栽培・収穫等を実施したほか、同農場で収穫した作物を利用して料理

教室を実施した。 

     ⑤ 〈北見方面〉２カ所 

       「農業体験の日」と位置付けし、農業指導者及び少年補導員指導の下、畑

を耕し、じゃがいも、ミニトマト、さやえんどう豆、茄子、ピーマン、二十

日大根等の種まき・栽培・収穫等を実施したほか、同農場で収穫した作物を

利用して料理教室を実施した。 

 ◇ 反響効果 

【対象少年】 

・ 暑くて大変だったけれど、大人の人と話しながら作業が出来て楽しかっ 

た。 

          ・ この前植えた種芋が芽を出して大きくなっていて嬉しかった。 
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          ・ 野菜がこんな風に出来るなんて知らなかった。 

          ・ 畑仕事は大変疲れたけど楽しいのでまた参加したい。 

           【ボランティア】 

            ・ 見た目は派手な格好の子供達が真剣に作業に取り組んでいる姿に驚い

た。 

            ・ 今後も可能な限り子供達の力になりたいと思う。 

        ・ 自分も農家をやっているが、農作業には播く､育てる、収穫する、食べる

等の多くの楽しみがあるので、是非楽しみながら取り組んで欲しい。 

            【大学生ボランティア】 

           ・ 担当する少年が決まっていたので、その子と向き合って関わることが出

来て良かった。 

           ・ 少年の性格も段々分かってきたし、少年達も気軽に声を掛けてきてくれ

るので楽しかった。 

      ・ 自分たちが育てた野菜を食べれて少年達と同じように感激した。 

（２）宮城県 

◇ 事業名 「野菜作りによる農作業体験を通じた立ち直り支援活動」 

   ◇ 実施内容 

① 〈仙台東地区〉「農業体験・プランターによる野菜、植物栽培活動」 

  中学３年生の支援対象少年らに対し、農業体験を通じて健全育成を図るた

め、野菜（ベビーリーフ、人参）の種まき、除草、施肥、収穫等の一連の農

作業及び収穫した野菜による料理教室等を体験させた。 

② 〈塩釜地区〉「農業体験（大根の種まきから収穫までの活動等）」 

  中学３年生３名の支援対象少年の対し、農業体験を通じて健全育成を図る

ため、大根の種まき作業及び収穫、枝豆、かぼちゃの収穫、さつまいも掘り

等の農作業及び収穫した野菜を使用した料理教室等を体験させた。  

③ 〈白石地区〉「農業体験活動」 

  小学４年生から中学３年生までの触法事件を起こした少年グループ７名に

対し、農業体験を通じて健全育成を図るため、さつまいも、枝豆、里芋等の

野菜栽培で、除草作業をはじめとした畑の管理、収穫等の一連の作業を体験

した。 

更には、収穫した野菜を使用した調理体験を行い、調理した料理を少年が

在籍する中学校職員に贈呈するなどの活動も行った。 

    ◇ 反響効果 

       【対象少年】  

・ 「楽しかった、将来農家になりたい」との声があるほか、「ボランティ

アの人たちに気にかけてもらっていたので参加しないと悪いかなと思っ

た。」との感想もあり、ボランティアの存在が活動の動機づけとなってい
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た。 

        【対象少年の保護者】 

・「家でよく話をするようになった」等、感謝の言葉が寄せられた。 

【ボランティア】 

・「子供達と一緒に身体を動かすのは楽しい。」「子供達が立ち直ろうと

する姿が見られることはやりがいになる。」等の感想が寄せられた。 

（３）秋田県 

 ◇ 事業名 「農業体験を通じた立ち直り支援活動」          

◇ 事業内容 

 ① チャイルド・ファームにおける活動 

       立ち直り支援中の少年等に、農業体験を通じて健全育成を図るため、畑の

畝作りとじゃがいも、さつまいも、里芋、長ネギの植え付け、大豆、ひまわ

りの種蒔き等の作業を実施させた。 

また、収穫した野菜を使ったカレーライスや郷土料理である、きりたんぽ

作りを体験させながら交流を図った。 

     ② 渚ファームにおける活動 

       継続補導中や被害支援中の少年等に、じゃがいも、きゅうり、ミニトマト、

茄子、カボチャ等の苗植と大豆、サヤエンドウの種蒔きを実施させた。 

また、収穫した野菜を使用したフルーツポンチ、夏野菜とハムのチーズ焼

きの調理を体験させて交流を図った。 

     ③ サンサンファームにおける活動 

       立ち直り支援中の少年等に、小松菜の種蒔き、アスパラガスの除草作業を

行わせるとともに、畑のある河辺地区の特産物や観光について、ボランティア

が学習させた。 

また、収穫した野菜を使ったサラダ作りと郷土料理である、だまこ鍋作り

の調理を体験させて交流を図った。 

◇ 反響効果 

【対象少年】  

              ･ じゃがいもを切って植えつけることを初めて知って面白かった。 

・ 色々な人と話しながら一緒に畑の仕事をするのは楽しい。 

・ さつまいも掘りが宝探しのようで楽しかった。土の中に色々な虫がいて

畑に栄養を与えていると教えてもらいためになった。 

【保護者】  

       ・ 家にいる時とは違う、生き生きした子どもの姿を見ることが出来て良

かった。 

・ こういう活動があることを初めて知り、子どもの成長にも良いと感じ
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た。また、誘ってもらいたい。 

【ボランティア】 

 ・ 少年達に地元の良さを伝える機会ともなり、意味があると感じた。 

 ・ 少年達と農作業することで、ボランティアとしての活動への意欲が増

した。 

（４）東京都 

◇ 事業名  「農業体験を通じた立ち直り支援活動（さつまいも、とうもろこ 

し等栽培）」         

◇ 実施内容  

① 〈練馬地区〉富岡農園（さつまいも栽培） 

・ 畑の畝作り及びさつまいも苗植 

・ 雑草取り  ・ つる返し 

・ 収穫～収穫時には、さつまいもを料理した食育の実施（天ぷら、ふかし

芋）。 

② 〈練馬地区〉小島農園（さつまいも栽培） 

・ 畑の畝作り及びさつまいも苗植 

・ つる返し 

・ 収穫～収穫時には、さつまいもを料理した食育の実施（天ぷら、素揚げ、

大学芋等）。 

     ③ 〈足立地区〉浅香農園（さつまいも栽培） 

      ・ さつまいもの苗植、つる返し、収穫の３つの作業を実施した。 

・ 収穫～収穫時には、さつまいもを料理した食育の実施（ふかし芋、さつ 

ま汁等）。 

④ 〈立川地区〉山下農園（とうもろこし、大根栽培等） 

・ とうもろこしの種まき、間引き、草むしり、収穫 

      ・ 大根の種まき、草むしり、収穫 

      ・ 収穫時、農作物の梱包や販売所での会計をボランティアとして手伝うな

どの職業体験を実施。 

◇ 反響効果 

  ・ 少年等は、初回参加時、どの少年も「面倒くさい」、「早く帰りたい」な

どと口にしていたが、農業指導者の熱意ある指導や周囲の大人の愛情が、農

場体験に興味を持ち、収穫に向けた継続的な参加のきっかけになった。 

・ 農業指導者に対し、農業体験指導へのお礼が言えるようになったほか、少

年自身が育てた農作物を保護者や学校の恩師に持ち帰るなど、農業体験を通

じて少年自身も成長し、周囲の大人との絆がより強固なものとなった。 
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（５）茨城県  

◇ 事業名 「農業体験及び料理教室活動」 

◇ 実施内容    

 ① さつまいも苗植え付け及び落花生種蒔き 

  平成２５年５月、少年課員及びボランティアにより、さつまいもの苗植え

付け及び落花生の種蒔きを実施。 

② 収穫（さつまいも及び落花生）及び料理教室 

平成２５年１０月、春に植え付けたさつまいも及び落花生の収穫を実施。

料理教室では、少年たちが保護者と協力して蒸かした、さつまいもをつぶ 

し、砂糖やポーションミルクを混ぜ込んで練り、ラップを使用し茶巾絞りを 

作成。 

   デコレーションも施し、見た目もかわいらしい茶巾絞りが出来上がり、そ

の後ボランティアが作成したカレーを食し、茹でた落花生を試食。 

 ③ 冬野菜（キャベツ、白菜、大根、カブ）の植え付け、種蒔き 

   平成２５年１０月、冬野菜の植え付け及び種蒔きを実施。キャベツ、白菜

は苗、大根とカブは種蒔きを実施。 

◇ 反響効果 

  【対象少年】 

・ さつまいも等の収穫に参加した少年らから、「初めての経験で今日は楽

しかった。」との声が聞かれた。 

【保護者】 

・ 子どもにとっても良い経験となった。 

（６）栃木県  

  ◇ 事業名  「農業体験を通じた非行少年の立ち直り支援活動」   

◇ 実施内容  

① 【峰町地区】「農業体験さついまいも、だいこんづくり活動」 

少年達がボランティア等の指導を受けながら、畑の畝づくり、苗の植え付け、

種まき、草刈りを行い、収穫に至までの農作業を行った。 

収穫した、さつまいもとだいこんを使った料理をし、対話会を行うことで、

充実感や達成感を味わい、ボランティアとの絆をより深めることが出来た。 

② 【城内町地区】「農業体験（だいこん栽培等）を通じた非行少年の立ち直り支

援活動」 

  本活動における参加少年は、継続支援中の少年で、面接等により、保護者に

農業体験活動の趣旨を説明したところ、「是非参加させて欲しい。」との要望が

あり、少年も承諾したことから、農業体験を通じた目標達成に向けた活動を行

った。 
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  体験活動は、赤だいこん、白だいこんの種まき、キャベツ、白菜の苗植えに

対するマルチ張り、支柱立て、ネット掛け、除草、水やり等の一連の作業を農

業アドバイザーの指導の下に行った。 

◇ 反響効果 

 【対象少年】   

 ・ 初めての経験で大変だったが、色々なことを教えてもらい、楽しくできた。 

・ 大学生ボランティアも参加した交流会において、対象少年から、「大学生 

による勉強会を行って欲しい。」との要望があった。 

  【ボランティア】 

  ・ 小学生ボランティアの参加もあり、少年との共同作業ではほほえましい場

面が見られた。 

また企画の段階から少年指導委員会会長の積極的な参画を得たことから、

農業アドバイザーの全面的な協力など、地域への働きかけが出来た。 

（７）群馬県 

   ◇ 事業名 「野菜作り（さつまいも及びとうもろこし）による農業体験を通じ

た立ち直り支援活動」 

   ◇ 実施内容  

① さつまいもの苗植え、とうもろこしの種蒔き 

② 除草     ③ さつまいものつるの手入れ、とうもろこしの間引き 

④ とうもろこしを収穫     

⑤ さつまいもの収穫（老人施設訪問） 

    ◇ 反響効果 

       【対象少年】  

・  苗の水やりがとても大変だった。 

・  さつまいもと、とうもろこしが段々と大きくなっていくのが楽しみだ

った。 

        【ボランティア】 

・ 子どもたちが農業体験をしていて、思っていたより積極的に活動してい

たのが印象的だった。 

・ 春に植えたさつまいもがついに今日、収穫となった。あっという間にさ

つまいもが成長し、子ども達との楽しかった畑作業もこれで終わりだと思

うと寂しい。 

【施設職員】 

・ 子どもたちと楽しい時間を過ごせて良かった。貴重な体験ありがとう。 

・ 一緒に活動して、植物の成長と共に子ども達が喜ぶ姿を見て嬉しかった。 
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（８）埼玉県 

   ◇ 事業名 「農業体験を通じたスクール・サポーター派遣校への立ち直り支援

活動」 

   ◇ 実施内容  

① 「稲作・夏野菜の収穫及び調理体験」 

・ じゃがいもの収穫作業 

・ 調理体験 

収穫したじゃがいもを使用し、かまどで米を炊きあげカレーライスを調理。 

      ・ 田んぼの除草作業   

② 「農作業及び調理体験」 

・ 種取り作業 

農場で収穫し乾燥した小豆や、いんげん豆の種を殻から取り出す作業。 

・ 調理体験 

農場で栽培している野菜を使用したハヤシライス、饅頭づくり。 

     ③ 「冬野菜の収穫、餅つき及び制作体験」 

・ 冬野菜の収穫 

農場で収穫された人参や大豆の出荷と小松菜の収穫作業を体験。 

・ 調理体験 

農場で収穫された餅米や野菜を使用した餅つき及びけんちん作り。 

・ 制作体験 

農作業で不要になったわらを使用したリース制作。 

    ◇ 反響効果 

       【対象少年】  

・  田んぼの中に裸足で入るのは初めてだった。おたまじゃくしや蛙もい

て久しぶりに自然を体感できた。 

・  お米や野菜を採るのは、とても大変なことだと言うことが分かった。 

・  大学生のお姉さん達は話しやすくて楽しかった。また参加したい。 

        【少年警察ボランティア・大学生ボランティア】 

・ 少年の容姿を見て不安だったが、いざ作業が始まるとみんな一生懸命

取り組んでおり、その姿を見て感動した。 

・  少年達と話をしながら作業をすると連帯感が生まれた。 

・  少年を通じ、少年の考え方を学ぶことが多く良い経験になった。 

（９）千葉県  

◇ 事業名 「農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

◇ 実施内容  

【印西警察署地区】 
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        ①  農業体験米づくり（種まき） 

少年警察ボランティアの指導の下、米づくりの種まき作業の手順につい

て指導を受けた後、任務分担を行い、苗箱セッッティング、下砂入れ、種

籾入れ、仕上げの砂入れ、苗箱の運搬作業などの種まきまでの一連の農業

体験に取りかかった。 

② 農業体験米づくり（田植え） 

少年警察ボランティアの指導の下、生育した苗をビニールハウス内から  

水田に運び出し、手植え及び田植機による作業を実施した。 

③ 農業体験米づくり（稲刈り）  

少年警察ボランティアから稲刈り作業の手順等について指導を受け、作業

分担ごとの農業体験に取りかかり、作業終了後、収穫祭として餅つきやバー

ベキュー料理をしながら活発な意見交換を実施した。 

【市原市地区】 

      ①  農業体験米づくり（種まき） 

少年警察ボランティアの指導の下、米づくりの種まき作業の手順につい

て指導を受けた後、任務分担を行い、苗箱セッッティング、下砂入れ、種

籾入れ、仕上げの砂入れ、苗箱の運搬作業などの種まきまでの一連の農業

体験に取りかかり、作業終了後少年と警察職員が調理したカレーライスと

豚汁を食べながら意見交換を行い、さらに少年警察ボランティアによるマ

ジックショーが実施された。 

② 農業体験米づくり（田植え） 

少年警察ボランティアの指導の下、生育した苗をビニールハウス内から  

水田に運び出し、手植え及び田植機による作業を実施後、女子少年と警察職

員等が調理したカレーライスと卵とじスープ等を会食しながら、意見交換を

実施した。 

③ 農業体験米づくり（稲刈り）  

少年警察ボランティアから稲の刈り方、束ね方の指導を受けた後、作業分

担ごとの農業体験に取りかかった。作業終了後、おにぎりやバーベキュー料

理をしながら活発な意見交換を実施した。 

     【匝瑳市八日市場地区】 

 農業体験サツマイモ栽培（苗付け・除草・収穫） 

少年警察ボランティアの指導の下、サツマイモ栽培にかかる苗付け作業の

ため、畑面積約３００㎡、１２畝に苗２５０本を植えた。 

除草等の作業を繰り返しながら収穫時には、約６０キログラムを収穫し、

焼き芋にして収穫を祝った。 
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◇ 反響効果 

【対象少年】 

      ・ 手で植える作業はきつく疲れたけれど、田植機の運転はとても楽しかっ 

た。 

・ 今まで経験したことがない貴重な体験が出来た。 

・ 一粒の米を収穫するまでの難しさを体験出来た。 

・ 警察や地域の人達の自分に対する愛情を感じた。 

【ボランティア・親等】 

      ・ 親子で参加することができ、共通の話題が出来た。 

・ 普段とは違う子供達の生き生きした笑顔が見られた。 

・ 今後も出来るだけ協力して活動していきたい。 

      ・ 稲刈りにも参加して、少年たちと一緒に収穫の喜びを味わいたい。 

      ・ 貴重な体験を通じて、素直になった子どもの姿を見ることが出来た。 

      ・ 農作業をしている子どもの姿を見るのは新鮮で、この体験を機に改めて

子どもとじっくり話してみようと思った。 

      ・ 苗植えの時の子供達の顔を思い浮かべながら大事に世話してきた。今は

無事終わってほっとしているが、今後もこのような活動に協力していきた

い。 

      【報道の状況】 

    ４月２日、３０日「読売新聞」、「朝日新聞」、５月２９日｢千葉日報｣、９

月１５日、１６日｢千葉日報｣、｢産経新聞｣にそれぞれ記事が掲載された。 

（10）山梨県 

   ◇ 事業名 「農業体験による少年の居場所づくり活動」 

◇ 事業内容   

①【富士吉田署地区】 

      対象少年等に対し、少年サポートセンター所長補佐が農業体験活動を実施

することの趣旨説明を実施した。 

その後、種芋（じゃがいも）の芽欠きから始め、耕耘機による畑の耕作、

種芋植え付け、施肥等、一連の作業を実施した。 

じゃがいもの収穫に当たっては、植えつけ作業に携わった少年や少年警察

ボランティアが集って作業を実施した。 

また、収穫したじゃがいもの一部を特別養護老人ホームに贈呈し、少年等

に、ボランティア精神や人に感謝される喜びを体験させ、あわせて自己肯定

感と達成感を実感してもらうよう取り計らった。 

②【南甲府署地区】  

対象少年等が、さつまいもの栽培を通じて、仕事の厳しさの中にも楽しさ
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や喜びがあることを実感し、自分の力に気づき、自信、協調性及びコミュニ

ケーション能力を向上、させ地域との絆を強めるよう、苗の植え付けから、

収穫まで継続した活動を行うこととした。 

さつまいもの植え付けは、畑の耕作、畝作り、マルチ張り、苗植え、水や

り作業で終了した。 

さつまいもの収穫に至るまでの作業は、さつまいものつる切り及び草刈り

を実施し、１０月にさつまいもを収穫した。 

また、収穫したさつまいもの一部を特別養護老人ホームへ贈呈した。 

     ③【韮崎地区】 

       対象少年等に対し、｢心を米る農業体験事業｣と命名した稲作体験活動を実

施した。 

       田植え及び稲刈りは、少年警察ボランティアが農業指導者として少年等に

基礎を指導し実施した。 

       稲刈り終了時後に、少年警察ボランティアが新米でおにぎりを作り、餅つ

きをして小豆餅やきなこ餅を作って昼食会を実施し、勤め先のことや将来の

就職等について相談を受けるなど歓談した。 

    ◇ 反響効果 

       【対象少年】  

・ 自分達が植えた苗がどのくらい稔ったのか、取れたお米の味はどうだろ

うか心配した。  

        【ボランティア】 

・ この農業体験活動を通じて改めて少年の居場所づくりの重要性を認識し 

た。 

【報道の状況】 

５月１２日｢山梨日日新聞｣、｢毎日新聞｣、２６日｢毎日新聞｣、８月６日｢読

売新聞｣、９月２２日「山梨日日新聞」、１０月２１日｢毎日新聞｣にそれぞ

れ記事が掲載されたほか、９月２１日、｢非行少年が地域で稲刈り体験｣と

題して山梨放送「YBS ニュース」で放映された。 

（11）長野県  

◇ 事業名 「農業体験を通じた立ち直り支援活動」（稲作、野菜） 

◇ 実施内容 

 ① 北信地区「姨捨棚田」における稲作体験  

         ア 田植え   イ  看板作り 

ウ 草刈り   エ 稲刈り 

オ 脱穀    カ 収穫祭 

② 東信地区「稲倉棚田」における稲作体験 
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 ア 田植え  イ 草取り 

 ウ 稲刈り  エ 収穫祭 

③ 南信地区における農業体験（トマト、食用ほおずき栽培） 

 ア トマトの収穫・出荷・枯れ茎の撤去作業 

   猛暑の中、トマトの収穫ためビニールハウス内で作業 

 イ 食用ほおずき収穫・出荷・枯れ茎の撤去作業 

   収穫時期に当たるほおずきの傘の色や果実の取り方などの指導を受け

ながら茎をかき分け収穫 

④ 中信地区における農業体験（椎茸・稲刈り・そば刈り・りんご収穫） 

 ア 木に椎茸菌を打ち込む「駒打ち」作業 

 イ 鎌による手刈り及び稲刈り機を使用しての稲刈り作業 

ウ そば刈り・そば打ち作業 

エ りんご収穫作業 

◇ 反響効果 

【対象少年】 

      ・  自分たちが育てた餅米で作った餅は格別に美味しかった。 

      ・  指導してくれたボランティアさんは、良く指導してくれてありがとう。 

      ・ 米作りの大変さ、農家の苦労が分かった。 

      ・ 小学校以来の田植えで新鮮な経験をすることが出来た。 

      ・ ビニールハウス内でトマトの収穫活動をした少年は、「何時もこんなに

暑い中、収穫するんだ、大変ですね」。 

      ・ 普通に生活していたら出来ないような経験をたくさんさせていただき、

また、活動を通じて色々な人に出会えて良い経験となった。 

【ボランティア等】 

      ・ 参加した大学生ボランティアは「心配していたよりも素直な子ども達で、

楽しい活動となった。 

      ・ 少年達と触れ合えて良かった、自分の少年時代を思い浮かべながら楽し

く過ごせた、少年達には何かの折にこの経験を思い出してもらうと嬉しい。 

      ・ 活動当初、口数も少なく不機嫌そうな態度で周囲の人とのコミュニケー

ションも取れていなかったが、活動を重ねる度に、作業に積極的に取り組

むなど態度や行動に変化が見えてきた。 

      【報道の状況】 

    ・５月１８日「市民タイムス」、５月３１日「読売」、７月１４日「信毎」、９

月１４日「読売」、１１月２４日「中日」等にそれぞれ記事が掲載された。 

（12）静岡県  

◇ 事業名 「農業体験を通じた立ち直り支援活動」 
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◇ 実施内容  

         夏・秋・冬野菜の栽培と収穫 

    ① 農作業の流れ 

少年らは、農作業指導者の指導の下、保護者、少年警察ボランティア、警

察職員と協同して、種蒔きや苗植から始め、施肥、芽摘み、除草等の野菜を

育てる工程を自ら行った上で、野菜を収穫した。 

② 収穫物 

苺、キャベツ、そら豆、じゃがいも、トマト、オクラ、ピーマン、茄子、

ゴーヤ、さつまいも、大根、白菜、ブロッコリー等。 

     ③ 収穫物の用途 

       収穫した野菜は和菓子作りの体験活動に活用し、また、児童養護施設に寄

付して社会貢献を図った。施設代表者からは、「農業体験に参加した少年や

ボランティアの気持ちが伝わります。いただいた野菜はおでんにして子ども

達と一緒に食べます。」と謝意が示された。 

   ◇ 反響効果 

    ① 少年の問題行動の解消と家族関係の改善 

      親子不和による家出等の問題行動で継続補導中の少年は、各種野菜を苗から

育て、収穫した野菜（さつまいも）を使って、和菓子職人である少年警察ボ

ランティアの指導の下、和菓子作り（芋羊羹や茶巾しぼり）を体験した。 

少年は、農業体験に意欲的に取り組み、野菜を栽培することの楽しさを見

いだしたり、少年警察ボランティアへの感謝の気持ちをあらわにしていた。 

また、少年は家族とのコミュニケーションが苦手なことから家庭の中で居

場所を失っていたが、少年警察ボランティアの温かい声かけにより、徐々に

対話力が育まれ、家族と農業体験のことを話題に会話を弾ませるなど家族関

係が改善されて、家出等の問題行動が解消し、無事高校合格を果たした。 

② ボランティア活動の活性化 

・ 少年警察ボランティアは、「畑で一緒に作業をしていると、子ども達が

徐々に心を開いてくれる。手間暇かけて育てないといけないのは、野菜も

人間も同じ。」と述べていた。 

・ 農作業を通して子ども達に楽しい思い出を作ってもらい、その子ども達

が成長して大人になったら、今度は楽しい思い出を伝える側になって欲し

い。そのためにもこの取り組みを継続していくことは大事である。 

      【報道の状況】 

     ・ 平成２５年５月１４日、だいいちテレビニュース番組「NNNストレート」 

・ 平成２５年５月１４日、ケーブルテレビ ニュース番組「TCNワイド」 

・ 平成２５年７月２５日 SBSテレビニュース番組「イブニング・アイ」
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にそれぞれ放映された。 

・ 平成２５年５月１５日、平成２６年１月２１日、「沼津朝日新聞」、平

成２６年１月２１日、「静岡新聞」にそれぞれ記事が掲載された。 

 （13）富山県  

◇ 事業名 「農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

① （魚津地区）ふれあいガーデンでの花作り・野菜作り 

② （富山中央地区）農業体験さつまいもづくり 

③ （富山西地区）呉羽梨の栽培農業体験 

④ （射水地区）大豆を育てて、豆腐を作ってみよう 

⑤ （高岡地区）じゃがいも作りとバーベキュー収穫祭 

⑥ （砺波地区）農業体験花苗管理教室 

◇ 実施内容 

① ふれあいガーデンでの花作り・野菜作り 

     少年等は、少年警察ボランティアの指導の下、ひまわり、百日草等の種

蒔き、千日紅、グラジオラス、アスター、ダリアなどの花の苗植え及び枝

豆、とうもろこしなど野菜の種蒔き除草、水やり作業をして収穫を行った。 

【反響効果】 

少年らは、作業を始めて程なく、虫がいることや泥を触ることに抵抗を訴

え始め、畑のなかで携帯電話をいじりだした。後半の作業には殆ど手を出さ

ず、指導者に対する挨拶の仕方もなっていなかった。しかし最後の収穫祭の

時点では、前向きな姿勢が見られた。 

 ②  農業体験さつまいもづくり 

   少年等は、少年警察ボランティアの指導の下、さつまいもの苗３０本を植

えつけ、その後、除草、収穫の体験を行った。 

     また、少年警察ボランティアから提供を受けたさつまいもを使った、さつ

まいもご飯、豚汁、スイートポテトを作るなど料理体験及び会食を行った。 

【反響効果】 

       参加少年は、父子家庭であり親子関係がうまくいっておらず、家出をす

ることもあったため、父親が活動に参加したことも、少年にとって大きな

意味があったと思われた。 

③  呉羽梨の栽培農業体験 

        少年等は、地元梨栽培業者の指導の下、梨の摘果作業や収穫、選果作業を

体験した。 

【反響効果】 

    参加少年の中には、自転車を盗んで補導された少年もいたが、指導者や

その家族とも打ち解け、歓談しながら作業に集中していた。 
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  ④  大豆を育てて、豆腐を作ってみよう 

      参加少年は、少年警察ボランティアの指導の下、種を蒔き大豆の苗に巻

き付いているビンボウカズラと呼ばれる、つる草の除草、大豆の刈り取り

乾燥等の一連の作業を体験した。 

【反響効果】 

    少年は、作業中も終始、｢虫がいっぱいて嫌いだ｣、｢暑い｣等と文句ばか

り言いながらも、少年警察ボランティアに声をかけられて一緒に活動をし、

農作業の大変さを実感したようである。 

  ⑤  じゃがいも作りとバーベキュー収穫祭 

    参加少年は、大学生ボランティアや少年警察ボランティアと歓談しなが 

らじゃがいもの除草作業に取り組んでいた。 

     じゃがいもの収穫に当たっては、交流センター職員からじゃがいも掘り

の手順やコツを聞いた後、スコップで土を掘り起こし蛙や芋虫に声を上げ

つつ汗だくになりながらも、じゃがいも掘りの体験をした。 

【反響効果】 

  参加少年等と大学生ボランティアは、初対面であったが活動を通じて和

やかな雰囲気の中、作業を行っていた。 

⑥ 農業体験花苗管理教室 

   参加少年等は、農業指導者の指導を受けながらパンジー苗を入れるプラン

ターに固形肥料を埋め込み、その中に土をかぶせ花苗を植える一連の作業を

体験した。 

【反響効果】 

  参加少年等は、少年警察ボランティアからの温かい励ましに適宜答える

など手際よく作業をこなしていた。また、少年等は、大人との交流や会話

をする機会の中で、自分の今後の進路等を考えることが出来た様子で、充

実感や達成感を味わっていた。 

（14）岐阜県  

◇ 事業名 「農業による少年の居場所づくり活動『大安 DASH村～米土（マイン

ド）ファーム「はぐくむ」～』」 

◇ 実施内容 

 ① 事業検討会 

  ・ 事業目的を踏まえた活動内容等の検討 

  ・ 農業従事者の少年警察ボランティアによる稲作に関する基礎知識、事前

準備等の指導 

  ・ 少年及び保護者等に対する主旨等説明 

 ② 開村式・田植え 
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  ・ 開村式 

  ・ 少年警察ボランティアの指導のもと、参加者による手作業で苗を植えた。 

 ③ 稲刈り・脱穀 

  ・ 実った稲を刈り取り、刈り取った稲を束ねる作業。 

  ・ 千歯こきを使用しての脱穀、藁打ち機を使用しての藁打ち、藁ない機を

使用して藁ない体験。 

 ④ 収穫祭 

   収穫した米を用いて調理体験の実施。  

◇ 反響効果 

  参加した少年の中には、最初は、「面倒くさい」、「汚れる」と、なかなか

活動にかかろうとしない者もいたが、一旦活動を始めると慣れない作業に苦労し

ながらも一生懸命取り組んでいた。 

   【対象少年】 

・ 泥に足を取られて大変だったが、綺麗に植えることが出来て良かった。 

・ とにかく無我夢中で疲れたけど頑張った。 

・ 自分で作った米を食べるのは、気分が良い。 

【ボランティア・教職員】 

 ・ 子ども達が一生懸命だったので感心した。 

 ・ この活動が子ども達の居場所づくりや立ち直りに繋がってくれること

を願いたい。 

・ 普段はすぐ飽きてしまう生徒達が､集中して作業に取り組む姿を見ら 

れて良かった。 

【報道の状況】 

        ６月１６日「中日新聞」、６月１９日「岐阜新聞」、８月２１日「毎日新聞」

等にそれぞれ記事が掲載された。 

（15）愛知県  

◇ 事業名  「農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

～「愛知コノハファームズプロジェクト」～ 

◇ 実施内容  

① コノハファームチャコール園芸 

少年課が運営する居場所「鯱（しゃちほこ）」を活用した農業体験で、ボラ

ンティアの指導の下、開園式の後、畑の畝作り、種まき、苗植、マルチ張り、

ネット張りを行い、そら豆、ラデッシュ、ピーマン、ミニトマト、茄子､小松

菜等の手入れ・収穫・料理教室を実施。 

② コノハファームＫＩＺＵＮＡ（絆） 

少年警察ボランティアが所有するブドウ農園を、少年の立ち直り支援の居場
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所として活用するため看板の製作・設置や園内の除草作業、、ブドウの収穫や

試食を行い、農作業の辛さと収穫の楽しさを体験しながら立ち直り支援活動

を実施。 

③ コノハ１３８（いちのみや）ファーム 

少年の居場所「愛･サポート１３８」を活用した農作体験で、ボランティア

の農地を借用し看板の作成･設置を行い、畝作り、マルチ張り、種まき、苗植、

収穫等トマト、きゅうり、小松菜等、数多くの野菜の栽培、収穫を実施した。 

④ コノハフレンドファームササキ 

少年の居場所「半田ふれあいの会」を活用した農作業体験で、借用した農

地の看板作成、開園式、畝作り、肥料散布、さつまいも苗植、収穫、料理教

室を実施。収穫したさつまいもを使った大学芋、鬼まんじゅうを作るなどし

ながら立ち直り支援活動を実施した。 

⑤ コノハファーム岡崎 

岡崎署の運営する居場所「じゅん・だら・りんの会」を活用した農業体験

で、少年補導委員の指導の下、しめ縄の材料となる稲の種まき、苗植、草取

り、刈り取り、しめ縄作りという継続的な立ち直り支援活動を実施した。 

⑥ ＫＯＮＯＨＡ ＦＡＲＭ ＵＥＴＡ 

「ＫＯＮＯＨＡ ＦＡＲＭ ＵＥＴＡ」は、少年補導委員の農業指導により、

畝作り、種まき、苗植、マルチ張り、ネット張りを行い、トマト、カボチャ、

茄子、じゃがいも、ピーマン、冬瓜、大根、キャベツなどの各種野菜の種ま

き・苗植と収穫をし、収穫野菜を具材にした料理教室を実施した。 

⑦ ＫＯＮＯＨＡ ＦＡＲＭ ＦUNATO 

 「ＫＯＮＯＨＡ ＦＡＲＭ ＦUNATO」は、平成２５年８月に豊橋警察署が

新たに発足させた農場である。少年指導委員の農業指導により､ビニールハウ

スの中できゅうり、スイカ、シシトウ等、各種野菜を収穫、収穫した野菜を

具材にした料理教室を実施した。 

⑧ コノハファームＴＥＡＭ・Ｍ・一歩 

「コノハファームＴＥＡＭ・Ｍ・一歩」は、東海市の少年の居場所「チーム

一歩」を活用した農業体験で、地元三ツ池コミュニティが推進する「三ツ池

レモンの会」会員で有り少年補導委員の指導の下、土地の耕作、じゃがいも

の収穫、じゃがいもを具材とした料理教室を実施した。 

【報道の状況】 

        ４月１４日・２５日「朝日新聞」、「読売新聞」、１０月２２日「中日新聞」

等にそれぞれ記事が掲載された。 

（16）三重県 

◇ 事業名  「みんなの農園みえ‘１３  Ｙｏｕｔｈ Ｆａｒｍ ｉｎ ｍｉｅ‘１
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３～ 『ふれあいアグリ教室』 ～」 

◇ 実施内容  

① 田植え 

少年やボランティアは指導農業士から苗の持ち方や、植え方を指導しても

らい、参加者全員が素足で田んぼに入り実施した。  

② 冬野菜の種まき 

大根、白菜、かぶ等の種蒔を実施した。 

③ 稲刈り 

今夏の異常気象の影響のためか稲の生育が心配されたが、台風１８号の影

響で稲穂が倒れることもなく順調に生育していた。 

農業指導士が稲刈りの手順を説明した後、少年をはじめボランティアがそ

れぞれ鎌を持ち手作業で稲刈りを行った。 

④ 収穫祭（餅つき体験） 

収穫祭は、少年をはじめ本事業にボランティアとして参加した全員が、収

穫した餅米や野菜を使用して餅つきを行い雑煮を作って労をねぎらった。 

⑤ そのほかの関連事業 

関連事業として、本事業の収穫物等を利用した「わら細工教室」、「まごの

店」における料理作りを実施した。 

◇ 反響効果 

【対象少年】 

・ 昔の人は大変やったんや、一粒のご飯も大事に食べたい。 

・ 疲れたけど、貴重な体験ができた。 

・  参加をいつも楽しみにしている。収穫が楽しみ。 

     【大学生ボランティア】 

・ 昨年の農業体験に参加した先輩に「是非参加するとよい」と勧められた

が、共に汗を流し、ゆっくりと共通の目標を持って作業を行う一体感があ

った。 

・ 他者との交流が苦手な少年との接し方をサポートセンターの職員からア

ドバイスを受けて、ゆっくり少年のペースに合わせて話し相手になると、

次第に笑顔を見せてくれた。将来警察官になりたいが、よい経験となった。 

【少年警察ボランティア】 

・ 田植え、稲刈り、餅つきを通じて、老若男女を通しての素晴らしい絆を

体感させていただき、社会の絆に関して学習する機会となり、とても良か

った。 

・ 年齢に関係なく、子どもから大人までが一緒に活動することは、とても

素晴らしいと思う。 
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【報道の状況】 

         １１月１３日「毎日新聞」、１２月１６日「中日新聞」にそれぞれ記事が 

掲載された。 

（17）京都府 

   ◇ 事業名 「京都府北部における農業体験支援活動」 

   ◇ 実施内容  

① 田植え体験 

  少年らは、指導員から稲の苗さし作業の実演を見せてもらい、要領の説明

を受けた後、作業を実施した。 

② さつまいも苗付け体験等 

  少年らは、ビニールハウスで栽培している種芋の説明を受けた後、苗の刈

り取り作業を行い、畑に移動して苗の特徴や芋が出来る仕組み、苗付け作業

の手順や留意点の説明を受けた後、苗付け作業に取り組んだ。 

③ そばの種蒔き体験等 

  少年らは、指導員からそばの種蒔きの作業手順の説明を受けた後、種蒔き

を実施した。種蒔き後、指導員がコンバインで土をかぶせる作業を見学した。 

④ 指導者らによる稲の脱穀作業等 

  台風による水没等の被害を受けたことから指導員らによる稲刈り、脱穀を

実施した。 

⑤ そば打ち体験等 

  少年らは、そば打ちマニュアル動画上映や指導員の実演の後、個別指導を

受けながらそば打ち体験を行った。 

    ◇ 反響効果 

       【対象少年】  

・ 思ったより難しく、大変な作業だと感じた。 

・ 普段何気なく食べている米だけど、こんな苦労があったことを初めて知

った。 

・ 農業って大変なものなんだと言うことが分かって良かった。 

        【ボランティア】 

・  子どもは、｢いつもなら寝ている時間だ｣と漏らしながらも真摯に取り組

む姿勢が見られるなど生活リズム改善の糸口になった。 

・ 体験終了時に、子ども達は、「収穫の喜びを初めて味わった、また参加

したい」と自らの言葉で感想や感謝の言葉を述べるなど成長の跡がうかが

えられた。 

（18）大阪府 

◇ 事業名 「高校生ボランティア（KEYS）と連携した農業体験活動」 
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◇ 実施内容  

  稲作体験活動  

貝塚少年補導員連絡会が中心となり、貝塚警察高校生ボランティア KEYSや学

校関係者、保護者と協働し､泉州地区（貝塚・岸和田）居住の少年を対象とした

農業体験活動を実施し、地域ぐるみでの少年非行防止、立ち直り支援を推進した。 

① 田植え 

管内少年補導員所有の水田を借用し､少年を主体に参加者全員で稲苗の植

えつけを実施。 

② 案山子作り 

案山子作りの材料を参加者が手分けして購入し、案山子の図案を基に標語

たすきを掛けたオリジナル案山子を水田に掲示した。 

     ③ 稲刈り 

       稲刈りの時期を迎えたが台風襲来で延期を余儀なくされ、少年の参加人員

も平日の放課後の実施となり若干の参加であったが夕方までかけて稲刈りを

終えた。 

     ④ 調理体験 

       少年らも参加し支援者や保護者に感謝を込めてカレーライス作りを実施し

た。 

◇  反響効果 

   ・ 少年と地域ボランティアや学校関係者が協働することで、双方の連帯感

が深まった。 

・ 同事業を行うに当たって、少年補導員が中心となり、同じく署長委嘱の

高校生ボランティアと連携したことで、地元ボランティア同士の交流が深

まった。 

・ 高校生ボランティアが同事業に参加することで、参加少年達が親近感を

感じたほか、学校の支援を受けたことで、地域と学校の連携も深まった。 

・ 参加少年達には、非行問題を起こした者も複数いたが、本施策参加以降

に問題行動を起こした少年は皆無であった。 

（19）兵庫県  

◇ 事業名 「少年サポートセンター等学習農園における立ち直り支援活動」 

◇ 実施内容 

各少年サポートセンターで継続補導中の非行傾向にある少年や警察署で指定

する手を差し伸べる立ち直り支援活動対象者に対して、農業体験を通じて、 

  ア 食べ物に対する感謝の念の醸成 

  イ 生き物を大切にする、自己、他人に優しくする気持ちの醸成 

  ウ 収穫した野菜などを親子で調理することで親子間の関係修復 



73 

 

  エ 土作業による心理療法 

 を目的として実施した。 

 ① 各地区少年サポーターの敷地内にプランターを購入し「プランター農園」と

称してミニ野菜や薔薇等の花を植える計画を立て、各センターにはプランタ

ー２個、土及び苗植のための移植ごて等の道具類をや野菜の苗を購入し、少

年らに対し学習農園における立ち直り支援活動を実施した。 

 ② 既存農園での追肥等 

   少年サポートセンター｢プランター農園｣以外の借り上げ農園については、夏

野菜の収穫後引き続き、土を入れ替えたり追肥のための土及び肥料を購入、

冬野菜の苗植を実施し収穫した。 

◇  反響効果 

   【対象少年】  

    ・ 自分で植えた野菜の生長が楽しみである。 

・ お母さんに野菜を持って帰りたい一心で、野菜の水やりのためにサポー

トセンターに来た。 

・ こんな僕らにも分け隔てなくしゃべってくれて嬉しかった。 

【ボランティア】 

    ・ 大学生ボランティアからは、「お役に立てて僕たちも嬉しい。子ども達

と話をしてみたら、以外に素直であり、偏見を持っていた自分が恥ずかし

い。」 

・ 「またいつでも呼んで下さい、応援する。」との声が寄せられた。 

    【教職員・保護者】 

    ・ 学校では、刺々しい態度や反抗的な発言の者がこの農園に来ると穏やか

になり、学校では見ることの出来ない笑顔に驚いた。 

・ 親子で野菜作りや調理をしたことがなかった。子供と会話が弾んで嬉し

かった。 

・ 家事をする私を見て母親の威厳が少しは分かってくれた。 

（20）奈良県 

   ◇ 事業名 「農業体験等を通じた立ち直り支援活動」 

   ◇ 実施内容 

     農業を営んでいる地域安全推進委員会支部長から農地を借り上げ、農作業を

指導してもらうなどの協力を得て農作業体験を実施した。 

① 農作業体験（１回目） 

農作業指導者より農作業の指導を受け、各班に分かれて、雑草引き、さつ

まいも等の苗植、ピーマンやミニトマトの支柱立て、藁敷き、水やり等の作

業を実施した。 
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さらに農地（名称「バンビファーム」）に設置する看板製作を行った。 

     ② 農作業体験（２回目）及び料理体験 

       少年と大学生ボランティアがペアを組み、かぼちゃ、きゅうり、茄子、ミ

ニトマト等を収穫。その後、収穫した野菜を具材として「夏野菜カレー」と

「野菜サラダ」を作った。 

     ③ 農業体験（３回目） 

       農作業指導者のもと少年と大学生ボランティア等が力を合わせて、第１回

「農作業体験」で植え付けた｢さつまいも｣を収穫した。 

     ④ 農業体験（４回目） 

       農作業指導者のもと少年と大学生ボランティア等が力を合わせて、大根と

じゃがいもを収穫し、収穫したじゃがいもを具材として料理を作った。 

     ⑤ 交流会 

       大学生ボランティアが企画した｢少年との交流会｣を実施した。 

大学生ボランティアが主体となって、大学ごとに｢人との繋がりの大切さ｣

「コミュニケーションをとりながら人の温かさを感じる」等の内容で意見交

換会を実施した。 

    ◇ 反響効果 

       【対象少年】  

・ 自分たちが植えた苗に、こんなに大きな実がついて嬉しい。 

・ 初めてのことで何をするか不安だったが、大学生や大人の人の優しさで 

      緊張がほぐれ、沢山の人と交流がもててよかった。 

・ 農作業は朝が早くきつかったけど楽しかった。自分たちで作った野菜で作 

った料理はとても美味しかった。 

        【ボランティア】 

・ 農作業体験等の機会をもっと増やし、少年の｢心のよりどころ｣が少しでも 

出来たら良いと思う。 

・ 農業体験で少年達と共に活動したことで、自分達や少年の中に協調性が養 

われ、｢絆｣が芽生えていると感じた。 

【地域の反響】 

新聞報道等により、本活動を知った県民から 

・ 今の子ども達は、土の中から作物を収穫し、自分達で調理して食べると

いう当たり前の体験が出来ていないと思う。そのような機会や環境のない

子ども達にとって、とても良い体験だと思う。 

・ 地元でこんな良い取り組みをしていたと知り、私も何かの役に立ちたい

と思う。 

【報道の状況】 
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        ６月２１日「産経新聞」、８月５日「読売新聞」、１１月３日「毎日新聞」

等に記事が掲載されたほか、８月４日 ABC朝日放送｢スーパーJ チャンネル｣

で放映された。 

（21）島根県 

   ◇ 事業名 「島根県少年補導委員連絡協議会健やかファーム事業」 

   ◇ 実施内容  

① たんぽぽ農園事業（松江地区少年補導委員連絡会） 

  少年補導委員所有の畑での、二十日大根、ほうれん草、白菜等の野菜の種

まきや苗植え、世話、収穫等の作業を行わせた。 

② 輝きファーム事業（安来市少年補導委員連絡会） 

  少年補導委員を中心とした地域の支援ネットワークが主催し、玉葱等の野

菜の種まき、苗植え、世話、収穫等の作業を行わせた。 

③ すくすくファーム活動（出雲警察署管内少年補導委員連絡会） 

  少年補導委員会ブロック員が支援チームを組み、ほうれん草、水菜、小蕪

等の野菜の種まき、苗植え、世話、収穫等の作業を行わせた。 

④ 浜田市健やかファーム事業（浜田市少年補導委員連絡会） 

  少年補導委員所有の畑で、さつまいもと落花生の収穫、レタス苗やパンジ

ー等の花の苗の植えつけを行わせた。 

⑤ 益田市健やかファーム事業（益田市少年補導委員連絡会） 

  少年補導委員が、益田市子ども若者支援センターと緊密に連携し、非行を

繰り返す少年に、同センターに通所する少年の友人（不登校・引きこもり等）

も交えて、ネギ、春菊、水菜等の野菜の苗植え等を行わせた。 

    ◇ 反響効果 

      今年度は、島根県少年補導委員連絡協議会として、島根県警と連携して、県

下全域でこの活動に取り組んだ。対象少年として選定した少年はいずれも、非

行歴を有しており、保護者の監護のみでは再非行が懸念される少年であったが、

各警察署担当者と緊密に協議をして実施し、少年に達成感、自己肯定感を感じ

させ、更には地域との深い絆を醸成するなど効果的であった。 

【たんぽぽ農園事業】 

 少年が自己の都合で参加を急にキャンセルする状況もあったので、少年補導

職員から、少年に対して、｢活動前日にお手製のおはぎを準備して、我が子の

ように接している少年補導委員の気持ちを考える様に｣との指導がなされた。 

少年補導委員は｢全てがスムーズでなく、根気のいる活動であるが、我々も

諦めてはいけない、との思いを強く持った。｣と語った。 

【輝きファーム事業】 

  少年補導委員から、｢本当に上手だ、うちにも手伝いに来てよ。｣と褒めら
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れ、また支援者にねだって、畑のダイコンを抜く作業をさせてもらい交流を

楽しんでいた。また、活動に参加した少年の実母は、「親子共々また参加さ

せて欲しい。」と語り、地域の支援者への信頼を深めた。 

【すくすくファーム活動】 

  この地区少年補導委員会は、この活動を４年連続で実施している。少年は、

初めて農作業を行ったが、「楽しくて、参加して良かった。」と語り、実母

は、「活動をやり遂げてくれるか心配だったが、休むことなく参加してくれ

て嬉しい。地域の皆様に感謝します。」と語った。   

【浜田市健やかファーム事業】 

  「父子家庭で手が回らず、何時も総菜ものを買ってきて食べさせている。

息子に包丁を握らせたことがないので心配だったが、皆さんに見ていただき

上手に調理が出来た。」と語り、少年も「僕のことを大事にしてくれている

お婆ちゃんの手伝いが出来そうだ。」と自信をのぞかせた。 

【益田市健やかファーム事業】 

  少年は、長年、子ども・若者支援センターに通所しているが、自己の都合

で来所し、活動予定を立てることが出来ないという難しさがあった。しかし、

活動時には、少年補導職員等が少年のやる気を起こさせる声かけを行い、終

始、少年は支援者等と協調性を持って活動を楽しんだ。 

（22）岡山県 

   ◇ 事業名 「農作物の栽培・収穫等の農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

   ◇ 実施内容 

     立ち直り支援対象少年に、少年警察ボランティアが所有する畑において野菜

の苗の植え付けから、収穫までの一連の作業を体験させ、収穫した野菜は少年

とボランティア等が協力して調理し、参加者全員で料理を味わった。  

① 農業体験 

少年らは、ボランティア等の農業指導を受けた後、野菜苗の植え付け、除

草、水やり、収穫等の様々な農作業を行った。 

② 収穫野菜調理実習 

少年らが自ら収穫した旬の野菜を使った調理実習を行い、参加者全員で会

食 を実施した。 

     ③ アルバム作り 

       農作業や調理実習の様子を写した写真を使って、少年が思い思いに自分だ

けのアルバムを作成した。参加ごとにアルバムのページが増えることで、少

年の次回の参加意欲が高まった。 

     ④ ふれあい活動 

       活動期間中に、対象少年が誕生日を迎えることから、参加者全員で誕生日
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ケーキを作り誕生日を祝った。 

     ⑤ 学習支援 

        夏休みの活動日には、ボランティアの指導で夏休みの宿題にも取り組んだ。

その際、書き上げた習字を警察署が募集していた｢非行防止コンクール｣の習

字部門に出品した。 

     ⑥ 学校花壇整備 

       農業体験の一環として、支援対象少年が通う中学校の花壇の整備作業を実

施した。 

     ⑦ 感謝の会 

       農業体験の締めくくりとして、体験活動を支えてくれたボランティアに対

し、対象少年が感謝の気持ちを伝えるため、お世話になったボランティアの

似顔絵パンを作り、感謝の手紙を手渡した。 

    ◇ 反響効果 

       【対象少年】  

・ 誕生祝いをされた少年は、「すごく嬉しい、今年は色んなことを頑張り

たい」と話すなど、積極性が芽生えた。 

・ 対象少年は、回を重ねるごとに｢次は何をしたらいい｣と積極的な姿勢

を見せるようになり、参加意欲が増し、学校での生活態度も少しずつ改

善されていった。 

        【ボランティア・対象少年の母親】 

・  ボランティア等が、子供に根気強く接してくれて有り難い。 

・ 毎回同じ子供達と接することで、お互いに気心が知れ、学校巡回でも気

軽に声をかけられるようになった。作業や食事をともにすることでお互い

に心が開きやすくなった。 

（23）広島県 

◇ 事業名 「農業体験及び料理体験、野外体験活動」 

   ◇ 実施内容  

① 野菜苗の植え付け作業、炭おこし体験、料理教室 

・ さつまいも畑の整備及び植え付け 

・ 炭おこし体験 

・ 料理教室（親子焼きそば調理） 

さつまいもの植え付け作業を実施した後、非行少年と保護者及びボラン

ティアの絆づくりのため、炭おこし体験及び料理教室を行った。 

炭おこし体験は、木炭に火を辛抱強く起こす体験させるとともに、自分

でおこした火で調理をして満足そうに食していた。 

② 雑草除去作業、そうめん流し体験 
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 ・ さつまいも畑の雑草取り 

・ 流しそうめん体験 

さつまいも畑の雑草除去後、竹林から伐採した竹を組んで流しそうめん

の台座を製作した。 

薪で火をおこし、大鍋でそうめんを湯がき、台座を使ってそうめんを流

し、少年、保護者及びボランティアで会食した。 

③ 収穫作業、収穫物の料理体験 

・ さつまいもの収穫 

・ 収穫したさつまいもを使った料理体験 

さつまいもの苗植えや雑草作業を行った少年全員で、さつまいもを収穫

後、さつまいもの具を用いた豚汁等の調理を体験した。 

    ◇ 反響効果 

       【対象少年】  

・ めっちゃきつかったけど、たのしかった。 

・ 食べ物を（農作物）作るって手間はかかるし時間もかかるし、結構面倒

くさいんだ。でも俺もやれば出来る。料理結構好きかも。 

        【ボランティア】 

・ 当初は、非行少年等が本活動に参加することさえ不安であったが、子ど

も達は体験を通じて、仕事の大変さ、一つの作業をやり遂げる責任感、や

れば出来るという自己肯定感などを学んだようである。 

（24） 徳島県  

◇ 事業名 「農業体験を通じた立ち直り支援活動」 

◇ 実施内容  

  徳島県立徳島学院敷地内の｢あすなろ農園｣において、同所入所の少年、少年

補導協助員、学生ボランティア等が農業体験等を通じてふれあい、少年のコミ

ュニケーション能力を養い、少年に地域の人との絆を感じ取ってもらうことを

目的に実施した。 

 ① 第１回 

  ・ 防獣ネットハウス造り  ・ お楽しみ会 

 ② 第２回 

  ・ 夏野菜の播種と植え付け  ・ お楽しみ会 

 ③ 第３回 

  ・ 除草作業等  ・ お楽しみ会 

 ④ 第４回 

  ・ 葉ボタン苗の移植  ・ お楽しみ会 

 ⑤ 第５回 
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  ・ 大根の播種  ・ 葉ボタン苗の移植  ・ お楽しみ会 

 ⑥ 第６回 

  ・ 大根の収穫及び玉葱苗の植え付け 

  ・ 葉ボタン苗の移植  ・ お楽しみ会 

◇ 反響効果 

  【対象少年】 

・ 高いところは嫌いじゃないから、高い所でパイプを通してジョイントを

組むのも楽しかった。 

・ みんな息を合わせて作業をし、立派な防獣ネットハウスが出来上がった

ことに驚き感激した。 

・ 一人で出来なくても、みんなで協力すれば出来ると言うことを体験した。 

【ボランティア】 

・ 高所での作業を恐れず、要領を得てジョイントを組んでいく少年達の作業 

ぶりに、少年達の従順さと頼もしさを感じた。 

・ 農作業、ゲーム、休憩、大根の試食等を通して、少年達と交流が図れた。 

・ この活動を今年度で終了せず続けたい。 

・  協働作業を通して、兄姉のような感覚で少年とふれあい、コミュニケーシ 

を図ることが出来た。   

【報道の状況】 

       ２５年６月２５日「徳島新聞」に記事が掲載された。 

（25）香川県 

   ◇ 事業名 「農業体験オリーブ収穫活動」 

   ◇ 実施内容  

① オリーブの木の育成と実の塩漬け等作業活動 

・ 肥料やりや草抜きなどのオリーブの手入れ、清掃活働。 

・ オリーブの実を塩蔵する加工場で加工工程の見学後、各自で塩漬けの体 

験。 

・ ハート型の葉っぱを探し、オリジナル栞を製作。 

     ② オリーブの実の収穫と搾油、飼料工程の見学、瓶詰め作業 

      ・ オリーブの実を収穫した後、施肥等の手入れを実施した。 

      ・ 作業場でオリーブの実から搾油工程を見学の後、牛の飼料となる絞りか

すの袋詰め及びオリーブオイルの瓶詰め作業を実施した。 

    ◇ 反響効果 

       【対象少年】  

･  少年は手入れをしたオリーブの実を一生懸命収穫し「たくさん採れて嬉 

しい、今度は自分でオリーブを育ててみたい。」とはしゃいでいた。 
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【保護者】 

 ・  こんなに頑張って活動するとは思わなかった。庭の植木の水やりも自分

からやるようになった。 

        【ボランティア】 

・  何かあった時には、一緒に活動したおじさんやおばさんの顔を思い出し

て欲しい。 

・ 大学生ボランティアは「居場所づくりに協力できて良かった。」との感 

想を述べていた。 

（26） 福岡県  

◇ 事業名 「農業体験を通じた立ち直り支援活動～米ドリーム事業」 

◇ 実施内容  

「米ドリーム事業」における田植え及びさつまいもの苗植え 

 多数の団体等の協力を得て、少年の立ち直り支援活動の一環として、「米ドリ

ーム事業」を開園し、稲苗及びさつまいもの苗を購入し、立ち直り支援対象少年

とともに苗植えをはじめ、稲刈り及びさつまいもの収穫等一連の活動を実施した。 

年間を通して行われる農作業の体験から、非行少年等に、良い食べ物を育て

るためには、人が成長するのと同じ様に、その行程には幾つもの試練が立ちはだ

かり、それを乗り越えた先にある、収穫する喜びや感謝の気持ちを味わい肌で感

じてもらうこと及び、この農業を実施することにより、非行少年等に立ち直りの

きっかけを与え、家庭等において居場所のない少年等に対し、一時でも安心でき

る居場所を作ることを目的として実施した。 

◇ 反響効果 

  【対象少年】 

・ 田植えを体験した少年は、「最初は気持ち悪かったけど、やってみたら楽

しかった。」 

・ 収穫が楽しみなので、次も参加する。みんな親切に声をかけてくれて嬉

しかった。 

・ 収穫してみんなと食べるのが楽しみだ。行事には全部参加したい。 

 （27） 長崎県  

◇ 事業名  「農業体験を通じた立ち直り支援活動（みんなのわくわく農園）」

（さつまいも・みかん） 

事業の開始に先立ち、少年及びボランティアが参加して開所式を開催した後、

少年らが作成した看板を設置した。 

農業指導者であるボランティアが、さつまいものつる植え要領を説明したの

ち、参加者全員が畑に入り作業を開始した。 

初めて参加した少年達の中には多人数での活動に躊躇するものも見られた
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が、作業が進むうちに自然と会話が交わされ、その中で、交流を深めることが

出来た。 

◇ 実施内容 「トマト及び苺」栽培 

①  さつまいも畑の除草作業 

少年らは暑さに負けて作業を投げ出すものもいたが、ボランティア等に励

まされ徐々にやる気を取り戻し、汗を流しながら取り組んでいた。 

②  みかんの摘果 

農業指導者から摘果の必要性や作業要領の説明を受けた後、少年が中心と

なって、摘果作業に取り組んだ。 

③  さつまいもの収穫 

初夏につる植を行ったさつまいもの収穫を実施した。 

        収穫当日は、少年達が率先して畑に入り芋掘りに取り組んでいた。 

④  みかんの収穫 

夏に摘果作業を行ったみかんの収穫作業を行った。 

今までの活動の中でボランティアと少年達の間には、信頼関係が構築され

和気あいあいのうち収穫された。 

今回が活動最終日であったことから、少年達からこれまでの指導に対する

感謝の気持ちを込めた寄せ書きが指導者に贈られた。 

    ◇ 反響効果 

       【対象少年】 

  ・ さつまいもの収穫日を決める際、少年達は「自分たちが参加できる日に

して欲しい。」と強い希望が聞かれ、さつまいもの成長や収穫を心待ちに

している様子が窺えた。 

      【ボランティア】                       

       ･  大人達が一方的に決めたこの農園活動が果たしてうまくいくのか半信

半疑であったが、最後には少年たちが積極的に参加・協力してくれて、良

かった。 

・ 少年のための活動であるが、私達大人もたくさん元気をもらった。 

・ 自然体験を通して人と交流すること、そしてその活動を継続することの

大切さを今回の農園活動を通して実感することが出来た。 

【報道の状況】 

        平成２５年６月１８日「長崎新聞」、１０月２日「朝日新聞」、１１月１

０日「朝日新聞」、１１月１９日「長崎新聞」、１１月２７日「長崎新聞」

にそれぞれ記事が掲載された。 

（28） 大分県  

◇ 事業名  「農業体験こんぱす活動」 
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◇ 実施内容 

     ア じゃがいもの栽培及び収穫 

      ・ 継続補導少年とその母親が、じゃがいもの芽欠き作業に参加した。 

        母親と一緒に活動に参加することで、親子間の良好なコミュニケーショ

ンの時間となった。 

      ・ 万引き等の問題行動を端緒として継続補導を実施している少年、家族の

家庭内暴力問題を端緒として継続補導を実施することとなった少年及びそ

の実母が収穫及び除草作業に参加した。 

      ・ 収穫したじゃがいもは、参加少年がそれぞれの家庭に持ち帰るとともに

１１月のこんぱす活動の際に、カレーライスの具材として参加者全員で食

し、収穫の喜びを味わった。 

     イ 大根の栽培及び収穫 

      ・ 大学生ボランティアと少年が一緒に大根の種蒔きを行った。 

      ・ 種蒔きから 1 ヶ月経過した畑には、雑草が多く生えており、少年と大学

生ボランティアが協力して除草作業及び間引きを行った。 

      ・ 種蒔き時期がやや遅かったためか、一部十分な大きさに育っていなかっ

たが大根の収穫を行った。 

      ・ 大根の収穫を全て終えた畑に施肥し、ケールブロッコリー及び玉葱の苗

を植えつけた。 

◇ 反響効果 

① 参加した大学生ボランティアと少年は、自分達が栽培してきた野菜が順調 

に育つまでの間、除草作業等の世話を継続的に行ってきた。ひとつの物事に

継続的に取り組むことによる忍耐力の涵養や周囲と協力することの大切さ

等も感じることができ、大きな教育効果があった。 

② 各種ボランティアに対して、居場所づくり活動について継続的に広報を行

い、参加協力を呼びかけてきた。少年警察ボランティアとしての活動経歴の

あるボランティアにとっても、補導や相談活動だけでなく、｢少年の居場所

づくり活動｣や｢非行からの立ち直りのための中・長期的な支援活動｣の必要

性について再認識する機会となった。  

（29）鹿児島県 

   ◇ 事業名 「農業体験を通じた立ち直り支援活動」（稲作） 

   ◇ 実施内容  

① 稲の苗床作り  ② 苗床管理  ③ 田植え  ④ 案山子作り 

⑤ 稲刈り  ⑥ 脱穀 

⑦ 餅つき、紅白餅を近隣の高齢者宅を訪問し配付。 

    ◇ 反響効果 
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       【対象少年】  

・ 田んぼに入るのは抵抗があったけど、やってみると楽しかった。また参

加したい。 

・ 苗床作りや苗を手で植えるのが最初は楽だと思っていたが難しかった。 

・ 稲刈りと脱穀を経験した少年は「改めて食物を作ることの大変さを知っ

た。」 

        【ボランティア】 

・ 一緒に少年たちと活動してきて感じたことは、会話をしてみたら普通の

少年達だったと言うことが判った。 

・ 活動を通じて、日頃から少年に対して、大人から声を掛けてあげること

が大切なことだと感じるとともに、この活動は継続しなければならないと

思う。 

（30） 沖縄県  

◇ 事業名 「｢友愛フレンド農園｣での農業体験活動～目指せ未来の農業リーダ 

ー」 

◇ 実施内容  

① 平成２５年９月、「友愛フレンド農園」の開墾予定について意見交換会を実

施した。 

② 平成２５年１０月、「第５回友愛フレンド農園収穫祭」に向けた調整会議を

実施した。 

③ 平成２５年１１月、「第５回友愛フレンド農園収穫祭」（カレー会）の具材

となる人参、玉葱、じゃがいも、コーン等の植え付け作業を農業指導員から

指導を受けながら実施した。 

④ 少年らは、植え付け作業を実施してから収穫までの間、間引き作業や水ま

きを実施した。 

⑤ 平成２６年２月、少年らを中心に活動に参加した関係者を含めて「第５回

友愛フレンド農園収穫祭」を実施した。 

◇ 反響効果 

【対象少年】 

            ・ 野菜苗の植え付けから収穫まで体験した少年から、「農園作業大好き、と

っても楽しい」、「収穫した野菜を早く持ち帰って、家族と食べたい」など 

           の感想が聞かれた。 

【ボランティア・その他関係者】 

           ・ 子供達は自分で育てた野菜を具材にしたカレーをとても楽しみにしており、 

農業を体験出来て良かった。 
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別紙３ 

少年警察ボランティア等の地域カンファレンスの開催 

  

（１）宮城県 

   平成２５年１１月６日～平成２５年１１月２６日 

 【中央ブロック】 

平成２５年１１月６日（水）午後１時３０分～午後４時００分 

◇ 研修会場 名取市：「名取市文化会館」 

◇ 研修内容 

① 講 演 

    「非行少年に対する立ち直り支援について」 

仙台市立人来田中学校旗立分教室 教頭 渡邊 勝典 氏  

【講演内容】 

  旗立分教室は、児童自立支援施設宮城県さわらび学園に入園している児童・ 

生徒に対して、学校教育法に基づき支援を行う施設である。 

  さわらび学園では生活基盤を、旗立分教室では学習の基盤を支えている。分 

教室では授業等に体験活動を多く取り入れ、コミュニケーション能力の向上を 

図り、社会的応力を育成するために生徒会活動にも力を入れている。 

 また、支援に当たっては、関係機関との連携を強化し、きめ細やかな対応を 

心がけている。在籍する児童生徒は、多種多様な問題を抱えており、様々な手 

段や方法による支援が必要となるが、「最後まで見捨てない」という原点に立 

ち適切な対応に努めている。 

② きずな音楽会 

立ち直り支援対象の１６歳の女子少年がピアノ演奏をし、出席者全員で「大切 

なもの」を合唱した。 

◇ 参加人員 合計１０５名（少年補導員９２名 警察職員等１３名） 

   【沿岸ブロック】 

平成２５年１１月２２日（金）午後２時００分～午後４時００分 

◇ 研修会場 石巻市：「桃生文化センター」 

◇ 研修内容 

①  講 演 

    「非行少年の立ち直りのために心得ておきたいこと」 

仙台少年鑑別所所長 吉田 弘之 氏 

【講演内容】 

ア 面接では、相手が答えやすいような質問をすることが重要である。例えば 

「お父さんはどんな人？」と聞いても子どもが「普通」と答えると何もわから 
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ない。質問の仕方を変えて「もし友達にお父さんのことを１０個言うとした 

ら何て言う？」と聞くと「酒飲み」「太っている」「煙草吸う」等色々と聞き 

出すことができ、父親のイメージや子どもが抱いている感情が分かる。   

イ 人は、悩みを多く抱えているときは人と関われない。人と関わる時には自 

分にある程度余裕が必要である。 

ウ 子ども達には自立して大人になる準備をして欲しい。良いところも悪いと 

ころも全部含めて自分であることを認めることが大切である。 

          等の講演のほか、参加者が２人１組になり、相手を褒めたり、相手を不愉快に 

させる演習も取り入れた講演であった。 

② アトラクション 

    寺崎はねこ踊り保存会による「寺崎のはねこ踊り」 

    ※ 石巻市桃生町寺崎地区では、地域に残るはねこ踊りを伝承しており小学生 

から大人までの会員による踊りが披露された。 

◇ 参加人員 合計６５名（少年補導員５７名 警察職員等８名） 

   【仙北ブロック】 

平成２５年１１月７日（木）午後２時００分～午後４時００分 

◇ 研修会場 栗原市：「栗原市若柳総合文化センタードリームパム」 

◇ 研修内容 

① 講 演 

    「あきらめられない子どもたち」 ～ より意味のある決断できる人に成長する 

ために ～ 

一般社団法人 メンタルパイロテージジャパンオフィスろごす 

 代表 吉田 香里 氏 

【講演内容】 

  子どもが問題を抱えている親子関係において、親は第三の位置に立って、子 

どもが良心によって決断をなすことを信じることが大切である。 

  子どもに関わる親や大人は、子どもが自らの良心を育成できるよう、人の基 

本的信頼を得られる環境を整える必要がある。 

② ＤＶＤ視聴 

  サイバー犯罪防止教室用ＤＶＤ「画面の中の分かれ道」を視聴し、サイバー空 

間の現状を研修した。   

◇ 参加人員 ６２名（少年補導員５２名 警察職員等１０名） 

   【仙南ブロック】 

平成２５年１１月２６日（火）午後１時３０分～午後４時００分 

◇ 研修会場 大河原町：「大河原警察署 大会議室」 

◇ 研修内容 
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① 講 演 

    「子どもとの接し方 ～ 本の読み聞かせを通じて ～」 

まつお文庫主宰 松尾 福子 氏 

【講演内容】 

   ア 自宅を文庫として開放し、地域の図書館と児童館を併せ持った施設として、 

子どもの居場所となっている。 

   イ 今の子どもたちは小さい時から機械を通した音に囲まれ、生の声での語り 

かけが減少している。 

          ウ 絵本の読み聞かせは、生身の人間の声と心を届けること。本と出会ってい 

れば他者の状況や心を想像し、いじめや自殺もなくなるのではないかと思う。 

          エ 子どもの興味を引き出す言葉遊びや手遊びの紹介。 

② 分科会 

   参加者が４グループに分かれて、「非行少年の立ち直り支援」について討議し 

た。 

◇ 参加人員 ５１名（少年補導員４４名 警察職員等７名） 

◇ 総参加人員 総計２８３名（少年警察ボランティア２４５名、警察職員等３８名） 

（２） 秋田県  

    平成２５年９月１２日（木） 午後１時３０分～同４時００分 

◇ 研修会場 大仙市：｢大曲市民会館小ホール｣ 

◇ 研修内容 

① 第一部 講演会 

        演題「現代の青少年気質を考える」～間違えた躾の理念を正す～ 

      講師 湯沢市適応指導教室「そよ風教室」相談員 佐々木 敏 氏  

  ② 第ニ部 パネルディスカッション 

     テーマ「地域の大人が支える立ち直り支援活動について」～立ち直り支援活動 

の取り組みについて～  

○ コーディネーター 

          佐々木 敏 氏  

       ○ パネリスト 

           大仙地区「健全な少年を育む地域の取組み」 齊藤 亘 氏 

           秋田臨港地区「農作業による立ち直り支援活動」 佐藤 りつ子 氏 

      能代地区「砂像作りによる支援活動」 関 春男 氏 

           仙北地区「地域の小正月行事を通じた支援活動」 荒木 和子 氏 

【効果等】 

ア  講演会 

・ 青少年に対して目をかけ耳を傾け言葉をかけることや、体験を通じた事業 

への取り組み、世代を超えた伝統行事などへの取り組みなど地域教育の充実 
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を図ることが学力向上にも繋がっており、その果たす役割は大きい。 

・ 自信を持ってボランティア活動を推進して行く。 

     イ パネルディスカッション 

           ・ 各地域の祭典を利用した啓発活動や農作業への取り組みなど、体験を通じ 

た発表で、参加者の意識高揚を図ることがてきた。 

      ・  地道でありながらも活動していることは意味のあることであると改めて認 

識した。 

           ・ 今後も地域の特色を活かした活動を推進して行く。 

      ・ 初めての取り組む施策は苦労もあるが、実践して見なければ前進しない。 

      ・ 意見を出し合って、子ども達に体験の場を提供していきたい。 

◇ 参加者 合計２８１名（少年警察ボランティア２５９名 警察職員等２２名） 

（３）福島県  平成２５年１１月２０日～１２月２日  

【会津方部】 

平成２５年１１月２０日（水）午後３時００分～午後４時３０分 

◇ 研修会場 会津若松市  

◇ 研修内容 

講 演 

～親子の絆～「こころは何で育つのか？」 

     

 

現代の子どもと子育ての問題点や、体験と読書の重要性、親子の愛情関係が 

いかに子どもに影響を与えるかについて、ハーモニカの演奏や野口英世の母の 

手紙の朗読を交えながらの講演をし、「心は心でしか育たない」ことを話され 

た。 

◇ 参加人員 合計５６名（少年補導員等５０名 警察職員６名）  

  【県南方部】 

平成２５年１１月２９日（金）午後１時３０分～午後４時００分 

◇ 研修会場 郡山  

 研修内容 

講 演 

 

 

    

  

   

インターネットは便利な反面、多くの危険も潜んでお 

り、犯罪やトラブルが後を絶たない現状をふまえ、数多く存在する有害サイト 

に着目し、事例や対策方法、ネット用語の解説等を講話した。 
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◇ 参加人員 合計１３０名（少年補導員等１１５名 警察職員１５名）  

【県北・相馬方部】 

平成２５年１２月２日（月）午後１時３０分～午後４時００分 

◇ 研修会場 福島  

◇ 研修内容 

 講 演 

 

  

      

      

 

   

 

 

 

◇ 参加人員 合計９３名（少年補導員等７８名 警察職員１５名） 

【いわき方部】 

平成２５年１２月２日（月）午後２時００分～午後５時００分 

◇ 研修会場 いわき  

◇ 研修内容 

講 演 

 

     東日本旅客鉄道株式会社 水戸支社営業部 

 企画担当課長 川崎 健治 氏 

 

     少年の駅利用について、乗車マナー、喫煙、携帯電話の使用、自由通路の利 

用方法などで利用者からの苦情が多く、マナー向上へのキャンペーンを行って 

いることなど、駅利用や乗車マナーの実情と対策について説明を受け、少年の 

規範意識の向上について川崎氏と意見交換を行った。 

◇  参加人員 合計６９名（少年補導員等６０名 警察職員９名） 

( ４)  東京都 平成２５年１０月２日（火）～平成２６年２月６日（木） 

【大森少年センター】 

平成２５年１０月２日（火）午後２時００分～午後４時００分 

◇ 研修会場 「品川区立総合区民会館きゅうりあん７階イベントホール」 

◇ 研修内容   

第一部 
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 「街頭少年補導活動の実技指導」 

  ・ 「家出編」「飲酒、金品持ち出し編」 

  ・ 大森少年センター員、新規委嘱の少年補導員・指導委員代表 

第二部 

講 演「ネット・ケータイのトラブル最新事情と子供を守るためのファミリーｅ 

ルール」 

講 師 心の東京革命 ファミリーｅルール 石村 吉輝 氏 

      【講演内容】  

 ① 子供を取り巻くネット・ケータイの環境について 

 ② ネット・ケータイ利用上の留意点 

③ ネット・ケータイのトラブル  

 ④ 終りに  

《反響等》 

 第一部 

 ・ 今まで声をかけるのに不安なところがあったが、このやり方なら安心だ。 

 ・ 大変勉強になつた。これからは自信を持って補導ができる。 

  ・ 親にも問題があることがわかった。子供の話もよく聞く必要がある。 

第二部 

  特にＩＴ技術で子供にかなわないと関わりを避けがちな大人に対して、大人 

は実生活でのスキルに通じており、自信を持って子供と関わるべきだとのアド 

バイスには全員が大きくうなずくなど真剣に受講し、各種団体でも講演して欲 

しいとの要望も多く大きな反響を得た。 

◇ 参加者 合計１４６名（少年警察ボランティア１３１名、警察職員等１５名）  

【世田谷少年センター】 

平成２５年１１月６日（水） 午後２時００分～午後４時００分 

◇ 研修会場 「世田谷少年センター」 

◇ 研修内容 

第一部 

    講 話 

       「（神経）発達障害と少年非行について」 

          世田谷少年センター 副主査 荒井 茂 氏 

【講話内容】  

     ① 発達障害とは        ② 注意欠陥多動性障害（ＡＤ／ＨＤ） 

     ③ 学習障害（ＬＤ）    ④ 広汎性発達障害 

     ⑤ 発達障害と少年非行   ⑥ 発達障害への対応 

   第二部 
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    講 演  

          「インターネットのつきあい方」～本当は怖い？インターネット～ 

デジタルアーツ株式会社経営企画部 

コンシューマ課長 高口 裕之 氏                          

【 講 演 内 容 】  

     ①  最 近 の ネ ッ ト 事 情  ②  Ｓ Ｎ Ｓ ・ 出 会 い 系 に よ る 被 害  

     ③  個 人 情 報 流 出    ④  高 額 請 求  

 ⑤  ネ ッ ト の 被 害 を 防 ぐ に は  

  ア  家 庭 で の ル ー ル を つ く る  

  イ  フ ィ ル タ リ ン グ を 利 用 す る     

  ◇  参加者 合計１０５名（少年警察ボランティア９２名、警察職員等１３名） 

     【新宿少年センター】 

平成２６年２月４日（火）午後３時００分～午後４時３０分 

◇ 研修会場 「産業会館（ＢＩＺ新宿）多目的ホール」 

◇  研修内容 

    ①  挨 拶 鈴木伸幸新宿少年センター少年補導員連絡協議会会長    

          渋谷義彦新宿少年センター所長              

   ②  講 演 

「少年を取巻く現状について」 

日本ガーディアン・エンジェルス理事長 小田 啓二 氏 

《講演内容》  

① ガーディアン・エンジェルスの活動 

② 現在の少年を取り巻く現状 

③ 少年達が求めていること。 

④ 大人達に求められるコミュニケーションの重要性 

⑤ 少年達とコミュニケーションを取るテクニック 

 ア 彼らは繁華街で大人に声を掛けられるのはわかっている。歳の差で遠 

慮することなく、どうどうと声を掛けても彼らはびっくりしない。 

 イ 大きな優しい目、小さな口で対応する、口うるさく言わないこと。 

 ウ 会話のキャッチボールは相手が投げやすいようにすること。 

 エ 目を見て会話すること。 

 オ 真剣に話を聞くこと。 

 カ 話の途中で質問をせずに最後まで聞くこと。 

 キ 大人の笑顔が大切であること。  

 ク まずは挨拶をすること。 

《反響等》 
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「パワーポインターを使用しての説明で、分かりやすく、現在の少年達を取 

り巻く状況、少年達が求めていること、大人達に求められるコミュニケーシ 

ョンの重要性等、大変参考になった。少年達に対する「声掛け」の大切さを 

痛感した。」等の意見が聞かれ好評であった。 

  ◇ 参加者 合計１１１名（少年警察ボランティア９４名、警察職員１７名） 

【巣鴨少年センター】 

平成２５年１１月１日（金）午後３時００分～午後５時００分 

◇ 研修会場 「豊島区勤労福祉会館 ６Ｆ大会議室」 

◇ 研修内容 

① 研 修 

 ア 講 話 

    「ネット社会と子供の世界」 

      巣鴨少年センター所長 内田 孝正 氏 

《講話内容》  

   (ァ) いたずら画像の公開の危険性 

   (ィ) ネットいじめ 

   (ゥ) 高校生のスマートフォン所有率（６９.５％） 

   (ェ) ＬＩＮＥの危険性 

 イ 講 話 

    「非行少年の立ち直り支援」 

      東京都青少年・治安対策本部青少年課 主事 若宮 祐樹 氏 

《講話内容》  

   (ァ) 取組の背景 

   (ィ) 現状と課題 

   (ゥ) 東京都の主な取り組み 

② 講 演  

「今こそ、地域の力」 

ご近所付き合い広め隊 事務局長 市村 敦子 氏 

《講演内容》  

      ア ご近所付き合い広め隊のあゆみ 

      イ 活動の３本柱 

       ・ あいさつ・パトロール・環境美化 

      ウ 活動内容 

       ・ ６地区にわかれてパトロール実施 

       ・ 清掃・違法看板の撤去・ポスティング・警告書貼付 

       ・ 馬橋瓦版の発刊等 



92 

 

      エ 活動結果 

       ・ 発隊以来馬橋地区の空き巣被害の減少  

《反響等》 

  地域カンファレンスで学んだ事を、少年の健全育成に役立てて行きたい。  

 ◇ 参加者 合計１３１名（少年警察ボランティア１１８名、警察職員等１３名） 

【台東少年センター】 

平成２５年１１月８日（金）午後２時００分～午後４時００分 

◇ 研修会場 「台東区生涯学習センター ３０１研修室」 

◇ 研修内容 

    ①  開会の挨拶 

      台東少年センター補導員会副会長 関谷 芳久 氏 

          台東少年センター所長 城山 昭一 氏 

      ② 講 演 

            「少年事件の特徴的傾向 家族の大切さ」 

                 元警視庁生活安全部指導官 渡邊 儀兵衛 氏   

     《講演内容》 

    ア 最近の少年事件の特徴的傾向は 

      少年人口が減少しているにもかかわらず、社会の耳目を集める少年事件が全 

国的に発生している。 

    イ 躾については 

     ・ 家庭の躾、教育も同じで小さい時からきちんと基礎をつくりあげることが 

大事である。 

          ・ 悪いことをしたら叱る。叱るとは、相手の立場になって忠告し、教え、 

アドバイスする。正面から子供に向き合い、こころを理解する。  

    ウ 子供に教える３つの大事なことは 

     ・ 正しいこと、悪いことを見極めて欲しい。 

     ・ 卑怯なことはしない。 

     ・ 犯罪をやめる・やめさせる勇気のある人になって欲しい。 

     《反響等》 

     ・ 最近の少年事件の特徴などの具体的な話は、大変分かりやすく参考になり、

今後の補導活動に役立てたい。  

・  少年の非行防止で大切なことは、家族の役割であることを改めて感じた。 

家庭の中できちんと躾がなされていないことを感じた。 

◇ 参加者 合計９０名（少年警察ボランティア７８名、警察職員１２名）  

      【江戸川少年センター】 

平成２６年２月６日（木）午後４時３０分～同５時３５分 
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◇ 研修会場 江戸川区： 「ホテルニューオークラ」 

◇ 研修内容 

    基調講演 

「 相撲を愛して」～相撲を通じた青少年の育成～ 

      武蔵川部屋親方（元横綱武蔵丸）武蔵川 光偉 氏 

     《講演内容》 

       ア 武蔵川親方のプロフィール 

       イ 現役時代のエピソード 

      ウ  青少年の健全育成 

             ･  人を育てるために一番大事なものは「コミュニケーション」。 

       ・ 門限は１０時半。 

       ・ 部屋訓「我慢して努力すれば、人間きっと成功できる」 

  ◇ 参加者 合計１１７名（少年警察ボランティア１０７名、警察職員１０名）  

      【立川少年センター】 

平成２５年１１月５日（火）午後２時００分～午後４時００分 

◇ 研修会場 立川市：「女性総合センター・アイム」 

◇ 研修内容 

  研修会 

     ア 少年非行の現状について 

立川少年センター 藤田 浩司 所長 

イ 講 演 

「少年との関わりから見る立ち直り支援活動」 

  ＮＰＯ法人ユース・サポート・センター・友懇塾 

    理事長 井内 清満 氏 

《講演要旨》 

(ｱ) 経歴 

  報道カメラマンとして、世界各国を訪問してきた。その後、青少年の 

問に関わるようになった。その中で、子どもたちに居場所が必要である 

と考えるようになった。  

(ｲ) 電話相談 

  電話相談は、２４時間３６５日行っており、訪問相談も行うようにして 

いる。自宅に訪問することによって、その家の状況だけではなく、家族関 

係まで理解することができる。 

(ｳ) 里山活動 

  木材等を利用した「オブジェ・もの作り」を行ったりしている。参加者 

全員に「肥後ナイフ」を持たせて、ナイフの使い方を教えている。 
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(ｴ) 清掃活動 

  非行を起こした少年達に、「社会のかかわりのシャワー」を浴びさせ、 

少年のこころをリラックスさせる目的で行っている。感謝されたことのな 

い 少年にとって、他人から感謝されることに非常に意味がある。 

(ｵ)  関わるということ 

  これまで、少年らと関わりを持つ中で気づいたことは、関わるのであれ 

ば、中途半端ではなく、終局的まで徹底的に関わることが大切だというこ 

とである。 

  ◇ 参加者 合計１３９名（少年警察ボランティア１２７名、警察職員等１２名） 

      【八王子少年センター】 

平成２５年１０月２１日（月）午後２時００分～午後４時００分 

◇ 研修会場 八王子市： 「クリエイトホール」 

◇ 研修内容   

   ① 基調講演 

「満州からの引き揚げ体験」 

東京更生保護女性連盟会長 中野 淳子 氏 

《講演内容》 

     ア 東京更生保護女性連盟の成り立ちから現在まで 

       現在、７ブロック、会員数約１４０００人で活動している民間ボランテ 

ィア団体である。 

     イ 満州からの引き揚げ体験 

      ・ 満州で、私・弟・妹二人が生まれた。 

      ・ 昭和２１年に日本に帰ることになったが、収容所などを転々としなが 

ら、何とか引き揚げ船に乗り込んだ。 

      ・ 日本に上陸して初めて食べたのが、お米で作ったおにぎりであったが、 

そのときの味は今でも鮮明に覚えている。両親は、私たち弟妹を日本に 

帰還させるために大変な苦労をした。そのときの恩返しに、更生保護の 

仕事を選んだ。 

      ・ 他人のために活動するのは素晴らしいことだ。少年補導も子どもを救 

う活動であるので、一日一日を大事に続けて頂きたい。 

② 講 話１ 

  「サイバー犯罪防止対策講話 スマホの落とし穴」 

    八王子少年センター 正木巡査長 

《講話内容》 

ア スマートフォン（スマホ）の現状 

イ 未成年のスマホ 
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ウ スマホのフィルタリング 

エ 見落としがちな携帯音楽プレーヤーと携帯ゲーム機 

オ Ｗｉ－Ｆｉについて：無線ＬＡＮと公衆無線ＬＡＮ  

カ スマホのトラブル 

キ 保護者の方へ・子ども達へ 

③ 講 話２ 

  「振り込め詐欺防止講話」 

    八王子少年センター 山﨑主査 

《反響等》 

     ・ 苦労した人の話を聞き、少年のために一層補導活動を頑張ろうと思った。 

    ・ スマホについて、便利な反面危険が大きいことを知り、子ども達が危な 

いと思った。 

     ・ スマホなど、勉強したことについて、地元の人にも広めたいと思った。 

  ◇ 参加人員 １１３名（少年警察ボランティア１００名、警察職員等１３名）  

◇ 総参加人員 総計９５２名（少年警察ボランティア８４７名、警察職員等１０５

名） 

（５）神奈川県 

平成２５年９月１日～平成２６年２月２０日 

  【県西地区】 

    平成２５年９月１日（日）午後１時００分～午後３時００分 

◇ 研修会場 「小田原市生涯学習センター  

◇  研修内容 

① 講 演 

「子どもたちを取り巻くスマホの危険」 

神奈川県警察少年相談・保護センター 

専門官  竹内 義晴 氏 

【講演内容】 

  近年の携帯電話を含むスマートフォンの子どもたちへの普及はすさまじく、 

一歩使い方を間違えば犯罪に巻き込まれ危険な目にあうこともあることから、 

保護者を含む地域の大人たちにその危険性を認識させることを目的に開催し 

た。 

◇  参加人員 合計９６名（少年補導員８１名 警察職員１５名） 

【県央地区】 

  平成２５年９月２５日（水）午後２時００分～午後３時３０分 

◇ 研修会場 「座間市立市民文化会館ハーモニーホール座間  

◇  研修内容 
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① 講 演 

「青少年とのコミュニケーションのとり方について」 

       愛甲郡愛川町レクリエーション協会 

会長 井上 桂 氏 

【講演内容】 

    「コミュニケーション力の向上」、「子どもとの接し方」について、腹話術や 

手品等を交えた講演を行った。 

  １ コミュニケーションとは  ２ 相手意識を持つ 

 ３ 関係づくり        ４ 指導から支援へ 

 ５ 自分の世界を広げる 

◇  参加人員 合計６６名（少年補導員５８名 警察職員８名） 

【川崎地区】 

  平成２５年９月２７日（金）午後３時００分～午後５時００分 

◇ 研修会場 川崎市：「ホテルＫＳＰ」 

◇ 研修内容 

 講 演 

「少年に関わるサイバー犯罪の現状とその専門的知識の向上」 

講  師  

神奈川県警察本部生活安全部サイバー犯罪対策課 

 副技幹 夘野 智喜 氏 

【講演内容】 

講師に、神奈川県警察本部サイバー犯罪対策課の情報セキュリティアドバイ 

ザーを迎え、地域に根付く少年補導員として、どう子どもたちをサイバー社会の 

危険性から守っていくかについて講演した。 

◇  参加人員 合計１４４名（少年補導員等１２４名 警察職員２０名） 

【横浜第三地区】 

  平成２５年１０月１０日（木）午後２時３０分～午後５時００分 

◇ 研修会場 「神奈川県戸部警察署５階講堂  

◇ 研修内容 

１ 講 演 

「児童虐待と少年非行について」 

       講 師 

横浜市中央児童相談所 

支援課長  菅原 正興 氏 

     ２ 講 演 

        「様々な要因による少年非行について」 
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       講 師         

        神奈川県警察少年相談・保護センター 

         少年育成課課長補佐 少年相談員 西谷 晴美 氏 

【講演内容】 

  １ 児童虐待の実態について、事例をあげたわかりやすい講演を行うとともに、 

地域の大人がどう手を差し伸べていけばよいかについて講演した。 

  ２ 非行少年たちを本当に改善させるためには、地域の大人たちがもっともっ 

   と子どもたちとのかかわりを持つことが大切であり、その代役を任されてい 

る少年補導員として、子どもたちとどのようにかかわるべきであるかを講演 

した。 

◇  参加人員 合計７５名（少年補導員等６５名 警察職員１０名） 

【相模原地区】 

  平成２５年１０月１２日（土）午後３時３０分～午後４時３０分 

◇ 研修会場 「神奈川県相模原北警察署５  

◇  研修内容 

 講 演 

「発達障害を抱える子どもたちの苦悩と変化について」 

講 師  

相模原市児童相談所 

児童福祉司  山﨑 仁 氏 

【講演内容】 

  発達障害を抱える子どもたちについて、少年補導員として街頭補導に従事する 

際にどんなことに気をつけるべきか、そのような子どもたちにどのように接すれ 

ばよいかについての講演を行った。 

◇  参加人員 合計１２２名（少年補導員１１０名 警察職員１２名） 

【横浜第二地区】 

  平成２５年１０月１８日（金）午後４時００分～午後６時００分 

◇ 研修会場 「ホテルキャメロットジャパン」 

◇ 研修内容 

 講 演 

「発達障害を抱える子どもたちの行動とその対応について」 

講 師 

 横浜市総合教育相談センター スーパースクールバイザー 

  臨床心理士 ヴィヒャルト 千佳子 氏 

【講演内容】 

  学校や地域の現場において少年たちと直接かかわる少年補導員に対し、発達 
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障害を持つ少年たちの現状とその対応要領について講演してもらい、少年補導員

としての 

スキルアップを図ることを目的に開催した。 

◇  参加人員 合計６１名（少年補導員５４名 警察職員等７名） 

【三浦地区】 

  平成２５年１１月１５日（金）午後６時３０分～午後８時００分 

◇ 研修会場 「ヴェルクよこすか６階大ホール」 

◇  研修内容 

 講 演 

「少年補導員として人権感覚を高めるためには」 

講 師 

 元横浜市立中学校校長会会長  

人権擁護委員 鈴木 節夫 氏 

【講演内容】 

  時に言葉は凶器になる。他人を自殺にまで追い込むこともある。何気ない一 

言が人の人生を狂わせることもある。特にリーダー的立場にある人は気をつけ 

なければならない。それには、一人ひとりの人権感覚を磨くことが必要である。 

少年補導員が、言葉の大切さを理解し、人権感覚を磨き、国の宝である子ども 

たちをよい方向に導くのに役立つよう、本講演を実施した。 

◇  参加人員 合計８８名（少年補導員７６名 警察職員等１２名） 

【横浜第一地区】 

  平成２５年１１月２６日（火）午後４時００分～午後５時３０分 

◇ 研修会場 横浜市：「横浜国際船員センター」 

◇  研修内容 

 講 演 

「サイバー犯罪の現状と少年の被害防止について」 

講 師 

神奈川県警察本部生活安全部サイバー犯罪対策課 

 副技幹 夘野 智喜 氏 

【講演内容】 

  少年のインターネットをめぐるトラブルの増加と多様化に対応した大人の役割 

 について言及するとともに、少年補導員として地域に、学校に、そして子どもた 

 ちにどう訴えていくかについての講演を行った。 

◇  参加人員 合計７３名（少年補導員６５名 警察職員等８名） 

【湘南地区】 

  平成２５年１１月２９日（金）午後１時３０分～午後３時００分 
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◇ 研修会場 藤沢市：「湘南台公民館地下１階」 

◇  研修内容 

 講 演 

「少年非行の現場と少年院について」 

講 師 

  久里浜少年院次長 藤島 清 氏 

【講演内容】 

 １ 少年院の、教育方針とその流れ、各種教育活動について 

２  少年の立ち直りについて 

３ 多様な発達的困難性にある少年に対する矯正教育について 

  ◇  参加人員 合計７５名（少年補導員６５名 警察職員等１０名） 

【横浜第四地区】 

  平成２６年２月２０日（木）午後３時３０分～午後５時００分 

◇ 研修会場 横浜市：「新横浜プリンスホテル」 

◇  研修内容 

 講 演 

「万引きＧメンから見た非行少年の犯罪心理とその手口」 

講 師 

      高栄警備保障株式会社 

       保安部保安課長 宇根 喜美代 氏 

【講演内容】 

  いわゆる「万引きＧメン」を講師に迎え、子どもたちの万引きの現状と自己 

の経験から学んだ非行少年への接し方などについての講演を行い、街頭補導の 

際に万引きを現認した場合の対応要領等について学んだ。 

◇ 参加人員 合計１３０名（少年補導員１２０名 警察職員等１０名） 

◇ 総参加人員 総計９３０名（少年警察ボランティア８１８名、警察職員等１１２ 

名） 

（６）山梨県 

     平成２５年１２月１０日 

 ◇ 研修会場 甲府市：「甲府刑務所」 

◇ 研修内容 

① 施設内見学 

② 講義（甲府刑務所担当官） 

    ア 甲府刑務所の収容者の状況、刑務所内での一日について 

     ・ 収容人員 ６１８名（受刑者５１８名、未決１００名）。 

       主に２６歳以上の刑期１０年未満の犯罪者傾向が進んでいる男子受刑者を 
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収容している。 

     ・ 受刑者は、日課時限に従い生活している。 

 ６時４０分起床、７時４０分～１６時２０分作業など、２１時就寝        

    イ 矯正処遇の目標達成と改善更生の意欲の喚起について 

     ・ 受刑者個々に矯正処遇の目標を達成するため犯罪の責任を自覚させ、健康 

な心身を培わせ、改善更生の喚起及び円滑な社会生活に適応するために必要 

な知識及び生活態度を習得するために必要な指導を行っている。 

   ③ 参加した補導員の反響 

     講義のあとに行われた意見交換会において、 

      ・ 刑務所は、少年鑑別所や少年院とは違うが、収容者に目標を設定させる 

という点においては、非行を起こした子供たちの更正にも通じるところが 

ある。 

      ・ 警察が行っている非行少年を参加させての農業体験にも、今後もより一 

層協力したい。 

     などの意見が出され、有意義な研修となった。 

◇ 参加人員  合計３３名（少年補導員等２５名・警察職員８名）    

（７）長野県 

中信地区 平成２５年１０月４日（金）午後１時１５分～午後４時４０分 

      北信地区 同年１１月７日（木）午後０時３０分～午後４時００分 

◇ 研修会場 塩尻市：中信地区「塩尻市市民交流センター」 

長野市：北信地区「長野市若里市民文化ホール」 

◇  研修内容（中信地区） 

① 基調講演 

     演題「絆とチームワーク～成功に至る組織作りと人づくり～」 

     講師 学校法人創造学園  

        創造学園高等学校長 壬 生 義 文 氏 

② 研修 

 ⑴ 少年非行の現状と問題点  

       警察本部少年課長 

⑵ 立ち直り支援活動発表 

     ア 座禅及び写経体験について 

       木曽少年警察ボランティア協会 

     イ おやき作りと稲刈り体験について 

       塩尻少年警察ボランティア協会 

     ウ シクラメンの摘花作業について 

       安曇野少年警察ボランティア協会 
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 ⑶ 大町少年警察ボランティア協会の取組について 

      大町少年警察ボランティア協会 

③ 研修会宣言の採択 

    ○ 家族や地域との絆を深め、少年の非行を防止する行動 

 ○ 少年の身近なところにある有害環境を浄化する活動 

 ○ 少年の規範意識を高める地域ふれあい活動 

 ○ 問題を抱えた少年の立ち直りを支援する活動 

に取り組み、少年たちの非行防止と健全育成のために活動することを宣言する研修 

会宣言が全会一致で採択された。 

《効果・反響》 

     ○ 壬生義文氏の講演は、高校生バレーボール競技を通して、「夢を叶えるための 

4 つの条件（目標と目的、意識改革、思考力、限界意識）」を基に、指導者とし 

て子供達とどう向き合っていくかを考えさせる内容であり、全国制覇を成し遂げ 

るまでの組織・環境作り及び人間関係の構築等は、少協の今後の展望にも通じる 

有意義なものであった。 

○ 各地区で実施された立ち直り支援事例の発表は、参加経験のない少協会員にと 

って「今後、自分も是非活動に参加したい。」との動機付けとなり、少年警察ボ 

ランティア活動への意欲の向上が図られた。 

◇  研修内容（北信地区） 

① 基調講演 

    演題 「少年警察ボランティアに期待する」 

    講師 公益社団法人全国少年警察ボランティア協会 

       前事務局長 富永一法 氏  

② パネルディスカッション 

    テーマ 「少年警察ボランティアが抱える課題や問題点」 

    コーディネーター 富永一法 氏 

    パネリスト 北信地域６地区少年警察ボランティア協会代表者 

③ 研修会宣言の採択 

 ○ 家族や地域との絆を深め、少年の非行を防止する行動 

 ○ 少年の身近なところにある有害環境を浄化する活動 

 ○ 少年の規範意識を高める地域ふれあい活動 

 ○ 問題を抱えた少年の立ち直りを支援する活動 

に取り組み、少年たちの非行防止と健全育成のために活動することを宣言する研修 

会宣言が全会一致で採択された。 

《効果・反響》 

    ○ 全国少年警察ボランティア協会の事務局長を長年務められた富永一法氏の講演
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中の、少年警察ボランティアに期待する「青少年を取り巻く環境の実態の変化に

関心を」、「ボランティア同士横に手をつなごう」、「いじめをなくす努力を」 

「『地域の子は、地域で守り育てる』」との提言は、ボランティアの任務の再認 

識と活動意欲の向上に繋るものであった。 

○ パネルディスカッションでは、各地区協会が抱える現状と問題点の情報を共有 

 することができ、また、富永氏の解説により、活動における疑問点等が解消に繋 

がった。 

◇ 参加人員 合計３３６名（少年警察ボランティア３００名 警察職員等３６名） 

（８）静岡県 平成２５年１１月１２日（火）～平成２６年１月３０日（木） 

【東部地区】 

平成２５年１１月１２日（火）午後２時００分～午後４時１０分 

◇ 研修会場 「清水町地域交流センター」 

◇ 研修内容   

① 講演「子どもたちをネットトラブルから守るために」 

       講師 静岡大学教育学部講師 塩田 真吾 氏    

【講話内容】  

      スマートフォン等を巡るトラブルについての事例を踏まえ、ゲーム機、音楽 

プレーヤーを含めたフィルタリング利用の必要性や子どもたちを守るための３

つのポイント「様々な経路からトラブル事例と正しい知識を提供する」、「家

庭でのルールづくり、フィルタリングの徹底」、「メディアとの付き合い方を

考えさせる」について理解を深めた。 

②  班別検討会 

 少人数の班に分かれ、講演内容について意見交換会を実施し、「ルール作りの 

難しさを感じ、もっと詳しくインターネットの問題を知りたいと感じた」等の感 

想が聞かれた。 

◇ 参加者 合計１２２名（少年警察ボランティア１０５名、警察職員等１７名）  

【中部地区】 

平成２５年１１月１３日（水）午後２時００分～午後４時００分 

◇ 研修会場 「静岡音楽館ＡＯＩ」 

◇ 研修内容   

① 有害図書類等の販売実態発表（各署ボランティア） 

  各署のボランティアが地域のコンビニや書店等を事前に実態調査をし、実際に 

有害図書や不健全図書を購入して発表を行った。雑誌の付録に、有害サイトを閲

覧できるＤＶＤがついているものや暴力団や犯罪の方法が掲載されている様々な

問題性のある本が、普通の書店で簡単に買える状況にあった。 

② 講演 「青少年のための有害環境浄化について」 
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  講師 静岡県教育員会社会教育課主幹 依田 隆利 氏 

【講話内容】  

       静岡県の青少年環境整備条例における有害図書の指定や不健全図書類の自 

主規制の他、保護者へのフィルタリング活用の義務等について説明があり、有 

害環境浄化には、大人の管理徹底が不可欠であることについて理解を深めた。 

◇ 参加者 合計１０３名（少年警察ボランティア８１名、警察職員等２２名）  

【西部地区】 

平成２６年１月３０日（木）午後２時００分～午後４時００分 

◇ 研修会場 「メロープラザ」（袋井市浅名） 

◇ 研修内容   

 講演「恐ろしい薬物乱用・脱法ハーブ」 

      講師 静岡県警察本部刑事部薬物銃器対策課課長補佐 内山 鉄男 氏 

【講話内容】  

  脱法ハーブは、麻薬や覚せい剤等の化学構造を少し変えただけの物質であり、 

身体への影響は他の薬物と変わらないが、中にはそれ以上に危険な成分が含まれ 

ていることもある。脱法ハーブは成分がよく分からないため、治療法が見つから 

ず、死に至るケースもある恐ろしい薬物だが、県内の雑貨店などで、お香や芳香 

剤、バスソルト等と記載して販売されており、非常に危険である。 

◇ 参加者 合計１１８名（少年警察ボランティア９０名、警察職員等２８名） 

（９） 京都府  

平成２５年９月７日（土） 午後１時３０分～同４時００分 

◇ 研修会場 

     京都市：「京都リサーチパーク」西地区４号館Ｂ１階パズホール 

◇  研修内容 

① 講演 

「スマートフォンやネットに潜む危険 ～ 子どもたちのネット利用の現状 ～ 」 

ＮＩＴ情報技術推進ネットワーク 

代表 篠原 嘉一 氏 

    【講演内容】 

   子どもたちが、携帯電話やスマートフォンだけでなく、ポータブルゲーム機や 

音楽プレーヤーなどで、学校の友達と連絡を取り合うだけでなく、見知らぬ誰か 

と友達になって会話をするなど、何の抵抗もなくネットを使いこなしている現状 

とともに、ネットでの書き込みや写真の掲載が、一生消せない個人情報流出（デ 

ジタル・タトゥ）に繋がっていることを理解していない問題や子どもたちへのこ 

とを、実際のネット接続画面を見ながら解説が行われた。 

   ②  講義 
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     「少年非行及び被害の現状」 

       少年課少年事件特別捜査隊長 

【効果等】 

  スマートフォンを使わない少年補導委員が多い中、「知らなかった怖さがよく分 

かった」、「もっと知りたい」という声や、「地元地域にも広めていきたい」、「今後 

の地域での活動に活かしたい」という、地域での連携した取組の重要性を再認識 

させる意見もあって、意義深い研修会となった。 

◇ 参加人員 合計２１０名（少年警察ボランティア１９０名 警察職員等２０名） 

（10） 奈良県 

    日時 平成２５年７月２８日（日）午後１時００分～同４時００分 

 ◇ 研修会場 橿原市：「かしはら万葉ホール」 

◇ 研修内容 

①  少年補導員による活動報告 

県下全 15警察署少年補導員協会の活動状況について、活動状況写真を映写し 

ながら、大学生ボランティア「少年フォローズ奈 POLI」のメンバーが報告を実 

施した。 

 ② 少年補導員活動に関する講習 

県警察本部生活安全部少年課少年サポートセンター所長補佐が、「奈良県少 

年補導に関する条例」に規定された、少年補導員の身分、心構え、活動方法や留 

意事 

項等について講習を実施した。 

   ③  基調講演 

        ｢地域のつながりを考える｣  

      講師  臨床心理士 古川秀明氏 

    【講演内容】 

人間の「生老病死」を身近に実感することが少なくなった現代の子どもたち

に、親だけでなく地域の大人が子どもたちに親身になって接することの重要性、

地域の人々に「幸せのお裾分け」を広げることで住みよい街をつくる必要性に

ついて、ユーモアを交えながら講演された。 

【効果等】 

    ・ 少年補導員の活動が紹介されて誇らしい気持ちになった。 

・ 各支部の活動内容がよくわかり、今後の活動の参考としたい。 

・ 基調講演を聞いて、子どもたちを健全に育成するためには、まず地域の大人 

がつながり、子どもたちに手を差し伸べていくことが大切であると感じた。 

 等の感想が寄せられた。 

◇ 参加人員 合計５４４名（少年警察ボランティア４０２名 警察職員等１４２名） 
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（11）和歌山県 

平成２５年１１月２１日（木）午後２時３０分～午後５時００分 

１１月２２日（金）午前９時００分～午後０時００分 

 ◇ 研修会場 白浜町：「白良荘グランドホテル」 

◇ 研修内容 

   ① 研修会第１日目 

  ア 警察本部生活安全部少年課長による非行概況等説明 

       イ  各地域ブロック代表者による活動事例発表 

       ( ｱ)  紀北ブロック 

       発表項目 平成２４年度事業報告、平成２５年度事業計画（案）について 

         発表者 かつらぎ警察署少年補導員連絡会会長 大谷 典一 氏 

        ( ｲ)   和歌山市ブロック 

              発表項目 街頭補導、街頭啓発、研修会等の実施状況と、独自の取組みと 

して、学校、警察、地域防犯ボランティア等との合同による夜間 

補導での声かけの実施状況及びキッズサポートスクールへの参加 

状況について 

         発表者 和歌山北警察署少年補導員連絡会会長 藤井 保夫 氏   

       ( ｳ)  紀南ブロック 

         発表項目 少年の規範意識の低下、暴力追放活動の推進、関係機関との連 

携等について 

         発表者 白浜警察署少年補導員連絡会会員 高田 賢治 氏 

       ( ｴ)  紀中ブロック 

発表項目 児童に、不審者から声をかけられた場合の対応を教える人形劇 

の発表について 

         発表者 御坊警察署少年補導員連絡会会長 三輪規 他 氏 

     ウ 講演 

         講師：善福寺 住職（民生委員・教誨師） 

           福井 浄堂 氏 

         演題：「教誨について ～心豊かに～ 」 

       【講演内容】 

           ・ 少年期に悪だった男が、ラクビーと出会い、今は改心し教職員をしている。 

        これは、良い縁の出会いがあったからである。 

・ 犯罪を犯した者に立ち直って欲しいという気持ちを持つことが大事であ 

る。 

  ・ 生きているから価値がある。 

    どんな人にも、心の奥にダイヤモンドのような光るものがあるので、こ 
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れを探し出してやる。 

  ･  人間は弱い者であることを心に持っておく。 

   ･ 感謝の気持ちを持って人生を全うする。 

 ・ 自分が死ぬ時、みんなに感謝の気持ちを言えるような人であることが大事 

である。 

 ・  難病で体の自由が効かないが、子ども３人を育てたり、動く指だけで何千 

人ともメールのやりとりをしたり、病気の者を励ましたりしている。素晴ら 

しいことである。   

③  研修会第２日目         

    ア グループ討議 

         ○ 非行少年の立ち直り支援活動 

     ○ 非行少年の居場所づくり活動 

     ○ 非行防止教室への協力 

   の３つをテーマとし、少年補導員及び警察職員を１０班のグループに分け、活 

発な討議が行われた。 

    イ グループ討議発表 

      １班から１０班まで、各代表者による発表を行った。 

      各斑の発表内容については、 

       ・ 積極的に子どもとの関わりを持っていく。 

       ・ 子どもとの信頼関係を築くため、声かけやあいさつ活動等を展開する。 

       ・ 非行少年の親、本人の同意を得て、非行の原因を突き止め、継続的な 

サポート支援を実施する。 

     ・ 他の団体との協力で居場所づくり活動を行う。 

     ・ 心を閉ざしている子どもに対して愛情を持って接する。 

     ・ 社会参加活動、スポーツ参加活動を通じ、学生サポート等との交流を 

持たせる。 

       ・ 非行少年を色んなイベントに参加させ人との交流を持たせる。 

       ・ 非行少年にふれあいの機会を作る。 

       ・ 非行少年をボランティア活動に参加させる。 

       ・ 非行防止教室開催前に、事前会合等を行い連携を密にする。 

     ウ 少年課長による講評      

  ◇ 参加人員 合計９６名（少年警察ボランティア７３名 警察職員等２３名） 

（12）鳥取県 

    平成２５年１１月６日（水）午後２時３０分～午後５時００分 

 ◇ 研修会場 湯梨浜町：「ハワイアロハホール 大ホール」 

◇  研修内容 
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      講演 

      「イマドキの思春期 ～昔と変わらないこと、変わったこと～」  

     講師：島根大学教育学部教授 岩宮 恵子 氏 

   【講演内容】 

       誰もが一度は目にしたことがある「となりのトトロ」という映画で描かれている

が、子どもは、保護者との一体感が欠如すると、ファンタジー（子どもだけの世界）

に一体感（安心感）を求めるという「一体感の問題」を基に、次のような私たち大

人にできることについて講演された。 

       ・ 子どもが求めている、安心してそこにいることができる場所を提供する。子 

どもだけでは暴走しがちなので、保健室などに大人がいることが大事である。 

       ・ 子どもの後ろ向きな言葉に対して無理のある励ましなどはしない。子どもに 

気持ちを吐かせてやり、それを聞くことが大事で、この行為がないと子どもは 

立ち直れず、さらに大人に話す気がなくなってしまう。 

         ・ 言葉にする前のノイズのような呟きに耳を傾ける。そうすることで、子ども 

は受け止めてくれる人がいると安心する。 

       ・ 同級生（クラスメイト）と上手く付き合えることを求めない。社会に出れば 

様々な人と関わりを持ち、付き合っていかなければならないため、学校生活の 

期間で、同期生と上手く付き合うことを無理に求めないことが必要である。 

《効果・反響》 

      参加した少年警察ボランティアからは 

     ・ 思春期の子供の特性について知ることができ参考になった。 

    ・ 少年の特性を理解したうえで問題や悩みを抱える子どもとしっかりと向 

き合い、声かけ支援などを行っていきたい。 

     ・ 講演後、講師に対し少年との関わり方に関する質疑が相次ぎ、参加者の 

意識啓発が図られ有意義な研修会となった。  

◇ 参加人員 合計２０４名（少年警察ボランティア１７０名 警察職員等３４名） 

 (13)  広島県  

    東部ブロック 平成２５年１１月９日（土）午後１時００分～午後４時３０分 

     西部ブロック 同年同月１６日（土）午後１時００分～午後４時３０分 

 ◇ 研修会場 福山市：東部ブロック「広島県東部運転免許センター」 

広島市：西部ブロック「広島県運転免許センター」 

◇  研修内容（２会場とも共通） 

 ①  講演 

       『スマートフォンの危険性と対策』  

     講師：ドコモエンジニアリング中国株式会社 山口 雅明 氏 

【講演内容】 
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      ア スマートフォンの状況    

イ スマートフォンとは？ 

  ウ スマートフォンの利用事例   

エ スマートフォン端末に必要なセキュリティ対策    

オ  スマートフォンの安心安全（子どもの必須） 

    カ スマートフォンでの問題と対策    

キ  知らぬ間に「加害者」に 

    ク ケータイを持たせるに当たっての留意事項 

  ② 実践発表 

・ 尾道協議会発表 

発表者  武田協助員他２名 

          発表内容 「中学校教諭・協助員・警察」が意見交換する「ひだまり会議」の

開催について 

      ・ 東広島協議会 

      発表者  池田協助員他４名  

          発表内容 小学校等においてネット犯罪被害防止教室を開催について 

 ・ 安佐北協議会  

          発表者  木戸協助員 

          発表内容 非行少年の立ち直りに向けた農業体験，料理教室，スポーツ大会等

の開催について 

 ・ 大竹協議会  

          発表者  田端協助員 

          発表内容 管内全小学校に寄贈した「非行防止合言葉看板」等各活動について 

 ・ 広島南協議会 

      発表者  深田協助員他２名 

          発表内容 中学校で継続開催している「サポートルーム」について 

  ③ 講話 

実施者  警察本部少年対策課 山本統括少年育成官 

講話内容 少年の立ち直り支援に向けて 

    ・ 広島県内の非行情勢（再非行率・校内暴力を中心） 

   ・ 県内東部の対策強化を目的とした「福山サポートセンター開設」について 

    ・ 少年サポートルームふくやま・ひろしまの実施にかかる少年補導協助員の 

協力依頼について 

《効果・反響》 

     参加した少年補導協助員からは 

    ・ 具体的で分かりやすい講演であった。スマホについては、全く知らない未知の世界で、子 
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ども達がどのような環境に置かれているかよく分かった。 

    ・ スマホの使い方によっては、子ども達に危険を与えることを、初めて知った。 

様々な機会を捉えて啓発していきたい。 

    ・ 各協議会が、健全育成活動を推進していることを目の当たりにし、自分も頑張 

らないといけないと感じた。 

      ・ 一時的な関わりではなく、継続的に子ども達に関わって行くことの大切さを改 

めて感じた。 

◇ 参加人員 合計２８０名（少年警察ボランティア２４１名 警察職員等３９名） 

 (14)  香川県  

      平成２５年１２月４日（水）午後１時３０分～午後４時００分 

 ◇ 研修会場 高松市：「高松テルサ」大会議室 

◇ 研修内容 

 ① 基調講演 

        演題 『立ち直りを信じて』 

        講師  佐賀県警察本部生活安全部少年課 

警察庁指定広域技能指導官 警部 桑原 宏樹 氏 

【講演内容】 

  少年の非行防止や立ち直り支援活動、居場所づくりなどにおける卓越した技能 

と実績から、平成２４年に警察庁広域技能指導官に指定された講師の実体験を通 

して、問題を抱えた少年に対する少年警察ボランティアとしての係わり方や期待 

されること等についての講演であった。 

  ② 活動事例発表 

ア  琴平地区 「うどん作りを通しての立ち直り支援活動について」  

    イ 観音寺地区 「スポーツチャンバラによる立ち直り支援活動について」 

    ウ 高松北地区（大学生ボランティア） 「農業体験（オリーブ収穫）による立ち 

直り支援活動について」       

 ◇ 参加人員 合計１３０名（少年警察ボランティア１００名 警察職員等３０名） 

（15）沖縄県  

平成２５年１０月２７日（日）午後２時００分～午後５時００分 

 ◇ 研修会場 北谷町：ちゃたんニライセンター「カナイホール」 

◇ 研修内容 

①  講 演  

「聞いて、子どもの声を・・・・・」 

       佐賀県警察本部生活安全部少年課 

  課長補佐 桑原 宏樹 氏 

【講演内容】 
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 ・ 関わった少年は、私達にいろいろなことを気付かせてくれる先生である。 

 ・ 非行少年への立ち直り支援は、その母親に対する子育て支援も一つであるこ 

とを忘れてはならない。 

 ・ 居場所づくりとは、「子どものためにやってあげている。」という認識のみ 

ならず、子どもに自主性を持たせ、子どもがやりたいことを実行させることで 

ある。 

・ 子どもとの関わりの中で失敗はつきものだ。その失敗を恐れることなく失敗 

から学び、失敗を教訓として生かすことが大切である。 

・ 子どもの心理には、「自分の話を聴いて欲しい。」との思いと、「話したく 

ても話せない。」との二面性を持ち合わせている。子どもの話しやすい環境づ 

くりをすることは大切である。 

・  キーワードは「子どもの声を聴く」ことである。 

② パネルディスカッション 

    ア コーディネーター 桑原 宏樹 氏 

    イ パネリスト 

与那原地区少年補導員協議会 

     担当発表者：枝川 照夫 氏 

      テーマ「少年の居場所づくり」～地域との関わりを通して～ 

   ウ  名護地区少年補導員協議会 

      担当発表者：親川 博之 氏 

      テーマ「少年の居場所づくり」～少年たちとのふれあいについて～ 

《効果・反響》 

         講演は、参加した少年補導員等の心を打ち「非常にためになった。これまで 

以上に少年と真剣に向かい合い、少年の立ち直り支援を行いたい。」という声が 

きかれ、少年警察ボランティアの活動への意欲向上が図られた。 

◇ 参加人員 合計１７１名（少年警察ボランティア１３５名 警察職員等３６名） 
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別紙４ 

地域少年警察ボランティア連絡協議会カンファレンスの開催 

 

（１）北海道地域  

  ① 挨拶  

北海道少年補導員連絡協議会会長    本田 直治 氏 

釧路方面少年補導員連絡協議会会長   川鍋 健一 氏 

      北海道警察釧路方面本部長       内山 直人 氏 

             公益社団法人全国少年警察ボランティア協会事務局長   勝俣 茂 氏 

  ② 講演 

   ア 演題「レッドシャドーの活動について」 

      講師 標津町防犯ボランティア組織レッドシャドー 

  隊長  青木 敏則 氏 

           副隊長 吉田 雅之 氏       

      講演内容 

      現役世代を中核にして地域と繋がり、子どもを中心とした組織である「レッ 

ドキッズ」の活動も開始されるなど、子どもたちもパトロール活動を通じて、 

自然と正義感や規範意識が醸成され、いじめを許さない心の育成にも繋がった 

活動を行っている。 

    イ 演題「発達障害の子どもへの理解と支援」 

      講師 堀口こどもクリニック副院長 堀口 貞子 氏 

        堀口こどもクリニック発達外来ケースワーカー 小玉 七重 氏  

講演内容 

  発達障害の子どもを理解するための詳しい解説がなされ、発達障害の子ど 

もは非行に走りやすいのではなく、親からの叱責、友達に認められないなど 

のリスク要因が高くなりやすいと言えるので、リスク要因を下げて、保護要 

因を増やすことで、社会生活へ適応し、非行行為もなくなると訴えた。 

  講演の後半では、会場の参加者から発達障害に関する質問に答える対談形 

式の質疑応答を行った。 

③ 研修会 

  演題「少年非行概況」 

  講師 釧路方面本部生活安全課課長補佐 菊地 仁希 氏 

【発表内容】 

  少年非行の概況として、全道的に非行少年や補導された少年の数は減少して 

いるものの、インターネットやスマートフォンの普及等による非行の潜在化が 

進んでいる。特にコミュニティサイト等の利用を通じた少年の性的被害が増加 
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している中、被害少年の９割以上がフィルタリング未設定であったことから保 

護者や学校等教育機関が連携して、子どもに対しフィルタリングを強化し推進 

していく必要性があると訴えた。 

《効果・反響》   

      北海道少年補導員連絡協議会主催のカンファレンスは、これまで札幌市で開 

催していたため、参加者は、広大な北海道の地域事情等から札幌方面（道央圏） 

の少年補導員で占められ、遠隔地の少年補導員の参加がのぞめない現状であっ 

た。しかし、平成１７年度から全国少年警察ボランティア協会の助成支援を受 

けられることにより、道少協とその傘下にある方面少協が実施主体となって、 

全道の少年補導員に対する研鑽の裾野が広げられた。 

 今回のカンファレンスでは、少年を健全に育てるには、人と人とのつながり、 

こどもとの絆が何よりも重要であることを学んだ。少年とは世代が離れており 

コミュニケーションを取ることが難しいこともあるが、あきらめずに根気よく 

活動を続けたいなどの感想が寄せられた。 

（２）関東地域 

  ① 通常総会 

   ア 主催者挨拶 

     新潟県少年警察ボランティア連絡協議会会長 一見 恭子 氏 

   イ 来賓挨拶 

     公益社団法人全国少年警察ボランティア協会理事長   山田 晋作 氏 

   ウ 来賓挨拶 

    関東管区警察局広域調整部広域調整第一課長 三好 一人 氏 

   エ 表彰説明 

 平成２５年度関東管区地区少年補導功労者・少年補導功労団体表彰について 

    ・ 関東管区地区４２名・６団体が受賞する。    

   オ 議事 

    ・ 第１号議案 平成２４年度事業報告 

    ・ 第２号議案 平成２４年度歳入歳出決算報告及び監査報告 

    ・ 第３号議案 平成２５年度事業計画（案） 

    ・ 第４号議案 平成２５年度歳入歳出予算（案） 

・ 第５号議案 平成２６年度役員選出及び通常総会開催都県について（案） 

カ 閉会挨拶  

          新潟県警察本部生活安全部少年課長 髙林 一仁 氏   

② 講演 

演題 「子どもたちに育てられた私」～子どもたちと歩んで知ったこと～ 

      講師 「バックアップ‘３Ｌ’」主宰 
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          髙森 美紀子 氏（元新潟県警察本部新潟少年サポートセンター長） 

講演内容 

     ア 出会った子どもたち 

・ 集団リンチを受けて閉じこもった少年  ・ 校内でお金を盗んだ少年 

・ 教師に反発した少年  ・ 実子でないことを告げられた少年 

      イ 子どもたちの現在  ウ そして私の現在    エ 未来に向けて 

【効果等】 

          ア  講演において、講師が過去に補導員として対応した子どもたちの事例紹介 

があり、少年と関わるうえでの在り方等についての示唆があった。 

     イ 講師が少年とのやりとりの様子を話す場面は、臨場感にあふれ､話に引き込 

まれた。 

     ウ 大人の関わりの重要性が身にしみた。 

     エ 親子関係の話はいくつになっても心に迫る。 

     オ 子どもに向かう際の講師の率直な姿勢を手本にしたい。 

（３）近畿地域  

① 挨拶  

  近畿少年補導員等連絡協議会会長 山口 裕基 氏  

近畿管区警察局広域調整部長   金丸 和行 氏  

  ② 講演 

     演題 「少年をめぐるサイバー空間の諸問題について」 

     講師 京都府警察本部サイバー犯罪対策課 

警察庁指定広域技能指導官 木村 公也 氏 

 情報セキュリティ対策係長 近藤 勇二 氏 

     講演内容 

     ア 木村警察庁指定広域技能指導官 

       ( ｱ)  インターネットの現状 

       ・ すべての犯罪手口がインターネット化     

       ・ 組織化、高度化、国際化 

       ・ スマホ・携帯による危険性の拡大 

       ・ 違法・有害情報の氾濫 

       ・ サイバーテロ 

       ( ｲ)  インターネット利用者数及び人口普及率 

 ( ｳ)  世界におけるネット進展度ランキング 

 ( ｴ)  サイバー空間における中国問題 

 ( ｵ)  情報処理推進機構（ＩＰＡ）との連携（サイバーポリス・ミュージアム） 

( ｶ)  サイバー防犯啓発「ポリスキャラｄｅ情報セキュリティ」 
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( ｷ)  ボランティア・ＩＴ企業等との連携 

     イ 近藤情報セキュリティ対策係長 

( ｱ)  子どもたちを取り巻くサイバー犯罪の現状と対策 

       ・ 日常生活に必要不可欠なアイテム ～ ネット社会の進展 ～ 影の部分 

( ｲ)  スマートフォンの特性・アプリとは？ 

       ・ 大人から子どもまでサイバー犯罪に巻き込まれる可能性あり 

( ｳ)  インターネット利用におけるトラブル事例 

 ・ 個人情報漏洩、児童ポルノ、性的被害、なりすまし、無料通話アプリ、 

いじめ、犯罪予告他 

 ( ｴ)  インターネットの特質・問題点 

( ｵ)  子どもを被害者・加害者にさせないために ～ 情報モラル 

( ｶ)  被害に遭った時の対処方法 

（４）中国地域  

① 挨拶  

           中国少年補導員連絡協議会会長    多田 雄一 氏 

       中国管区警察局広域調整第一課長 上岡 藤則 氏 

        公益社団法人全国少年警察ボランティア協会理事長 山田 晋作 氏 

② 活動事例発表 

   ア 鳥取県少年健全育成指導員等連絡協議会 

     テーマ 鳥取地区少年健全育成指導員等連絡会における取組状況 

       【発表内容】 

            ・ 活動地域の紹介  ・ 街頭広報活動及びあいさつ運動 

      ・ 街頭補導活動及び有害環境浄化活動  ・ 地域ふれあい活動 

      ・ 今後の課題 

 イ 島根県少年補導委員連絡協議会 

   テーマ 雲南警察署管内少年補導委員連絡会・サポーティングレディースにお 

ける取組状況 

       【発表内容】 

      ・ 活動地域の紹介  ・ 「サポーティングレディース」の活動内容 

      ・ 大人への啓発活動  ・ 子どもとのふれあいと対話 

      ・ 今後の方針 

  ウ 岡山県少年警察協助員会連合会        

        テーマ  岡山西警察署少年警察協助員連絡会における取組状況 

【発表内容】 

 ・ 活動地域の紹介  ・ 「補導ウィーク」の実施 

    ・  農業体験を通じた立ち直り支援活動  
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・  乳幼児とのふれあい活動  

  エ 広島県少年補導協助員連絡協議会連合会 

       テーマ  安佐北警察署管内少年補導協助員連絡協議会における取組状況 

【発表内容】 

 ・ 活動地域の紹介  ・ 日ごろの活動 

 ・ コンビニエンスストア等対策会議の開催 

 ・ １８歳未満深夜の店舗利用お断りステッカーの作成と配布 

 ・ 清掃活動や餅つき大会、農業体験の継続した開催 

 オ 山口県少年相談員連絡協議会 

       テーマ  周南警察署少年相談員連絡会における取組状況 

         【発表内容】  

    ・ 活動地域の紹介   ・ 綱引き大会の開催 

    ・ 農業生産体験活動（６～９月） ・ 正月飾り作り体験 

    ・ 餅つき、五平餅作り体験  ・ アクリルデコレーション製作体験 

カ 岡山県少年警察協助員会連合会        

        テーマ  倉敷警察署少年警察協助員連絡会における取組状況 

【発表内容】 

  ・ 活動地域の紹介  ・ 学校と連携した「あいさつ運動」 

  ･  少年の立ち直り支援活動  ・ 落書き消去活動 

  ・ フラワーアレンジメント教室  ・ ハンドベル教室 

  ・ クッキング教室  ・ 街頭補導活動  ・ 今後の課題  

 【効果等】 

          参加した少年補導員からは 

        ・ 普段聞くことのできない他県協議会の実践発表が参考となり，大変有意義な研修会 

であった。 

            ・ 他の協議会も発表も参考となった。また研修会があれば参加したい。 

・ 各県の活動を聞かせてもらい､ぜひ自分の所属する協議会で行ってみたい。 

       ・ みなさんがとても熱心で、自分の消極的な考え方を改めようと思った。 

         等の意見が聞かれた。  

（５）四国地域  

 ◇ 開催内容 

① 挨拶 

愛媛県警察本部生活安全部長 阿部 克彦 氏 

 ② 講演   

演題  

「少年非行の現代的特徴とその対策～万引きを一事例として～」 
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講師  愛媛大学教育学部准教授 白松 賢 氏 

     講演内容 

 ア 「万引き」の没理性原因説の問題 

 イ 研究の結果にみる「万引き」の特徴 

 ウ 少年万引きの深刻化の要因 

  ( ｱ)  家族との絆の乏しさ 

   ( ｲ)  学校との絆 

   ・ 教師との関係の問題 ・ 将来目標・キャリア意識の不在 

   ・ 学校生活へのインボルブメントの低調さ 

   ・ 学校規則・規範への信頼の低さ  

エ 結果要約  

 オ 対策提言（少年問題へ） 

 ( ｱ)  予防的指導 ( ｲ)  課題解決的指導（補導時）  

( ｳ)  学校教育の限界の認知 

 カ 「万引き」防犯をどのように考える？ 

 キ リスクタイムマネージメントによる防犯の効果的対策 

 ク 声かけの方略 

( ｱ)  店内確保は困難 ( ｲ)  「お困りですか？」「何かお探しですか？」  

( ｳ)  「集団で商品を囲んでいると、疑われるよ。気をつけてね。」 

( ｴ)  「みせる防犯」と「声かけ防犯」を区別 

     ケ 思春期への対応 

 「誰でも失敗や迷いがある」という〈あたたかさ〉をベースとして、「ダメ 

なものはダメ（人権に関わる問題）」という毅然とした態度が必要 

③ 各県少協の活動状況の事例発表 

  ア 愛媛県 「地場産業シラス漁の体験」 

   イ 徳島県 「再非行率の低下と少年の健全育成活動」 

   ウ 香川県 「地域安全・少年非行防止を訴える大型モニュメントの作成について」 

エ 高知県 「親子の造形教室について」 

オ 質疑応答 

④ 挨拶 

  四国管区警察局広域調整第一課長 松村 俊典 氏 

（６）九州地域 

  ① 挨拶  

九州少年警察ボランティア連絡協議会会長  持地 俊勝 氏 

九州管区警察局広域調整第一課長  中村 修一 氏 

     公益社団法人全国少年警察ボランティア協会事務局長  勝俣 茂 氏 
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 ② 研修会 

   各県少協の取組み及び活動状況の発表 

    ア 福岡県： 立ち直り支援施策について 

      イ 佐賀県： 「居場所づくり」を通じた立ち直り支援 

      ウ 長崎県： 年間を通して実施した少年の立ち直り支援活動（農業活動） 

       エ 熊本県： 県少協助成事業「肥後っ子ふれあい事業」について 

       オ 大分県： ボランティア団体の活性化方策について 

       カ 宮崎県： 立ち直り支援活動について 

       キ 鹿児島県： 青少年健全育成に向けた子どもとの交流について 

       ク 沖縄県： 農業体験を通した少年の居場所づくり 

     各県少協担当課長補佐研修会（発表・協議） 

      ア 福岡県警： 少年警察学生サポーターの運用について 

      イ 佐賀県警： 少年の立ち直り支援活動と後継者育成 

      ウ 鹿児島県警： 少年警察ボランティアと連携した立ち直り支援活動 

  ③ 特別講演 

     演題 「挫折こそすべての始まり」 

     講師  長崎県早岐警察署 警務課相談係長 松永 悟 氏 

     講演内容 

      ガンで余命宣告を受けたことを契機に、元プロ・アマボクシング全国大会「オ 

ヤジファイト」に挑戦して日本一の座を掴み、同時にガンをも克服した経歴を 

持つ講師が、ボクシングの指導を通じて非行少年、引きこもり少年等を立ち直 

らせ更正に導いた実例を交え講演を行った。 

    ④ 出席者意見等 

    研修会では、各県とも工夫を凝らした独自の活動事例紹介がなされ、これに対す 

る意見交換会も活発に交わされる等、有意義な研修会となった。 

 特別講演は、実体験に基づく内容であり、聴講者も真剣な眼差しで聴き入ってお 

り、少年の立ち直り支援の重要性を身近に再認識できたものと認められた。 

     

           

 

 

 

 


